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魏板倉聖宣・大沼正則・道家達将・岩城正夫編

今日の科学を創造した科学者の豊かな夢,

真実を求めて止まぬ科学者の情熱を,最近
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と再現した科学史物語の決定版 /
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技 術 の発 達 と技 術 教 育 の発 達

― 今 夏 研 究 大 会 講 演 要 旨―

邦岡

I 技術の発達

技術の歴史は人類の歴史とともに古いが,本
格的な技術の発達は,科学の発達とともに近代

とともにはじまる。そして技術教育の歴史も科

学教育に先だって,それと同時にはじまったこ

とも興味ぶかい。

近代以後,現代に至るまでの資本主義制度の

歴史のエポックを私は,大まかに, か つ便 宜

的に,11)ル ネサンス,(2)啓蒙期,憾 )産業革命に)

ブルジョア革命,(ヨ金融資本主義および,俗 )帝

国主義に分けている。

(1}ルネサンス 封建末期における資本の原

始蓄積を基盤として,15世紀後半から約 200年

にわたる時代が,いわゆるルネサンスである。

すなわち人間のめざめに始まり,科学のルネサ

ンスをもって終る。 この時代において発達した

技術の代表的なものは鉱山および航海の技術で

ある。このとき F.BacOnが 出て,“知識 は 力

なり, といい,科学技術の分野の細目にわたる

リス トを作 った。そのなかには天文学から料理

や美容術までが網羅されている。

2.啓蒙期 啓蒙が教育と重なる幸福な時代も

あったが,両者はやは り区別して取扱われるベ

きものである。

Baconの思想を継承 して,典型的には,18世
紀のフランスに約 1世紀にわたる啓蒙期が出現

した。それは人間の知識と精神とが蒙味のまま

に置かれる暗さに灯をつけるという意味であり

“人間精神進歩の思想"をその根幹とする基本

的な運動である。その代表的な哲学者 Diderot

が編集した “百科全書"(ア ンシクロペジー)の

なかで,彼は技術に関する多数の項目を執筆し

たが,そのなかで彼は,今 日なおわれわれがそれ

2

に従っている技術の規定(定義)を与えている。

3.ブルジョア革命 ブルジョア革命によって

それまでの絶対君主制が打倒,あ るいは形骸化

され,政治的にも資本主義制度が確立する。

4.産業革命 産業革命を通して道具は機械に

進化し,マ ニファクチュア (工場手工業)は大

工場工業となり,産業資本が確立する。 この時

代における科学や技術の発展にはじつにすばら

しいものがあった。

5。 金融資本の時代 1860年 代をすぎると,産

業資本は徐々に金融資本に転化し,資本の集中

・集積が著しくなる。そして科学技術は産業資

本主義時代よりも一そうすばらしい発達の道を

ばく進する。電気技術や化学技術の成立と発展

もこの時代に行なわれた。

6.帝国主義の時代 金融資本は次第に独占的

となり,政治的には帝国主義の時代に入る。第

一次および第二次世界大戦もこの過程において

勃発し,科学技術研究は一つの体制をとるに至

る。このばあい戦争が科学や技術の進歩を促し

たとい う見解もあるが,本質的な意味では,科

学技術の進歩にとって戦争はやは り最もおそる

べき破壊的な作用を及ぼすものなのである。

以上は世界史的視点における科学技術の進歩

であるが, 日本においてはどうであったか。要

点だけを述べれば,近代日本にはルネサンスが

なかった。121啓蒙期は幕末から昭和15年 ごろま

での短かい期間であった。鯰)明治維新を仮にブ

ルジョア革命に擬すれば (正常な意味でそれは

ブルジョア革命ではなかった)それは啓蒙期の

途中で起った。に)産業革命はようやく20世紀に

入って,明治40年代から大正初期に行 な われ

た。しかしそのとき日本は他の列強諸国ととも

q t!_6 Y!r--*-.$-...*-..--*<



に帝国主義の段階に入っていたので,その産業

革命もその後に産業資本の時代を招来すること

カミできなかった。そしてこの各時代を通じて日

本の科学技術は西洋に比べて著しい後進性,半
封建1生 ないし植民地性を帯びていた。 日本の科

学技術が西洋と肩をならべ得るに至ったのは,

戦後の最近10年 間の現代に入ってからである。

Ⅱ 技術教育の発達

ルネサンスは,人間が世界の発見とともに人

間自身 (肉体的,自 然的側面だけであったが)

を発見した時代だといわれる。そうい う時代に

人文主義者の系列に属する Thomas Moreゃ

Campanellaヵ ,ヽ貴族や僧侶でなく,それまで

無視されていた庶民の教育に目をむけたのは当

然であり, しかもそれが職業教育――技術教育

であったことも必然であった。啓蒙期に J,J,

Rousseauが , “エ ミール,, において少年の科

学技術教育を説いたこともその時代にふさわし

い。フランス革命勃発の 5年後に国民議会が設

立 した世界最高の技術学校エコール・ ポリテク

ニクはやがて19世紀前半に幾多の第一流の数学

者物理学者を生んだ。19世紀の60年代に, ロシ

アが最も進んだ職業教育方式を生み出したが,

それが当時の帝政ロシアにおいて発展できない

で,ア メリカに伝わり,そ こで実を結んだこと

に,われわれは注目せねばならない。

日本における技術教育としては,まず啓蒙期

に大学程度においては,二部大学校や札幌農学

校があり,初等程度では手島精一先生が明治19

年に東京職工学校を創立した。明治19年 に後藤

牧太先生がスウェーデン, Carlssonの 方式に

学んで東京師範学校付属小学校に手工科を創設

されたことは達見であったが,当時の教育界は

それを人間教育として扱わなかったために後藤

先生の跡を正しく継 く
゛
ものがなく,やがて学制

の上では補習学校における選択科目となって短

命に終ったことは,われわれの深 く遺憾とする

ところである。

Ⅲ 結  び

技術の発達は,近代いらい目ざましいものが

あ り, とくに19世紀20世紀とおどろくべきテン

ポをもって現代に至った。それに対応して技術

教育の発達はどうであったかといえば,少 くも

日本においてlま その発達はゼロに近い。技術の

発達と技術教育とlま,その本質上,比例するも

のではなく,おのおのの発達水準の測度が本来

異なるのである。すなわち技術そのものの発達

はその時代の生産力 |こ よって測られるが,技術

教育(と くlこ小・中学校)iま ,人間形成の手段と

して人間生活に最も基礎的な技術を採用してい

る教育であり,その目的 とする技術的認識を与

え,深 めること|ま ,直接に当時の技術発達水準に

順応させることで|ま なく,む しろまずその発達

した技術の時代に正 しく生き得るための人間性

を形成して間接にその時代の技術の発達に寄与

せしめるにある。 ここに私のい う “人間性,,と

は無私′とヽと聡明の 2要素より成るもので,その

いずれもが,子 どもが技術教育から最も有効に

学び得るものである。すなわち技術学習は総括

的にいえば加工 とその取扱い方(使用)の 2要素

に分 |ナ られるが,ノ、間が労働手段 (技術)を通

して自然に働きか |ナ,自 然を変化するという生

産労働の過程において, より基礎的な要素は加

工である。近時,技術の発達により,使用の要素

にますます重点がおかれる傾向がある。機械学

習と別系列を成す電気においても,加工よりは

使用 (実験)の要素が重きをなしている。しか

し加工がより基礎的なものであるだけに,使用

の要素がいかに拡大されても,ま た電気学習に

おいても,加工の要素は依然として存在し,そ
の意義を失わない。産業の社会において機械仕

事が
|ヽ かに手仕事ぞ駆遂して米たとしてヽ,子

どヽが無rら
にヽちょくせつ物質にぶつかるのは千

の労働でありまず手の労働を通してアタマの作

業すなわち思考力を呼びさまし,その思考力が

逆に手の作業を少しずつ高い段階に高ゅるとャ
ヽ

うことは,その作業が素朴なだけ基礎的であり

子どもの認識と能力の発達に, ピッタリ適合す

る。その無心な態度,そ して加工の段どりに従

う端正な態質が,子 どもの無私′いと聡明を,す
なわち人間性を形成し 発達させるに最も基本

的に役立つのである。

教科の自主編成の主柱も,か ような考察の土

台の上に立てられるであろう。いたずらに科学

技術の振興とか技術革新 とかのキャッチフレー

ズに振 りまわされてlま なるまい。



栽 培 学 習 に つ い て

分科会参加者は司会・世話・提案・記録者をふ くめ

て,初 日13名,第 2日 10名 であった。

参加者自己紹介の段階で,次の 2点を記録にとどめ

ておく必要があろ うc「技術・家庭科の課程構成で栽

培の学習が 20時間にとどめられて以 来, この部 Flを

担当していた教師の意気が全 く沈滞してしまって, ど

うにでもなれ, という風ななげや りの気分さえある。

一体,工業生産技術の基本の学習比重が大きくなった

のにくらべ,農業生産技術の基本の学習が うんと軽 く

見られているのには,何か正当ないわれがと)る のかこ

もともと,農業生産技術にかかゎる学習は,国民教育

のなかで必修されるべき意義をもっていないのか どう

なのか。意義がないとい うのなら,す っば りやめてし

まったらどんなものだろ う。教育的に見て,そ このと

ころを明確にしてほしいとかねがね思っている[農業

部門を担当しておられた人々のあきらめに|ま むしろ公

憤を感じているじ栽培学習の教育的意義が討議のなか

で明確にされることを望んでいるJと い う発言 (世話

人 。
後藤)に対して,か なりの共感が歩)っ たことが第

1点 であるcただし,その共感のなかみ|よ いく分くい

ちがっていたょぅだし,全 日程をとおして, この点で

の明確な結論には到達しえなかった。第 2の 点|ま ,参
加者のそれぞれの学校の教育条件格差の大きさという
ことであるc技術 。家庭科全般の設備の′点でもそぅだ
し,こ とに “栽培"の学習意義把握の混乱からくる施

設・設備の多様性という′点でそのことが見られたこ

<前年度大会での論議・結論>
会の要請によって,「技術教育」 (1963・ lo月

号)所収の “栽培分科会報告"と 斉藤正美論文「栽培
学習の脱皮」 (氏 |よ 前年度分科会司会者)の概要を報
イli。

概要―○学習内容が仕事中心で,原理・原則的なも

ののおさえが少ないcC理科学習の植物分野とのゆ う

合・関連をはかって,学習内容を再編するcC第 1学

年「作物を育成し,栽培のあらましを知る」(30時間)

一播種・成育環境と管理・開花結実 0繁殖をとり上|ザ

ー貫した作物育成の場で学習する。第 2学年「作物栽

4

Ⅲ………山“授業研究はどこまですすんでいるか

〔第1分科会〕

培の技術をふかめる_(20時 間)一肥料・農薬・除草 :

剤の化学的領域を主にとり上 |ザ るcO学 習(■要する時

間-35時 間以上 (斉藤50時 間)ι

本年度の分科会提案発表にも,こ の線上にそっての.

展開が見られたこと|ま 興味がある。

<提案発表>
女 鹿 力 提 案

立場―栽培学習の立場には,0主要生産部門の 1つ

としての農業生産学習 ②地域主義の立場 C工業的
‐

学習内容 と対比の_Lで とらえる立場 0人 間形成の立

場,な どの ぅち,主 としてCの 立場からこの学習の必

要性をとらえる[す なわち,農業的技術学習は物理的

・化学吉t・ 生物的な諸技 1子の総合されたものであるこ

と,特 :■ ,気象」をの他の環境など自然の条件に大きく支

配 されることゃそれが長期間にわたることなど,工業

的内容で1よ 果したない内容や意味をもっということ,

すなわち生物体を対象 とした学習の中にその意味づけ

を求める
:

日標―栽培技術の基本に重点をおき,そ の中で栽培

生理を中心に,それらの中|こ しヽそむ原理や法則を把握 |

させ,作物を人間の目的に合わせてかえ うる可能性の

あることを認識させるこ

課程と時間―作物の一生を全体的に理解できるもの

と栽培土理の具体的なものとを実験ゃ観察によ つて部

分的 :こ把握できるものとの二段がまえ〔 時間 30時間

§1 作物の栽培 (10時間 )

1 栽培 と人間生活, 2 作物の利用, 3 作物

ιD性 質, 4 作物の一生 と栽培技術

§2 作物栽培の技術 (13～ 23時間 )

1 種子と成育, 2 土壊 と:巴料

§3 農業生産のしくみとその課題 (2時間 )

さしちた り, とり上 |ザ た作物 |よ

草花 (栽培の手頃・方法を主として)

南瓜 (土 じょうと肥料―根と養分の吸収 )

じゃが tも (茎の数,地下茎 )

朝顔 (肥料試験一三要素の|ま たらき)

ほ うれん草 (品種,土 じょう反応 )



展開方法―講義によるもの,観察によるもの,実験

によるもの,実 習によるもの,栽培記録によるもの ,

などそれぞれの展開について概略説明あ り3

永島利明提案

目標―農業を進歩させた多 くの実験から,生徒の学

習段階に再構成 した実験教材を多 く与えること|二 よっ

て,客観的な思考様式を身につ |す させる。

課程 (時間 )

1年一収量をあげる (適地作物-20時 間)

○栽培に必要な管理作業

○作物の品種と特性

○肥料の管理

○土 じょう

2年一栽培技術を深める (大豆-20時 間 )

○気象 と農業

○土と反応 (①上の酸度検定 ②土 じょう中の硝酸

体アンモニアの検出 ③土 じょう中の りん酸の検

出 ④草木灰の実験 C根 りゅう菌の検出)

3年一農業の進歩を学ぶ (麦の栽培-20時間 )

○農業の進歩

○各産業の機械化

○麦の生育

○麦作に使われる機械

○麦の栽培

以上の内容については,ま だ未実践の段浩であ り,

試案の域を出ないので,考え方をきいた|こ とどまる。

<討論の要点>
○実験的栽培学習への賛否

とくに,加藤氏 (広 島)は 否定的であった3その要

旨は, “私も栽培学習の軽視に義憤を抱 く一人= 3年
前から,栽培学習の教育的価値を見出すための実践白|

検討をすすめてきたっ栽培学習をとおしてしか育てら

れない能力・態度はないかどうか,あ ると思 う,それ

は生物を愛し,美 を愛するとい う情操の側面である.

ここに栽培学習の人間形成的価値あ り]し たが つて,

実験的栽培学習に|よ賛成できない[ もつと学習の目的

な り,興味なりを大事にしなければならなtr,と い う

ことであったら

この考え方には,提案の両者 |よ 肯定的でなかったこ

女鹿は従来のそのような栽培学習 (農 業教育)のなら

いが生み出した歪みを指摘 し,永島 |よ 人間教育という

なら,生物愛などを表面に出すより,む しろ生育管理

過程における集団作業をとおして養われる・協同・協

力"な どこそ重要なのでないか とした:ま た,集約農

白勺性格からの脱出こそ,い ま栽培学習が試みるべき時

期なので|ま ないか,そのいみで客観的な栽培学習への

せまりかたが必要であるとの意見も出された3従来か

らむし返され続 |す た問題なのであるが,こ こでも説得

的見解|よ 出ないまま:こ 終ったこ

実験的栽培学習とい うが,昨年度の集約としての斉

藤論交,ち ろtヽ 1よ 今回の両提案でも,一貫した生育管

理が全 (否定されているわlす で|ま ない3た だ,女鹿提

案が全体としての生育管理実習をやや冨1次 的 |二見る領

きがあ つたの |ま 否定できないが,こ れ |ま むしろ,こ の

あとの技術と社・経 it条 件ないし|よ 栽培 日誌による学

習と関連して問題となるところであろ うっ

o技術と社 0経的条件

女鹿提案への質疑の 1つ として,高橋 (岩手)か ら

“農業という産業の経済性,あ るい|ま 市場価値につい

てどう考え, どう学 |ゴせようとす るか" とい うllE旨

の問いがあった。この問いに|ま ,教授計画§3の “農

業生産のしくみとその課題"の なかで, “農産物の生

産 。流通・消費"と いうテーマの中で学ぶ こ とに な

る,と い う答えであった。このことに対して他から,

水稲なら水稲 の 生 育 を追 う学習のなかで,シ リアス

な 問 題 と してとらえられ,学ばれていくのではない

か。実験的学習のつみ上 |ザ のあとで,ま とめて社会科

書|な §3と ぃ ぅょぅな取扱いをすることが妥当かどう

か, との見解が出た.

実 |ま ,こ の問題 |ま 今回の中核的問題であると考える

のだが, じっうぶんな発展を見なかった=世話人であ

った筆者の見解をのべさせて もらうと,こ うである。

■科学一一技術

0科学一―技術

C科学技術一― 社・経的条件

これらtr別 な示しかたをすると

T(科学←→技術)一  (社 0経的条件,生産関係 )

となる]技術を考えるばちい, 自然科学からの一方的

規定だlす (1)を見るわけ|ユ |よ いかない。技術が自然

科・学の発果を刺激 し,に進する面 (0)を 開却できな

い]つ ま |)科学 と技術ιD相互滲透性である,さ らに科

学 も技 itt t,そ の発異|よ 社 。経的条件によって規定さ

れる‐現実 :こ 技術lよ 科学 と社 。経Ёt条件によって規定

されるとtヽ う本貢があるとすれ lゴ,技術の学習 |よ ,規

定する両者とのかん、わ りを学びとることに眼日がある

ので|ま ないオ、=た とえば,水■哉培の一貫した学習の

中でこ」を,こ のような関係 |よ シリアスにつかまれると

いえないだろ うか3つ まり_4の シエーマが技fI学習の

大す じをしめすので1ま ないか 3

以上 ,よ ,分科会での討議π)な かで萌芽的に出てきた



が,こ のような形で深められたわけではなく,筆者個

人の考えをつけ加えたものであるこ

O教育内容・教材選定の視点

女鹿の多種教材をえらんだこと (前述)への質疑か

ら問題とされた。まず,栽培にかかわる中枢的問題と

して前述の教育内容 (こ の報告では詳細は省略した。

詳細について承知したい方は,岩手・技術教育を語る

会の「技術教育と家庭科教育の “授業"を どう進める

かJ30～31ペ ージを参照されたい)を くみ立て,その

テーマを選び 出 したのだ, との説明があった。ただ

し,草花・かぼちゃ。じゃがいもは生徒の班 ごと栽

培,ア サガオ・ホーレン′ソウは示範用 0実験用教材と

して教師が栽培した。このように多種用意したのは,

1つの作物に失敗したばあいの補備という意味 もあ

る, とのことであった。

まず,教授内容で, “病虫害"や “繁殖"がぬけて

いるのは妥当を欠くとの見解に対して,提 案者 か ら

は,雑草と病虫害は除けないと思う。また繁殖は作物

の利用で概略あつか うが,主体は “種子"の 本質理解

が重要と考えるので,案のようにした,と の説明cま

た, “栽培管理"が全 く抜けているがとの指摘 (石崎

一司会・岩手)に対しては,栽培技術の学習と関連し

て行なわれる,と のことであった。このような論議が

すすむ過程で感ぜられたことは,教育内容構成の視点

が崩れてしまわないかということ。繁煩な技術的問題

がいっばい登場してきて,結局は栽培汎論を追う形で

の学習におちこみ,え らんだ作物に即して,技術的諸

問題を学習させるのと同様にならないかという危惧で

ある。さらにいうならば, “栽培技術の基本"と は何

かという問題に立ちもどつてくるが,首尾一貫した明

確な線は出てこなかった。

肥料の三要素の働きについて実験するのには,ア サ

ガォが最適か,と いうことから,多種作物をとり上げ

ているが,そのすべてが最少限必要な教材なのか,と

いう問題になった。ことに,三要素の働きを確認させ

る教材としてはイネが最適だと考える(石崎)と いう意

見,さ らに三要素の働きについて純粋に近い実験を試

みるとすれば水稲ということも考えられるかどうか ,

純粋実験と栽培実習における錯雑した条件の規制との

かかわりをどうつかませるのか,な どの質疑も出たが,

学習要点を分散して多種教材について学ばせるいき方

と学習要点のすべてを 1種教材について学ばせること

の得失は,生徒の受けとめ方を実践的に確認していく

必要がある, ということで問題はあとに残された。

O展開方法の問題

第 3日 になって,こ の問題に入ったc永島提案は試

σ

案ということで,展開については女鹿案によって検討

された。一応,教授計画の展開一らん表を作成しても

らい,こ れによって検討したのだが,余 白がとばしい

ので,表の掲出|よ割愛する。教授項目を多種教材にど

う配置していくかということが主で,こ まかい授業の

すすめかたについては問題にする余ゆうがなかったの

は,本大会のテーマの趣旨からみて,残念なことであ

った。

しかし, 2・ 3の着目すべきことがあるので,ふれ

ておこうcた とえば,播種で,講義と実験・実習がか

らめられ, “浸種"な ど種子の処理が比較実験されて

いることなど,発芽条件の究明に適切な学 習 であ ろ

うcしかし,浸種しない種子へのかん (濯 )水条件と

の対比まで|ま すすめられていないようである。

女鹿発表のなかで, “落ちこばれ種はいつでも,と

んでもない時季に発芽することを子どもたちは知って

いる。 1年生草,長 日性なども固定的にとらえさせる

ことはいけないcいつも条件との対応において把握さ

せるべきだ"と の主張があったがこれはまさに重要で

ある。にもかかわらず,こ の点での論議がすすまなか

ったのIま 惜しまれる。ただ,現象的把握・感性的経験

における “うたがい" “おどろき"な どが,学習への

ドライブとして貴重であることの指摘があったにとど

まった。実はこのことは,生徒たちの経験と知識・理

論との矛盾の発見なのであり,そ こから条件の究明は

はじまり,発展の発足点となるはずのものである。し

たがって,こ の問題をつきつめていけば,そ こに技術

学習の方法基盤がかなり明りょうになったのではない

かと思 う。

女鹿実践における “栽培記録"も 貴重な方法上の間

題につらなるのだが,こ れ亦吟味不足のまま終った。

もともと,こ の記録の趣旨はつぎのように示されてい

る。「作物の生育過程の流れの中で,それぞれ観察や

実験がなされるが,全体的なとらえ方が生物を対象と

したばあい重要なことを知らせる必要がある。単に現

象的な面の把握のための記録だけでなく,こ の段階で

学ばなければならないのは何か,その重′点を明確にし

なければならない。 (例 )“栽培の準備"の 中では,

実際に上を堀るわ|すだが, “土を堀るわけ"を言葉で

表現 で き るように把握させることは必要だと思われ

る」

まことにそのとおりである。しかし提案者はこの記

録の意義についてややひかえめにとらえすぎていると

思 う。まず,栽培記録は班単位になされるとすれば,

集団活動記録ともいえる。それぞれの疑間が,集団の

疑間にまでもちこまれ,高められる場だとも考えられ



る。太 田尭によれ ば,「……農村の栓結の中にあっ

て,正 しい姿勢をとったKさ んやあの少女や青年の家

計研究会に学ぶことである。それらは,それぞれその

姿勢に段階があるが,そ うじてこの人たちの正しい姿

勢への立ちなおりは,あ らゆるものを慣習化し,埋没

させようとする環境のなかにあって, “なぜか"の 間

いを発したことにはじまり,その疑間が集団の疑間に

高められたうえで,そのうえでこれまでの科学研究の

成果,文化遺産が主体的につかみとられた こ とで あ

る。このことは何でもないようであって, 日本社会に

住むわれわれにとっては,決定的に重大である。……」

(雑誌「教育」 1953, 11月 号  「農民は学校か

ら何を学んだか」より)

また,生徒の学習集団における栽培記録による学習

が, うたがいを生み,学習の新しい展開を見出し,時

…̈…"……授業研究はどこまですすんでいるか

第 2分科会

加 工 学 習

1日 目 出席者26名

2人の提案主旨の説明後, 3日 間の討議の柱を立て

ることになる。菊池先生 (岩 手技術教育を語る会)の

提案主旨は金属加工の授業例を中′心に,技術科の学習

内容に自然科学の基礎を大切にしたいこと,技術の学

習は技術の理論 (工学 :こ こでは工作法)を中心にす

べきことなどを話された<内容については討論報告の

中で明らかにしたい>。 佐藤 (産教連)からは,技術

は複合的,目 的的なものであるから,法則性を教える

ことではなく,製作の過程で,総 合的経験 と分析経験

を教師の側で意識的に与え,製 作 (加工)学習に必要

な諸能力,科学的認識能力をまず感覚を通じて与えて

行きたい, ということが作品や工具の紹介 と共になさ

れた。岩手からの提案が殆どの参会者の教材観 と異っ

たもののように受け とられ, 1日 目は,菊池先生に質

問 と意見が集中した。

加工実習にはいる前に,金属 の構造 と,変形がその

構造の変化にょるものであることを,徹底的に学習す

る。当然,感覚的な認識を与えるための実験・ 観察が

行なわれる。鋳鉄の折れ日の観察,曲げ,弾性,永久

ひずみについての実験等。そして最終的には,塩の三

態変化,結晶構造からの導入で,金属の多結晶,単結

晶,分子間り|力 と自由電子,原子構造につぃてふれ,

には教師の教材解釈との矛盾を発見することになるか

もしれない。これはまた学習を発展させる大きな契機

であり,授業の質をたかめる大すじでもある。教師,

生徒学習集団とのダイナ ミックスの基本構造はここに

あるのではないか。

<ま  と め>              ・

分科会における女鹿提案は,検討のよい素材となる

はずのものであったが,検討はじゅうぶん深まるとこ

ろまでいかなかった。結局,各問題についての記述の

なかでふれたような重要問題があとにのこされたこと

になった。

後半やや私論をまじえすぎたかもしれないが,残さ

れた問題点を明らかにしておく意図からである。了承

されたい。 (文責・ 後藤豊治)

に つ い て

変形が,結晶構造のずれから生ずることを知らせる。

このような学習及び教授法について次のような質問

。意見が出された。

山形 : 内容が高度に過ぎる。生徒の質はどうか,

理科 と同じではないか。アチーブなどとの関係は

大丈夫か。製作学習 とどのようにかみ合 うのか。

秋田 : 金属の一般的性質をおさえれば よいのでは

ないか。ここで電気的性質などやる必要があるの

か。全体の教授計画はどうなのか,教材分析の視

点をうかがいたいc

岡山 : 技術 というものをどう考えるのか,生徒に

つめ込む形になるのではないか,労働観などは養

えるのか。子供に対する人′
間像, この教科を通 じ

ての全体的見通しの中からどうか。

大阪 : 興味づけはどうするのか,測定器機はどの

くらい準備されているのか,火花試験などはやる

のか,授業時数 (ま指導要領通 りだが,それで間に

合 うのか,総合実習についてどぅ考えるか。

岩手大学 : 材料研究を深めるための加工学習 とい

うことにならないか。教授法上,生徒の試行錯誤

的学習の価値は認めないのか。

以上の質問に対しての応答を概略まとめて記 したい。

内容が高度かどうか,それは何を基準に決めるのか



生徒にわかるように教えることができれば,それは教

材 とし得 る。真理であればなおのことである。金属の

構造についての理解度はテス トの結果60～70%を示し

た。われわれは何をどのようにわからせることができ

るかを授業研究を通じて客観化して行きたい。生徒の

質は特に高いとはいえない。材料の変形についての認

識のしかたの事前調査から見ても,そ うである。別に

このような学習ばか りやるわけではないからアチーブ

は心配ない。金属学習を先行させた場合,加工学習に

おける法則性の認識にも,従来 と異った成果があると

思 う。正しい物質観を与えることは,技術学習の基礎

である。製作はブンチンだが,こ れ |ま まだよい教材 と

いうことでなく,研究してないので従来通 りで あ る

が,やす りがけは殆 ど不必要な角体を用いているし
,

時間に不足はない。鋳鉄の折れ日をルーペで見るだけ

でなく,顕微鏡写真など用意する。定量的な学習 とし

ては,す り合わせで硬度をしらべ ることな どで あ る

が,測定器のよいものが欲しぃ。このような学習に興

味を示さないということはない。充分な事前調査や準

備 (ま ず初め “鋼のできるまで"の 映画を見せる)が
あれば興味は持続する。試行錯誤の基準になるべきも

のが先に与えられると考える。労働観 といっても,あ
なたの言 うそれは何を意味するのか,も のをつくる過

程を法則的に学ばせ ることは,労働の組織について考

える上に必要である。

上述の応答が,岩手の主旨を正しく伝えているかど

うかは疑間であるが,大体,以上のような説明があっ

た。かくて 3時間半はまたたく間に経ち,討論の柱 lま

司会者に一任されて終る。

2日 目 出席者24名

“授業をどう組織するか"と いうテーマに直接迫るこ

とが困難であることには,いろいろな理由があろう。

討論の柱も① 加工学習のねらいは何か,も っと具体

的に明らか
:こする。② 教材の深まりは生徒の認識可

能な範囲から,ど の程度まで考えられるか,③ それ

はどのような学習法が考えられるか。の 3点 と,加え

て,④ 「技術」 とはどのような性格や,本質を持って

いるのか, といぅような問題にしぼられた。「語る会」

の提案に対する質問意見も残っているし, とにかく具

体的に (1日 目は金属学習の 1時間の授業が,テ ープ

ンコーダーで生々しく再現された)話 し合 い を深 め

る中から,技術の学習の本質に追 りたい, と考えられ

た。しかし,こ のような本質論の他に,具体的な製作

教材,製図学習 とのかかわ り,施設設備の問題,作業

票や,プログラム学習につぃての要望も出されたが
,

それらは,話 し合いの中で出して行 くようになったっ

θ

柱Cについて : 菊池先生から “技術教育が成立する

ための科学的根拠に,自然科学 と技術学を据えたい。

そして,現代産業の基礎をできるだ|ナ ,法貝J的 ,理論

的に学ばせたい。プロジェク トにlま製作の順序はある

が,それ |ま 科学の系統性 とlま関係がない。つ くりかた

の過程を大切にすると,そのことに注意が向き,基木

的な法則性が うすめられてしまうので |ま ないか"と , .
製作学習に対する疑間が投げられた。これに対して

,

佐藤から “自然科学が基礎の一つであるこ と iま わ か

るが,「 もの_をつ くるということ|ま ,その一つ一つ

が 具 体 的 な特殊な目的に制約されているのだから,

あるものを製作する過程の中でしか,技術的認識 lま成

立しないので lま ないか,籍 をつくるために倶I板 の木 口

が直角に切断される必要があるのか,な いのかの判断

は製作の見通しの中だ|すから出てくる。のこぎ、ュキョ、キ
エびき,.よ |びき力:わ ぅ?tネ ,本材Q組度生ρも2上 _
のかかわ24)●frF.き る.、

技術:まある一つの要素だ
けを抽象して法則化しても学習できない。技術的な法

員」の認識に至るまでに1ま 生徒に総合的経験 と,分析的

経験を与えねばならないっ材料の学習もこの分析的経

験の一つ としておさえている。そして教えることでは

なく,た とえば,刀 先角が60° と教えるのではなく,実際

に正確に測定するための器具を考えさせることも技術

的思考なので |ま ないか,ブ ンチンをつ くるためにやす

りがキすをするのでなく,水平や,基準部をつ くること

が大切な作品を考えている"と いう主旨の発言があっ

たЭこれに対して,清原先生から, “自然科学 と技術

のかかわ りにつぃてどのように考えるのか"司会から

“岩手 lま材料に重点を,東京 |ま加工法に重点をおくと

理解してよいのか"岡山から “材料を見る視点を与え

るというが,な ぜそのような視′点が重視されねばなら

ないのか,ほ かに重点 lま ないのか"な どが出された。

菊池先生から “技術の学習に|ま ,かな り自然科学の法

則を学ぶ必要があろう。ここで 1ま物質観的思考を大切

にしたいc技術の発達の将来の見通しの上に立 つたな

らば,も のづ くりにとらわれて lま ならない"と のこた

えがあ り,以下のような応答があったc

岡山 : 原子 と分子の方からの見方だ|すが物質の見方

なつか。

岩手 : そうで Iま ない。金属にお|す る電気現象なども

とりあげ,自 然科学の体系 と,子供の認識の頂次性

を一致させて行きたい。

岡山 : 原子 と分子の学習から, どういう子供をつ く

ろうとしているのか 3

岩手 : 疎外状況の中 :こ あっても,真実を考えて行 く

子供,物事を正しく見ることのできる人間像を考え



ている。

東京 : 自然科学的な態度をしっか り身につけさせる

ということはどのようなことか,ま だ lま っきりしな

いが,も しできたとして,湯川博士のように平和運

動にも参加するような人間像が期待できるのか,清

原先生にうかがいたい。

そこで清原先生から,自然科学における認識も弁証法

的認識が大切なこと,自然科学の方法が貝口ち技術の方

法ではない。技術への とりくみ方をどうすべ きかを考

えることが大切なのだ。事実の中から一般化されてき

たものを,ど のように認識させるのか。ある条件の中

では正しいと思ったものが,次の条件の中では正しく

ないということが多 くあるc固定されない考え方を育

てて行 くことが大切だ, という主旨の発言があった。

柱②について : 法則性の学習について,ど のような

法則性を大切にするのか,明確にすることができなか

ったが,せ まりかたについての話 し合いがあった。

岩手から理科や数学 (特に理科)と の関連について

具体的な発言があったが,教え込むこともある場合 |ま

必要である。法則性 r/D学 習にはそのほか感覚 |こ訴えて

行 く手段 として,測定器や試験機がほしい とい うこ

と,大阪から,鋼の粉},(を バーナーにふ りかけて,炭

素の含有量を比較判断させる実験など,前 にふれたこ

とから,定量的な判断のさせかたについて話 しが進ん

ノビ 。

金属材料の学習の前段 としての木材 |こ ついての提言

は岩手から全 くなかったが,大阪から,木材の乾燥実

験 (定温器,天 日利用など),滑車 とバネ稀利用の引 つ

ば り試験。いすこ対する衝撃試験,各生徒いすに年月

日を記入しておいて破損状況を調べることなどについ

ての実践報告があった。そして,教わっ_Lこ と螺

葛 罫 i'ダ 馨罫 ぶF[「雷熱 景惧 T量
が,法則性あ学習 とのがかわ り合いの′点からの深い討

論は発展しなかった。定量的 といっても,長 さ,重量

比重,温度,荷重,速度,角度,硬度等を無差別に意

味するわけではないが,ス テールスタンドの必要性す

ら適確につかめなかった。国鉄中央鉄道学園の八木先

生から話 し合いの内容が高度であるのに驚いた。企業

内教育なので少し核術教育の意義 lま ちが うかも知れな

いが,中学卒を扱っている側から一言したい, という

ことで次のような発言があった。

“基礎的な技術教育 という視点からは共通のものがあ

る。工学の基礎をあれこれたくさん知っていることに

重点があるのではなく,生徒が科学的な層、考力や半り断

力を身につけて行 くようにしたい。教材 lま 科学的な人

間をうくるための手段と考える。そのため今でも教材

の整理にlま 苦労している。最近の子供たちには,き び

しさが不足しているc二等分線をラ|かせても
=ミ

リぐ
らいの誤差があっても平気なのには困る。平面をつ く

るといっても,そ こにきびしく追求しようとする構え

がない。きびしさが要求されるからこそ数学や物理が

必要なのに,それがないためか学科に対しても熱意に

乏しい。ものを作るといってt,精度の必要ないもの
・

ではだめである。また技術的な用語 として,弾性 とか

そ性 ということばの大体の意味,いや,そ の字が読め

る,聞 いたことがある,と いう程度でよいから身につけ

ていてもらいたい。"大 略 以上のような手きびしい発

言があ り,参会者一同傾聴した。 2日 目も終 りに近ず

いていたので討論 lま深められなかったが,岩手の迫 り

かた,東京の迫 りかたのいずれも一面的な強調に終っ

て誤解が解けなかったのではないかと思われた。第 3

の柱も第 2の 中で話し合われた感じで,それはよかっ

たので |ま ないか。作業票やプログラミングについては

清原先生から歴史的背景につぃて説明があ り,部分的

に 1ま意味があったが,も う歴史的役割 りは果たしてし

まって,今で lま むしろ害の方が多いだろうということ

に一同賛成した。その他,山形 (余 目中)か ら水稲単作

地帯における封建的対人関係からの予算獲得の苦心談

岩手 (見前中)から,施設設備もさることながら,材

料の入手にもこと久き,木材で機械部品などの模型を

作っている話しなどが印象深かった。討論なかばで参

会者全員の感想,意見をうかがったが,八木先生から

の技術の身につ |すかた,山梨 (進道中)からの技術科

の学力とlま,な どの問題を第④の柱 として, 3日 目の

テーマにすることにし,岩手県技術・ 家庭科教育研究

協議会記録 (第 6回)の 中の,福島要一氏の “技術・

家庭科でなにを教えるか"を読んで くることにして解

散 3

3日 目 出席者22名 ～20名

技術 とlま何か, という漠然 とした問題なだけに,討

論が深まらなかったcカロエ学習の意義についても,法

則性の学習 |ま岩手,東京共に大切にするというが,学

習過程が対立的に異っているし,単 に迫 りかたのちが

いで lま なく,技術 と|ま 何かの認識のしかたのちがいが

あるので lま ないか, という問題に帰ること|ま わかるの

だが,それがこの 2日 間の話し合いの中で出された実

践例だ|すからで lま ,参 会者一同が自分の疑間 として語

れるほど全体的な把握を可能にすることができなかっ

たので 1ま ないか と思、われるc福島氏の言 う “何を教え

るか というの lま第二義的な問題である。第一義的なも

の lま ,現在にお|す る技術 というのは,人 につなが り,



価値につながるものである"と いうことも,具体的な

技術教育の内容,教授プランの視点からは,東京も岩

手も統一した解釈には至ることができなかった。清原

先生から “技術は正しく適用されていても,それ自体

矛盾を含んでいる" “技術の社会性,政治性を忘れな

いこと"等が強調され,東京の村田先生から, “一般

か特殊か"と いうような中身へのせまりかたの発言が

あ つたが,何れも論点をしぼることができなかった。

最後に会の運営のしかたについて15分 程意見がだされ

たが,ま とめのつもりであげる。

○ <テ ーマ>授業の組織化につぃての把握のしかた

が,むずかしかった。もう少し全体会で導入する必要

がある。要綱の配布も事前にしてほしかった。地域社

会とのかかわり合いの話し,学校の実態につぃてもも

っと具体的に話しの中に入れて行ってもらいたか っ

た。具体的な教材例について金属だけでなく出しても

らいたかった等々。これから研究して行く上での問題

点として,誰のための技術教育か,子供のためという

だけではだめだ (岡山), 研究組織化が大切なことは

よくわかったが,仲間が老化して行って,若 い人が来

ないことは問題だ (山形)等が出され, 3日 間の討論

が終った。以上やや事務的にまとめたが,面白かった

話しなどすべて割愛したし,大体柱のすじに添った範

囲でまとめたつもりであるが,落度も多いと思う。参

会者の方々からのご感想,ご意見をお寄せ下さればあ

りがたいと思う。とにかく最後まで問題づくめだった

……mm……“授業研究はどこまですすんでいるか

第 2分科会

ので感想をうかがうひまもなく,勝手にまとめたきら

いがある。最後に個人的な感想をつけ加えさせてもら

う。

<感想>“今後の課題は何か"については研究を客観

化して行くことが一つあげられたが,それは方向では

なく心構えである。東京にしろ岩手にしろ仮説に立つ

ているので未だ実証されていないのだという発言もあ

ったが,東京の場合(ま,産教連が教材研究をはじめて

3年間の実践を経ているものだから,岩手の場合 と性

格が異っている。大胆な仮説 という意味では岩手でし

ょう。自主編成 といっても,部分的なもので lま ないの

だから,ま だまだ研究しなければならない。自然科学

の基礎を教え込めばよいものでないことについての共

通の理解が不足していたのは,自然科学的認識とは何

かを堀 り下げる力が参会者一同の中に不足していたこ

とではないかと思う。そのことを明らかにした上で,

技術教育とのかかわり合いを討論すべきであったと思

うが,こ れlま今後の課題である。また,技術の社会性,

労働による使用価値や交換価値の創造,歴史性につい

ての相互理解も不足していたと思われる。一度にすべ

てを解決したり,理解することは不可能なのだから,

まず問題のあり方でこれから共通理解を持たなければ

ならないと思われる。その意味からも今後どしどし問

題が出されて行くことを念願するしだいである。

(文責・佐藤禎―)

加 工 学 習 に つ い て

「授業をどう組織するか」 とい うテーマ に つ い て

は,山 の頂をせめるのに,い くつかのルー トがあるよ

うに,考 え 方 にも,い くつかの方法があるように思

う。

授業 とい うものは,子供の成長過程にあわせた連続

的なものであ り,子供たちの正しい実態の把握 と,教

師の見通しとから組織されるものだと思 う。

一時間一時間のつみあげから,その山の頂にむかつ

て授業の一こま一こまをきわめて行ったのが岩手の実

践であ り,そ の山の頂から,各段階の授業の組織化を

はかること―「何をJ,「 いかにくみたてるか」の間

題にあたったのが,東京の実践のように思える。

lθ

こんな評価のし方はどうかと思 うが, 3日 間の分科

会のあゆみをニノ、の発表者の意見を中心におってみた

い。多少発表者の意見とくいちが うところがあるかと

思 うが御容枚願いたい。

まず第一 日目には

分科会のもち方について話し合い,そ の中で岩手の

菊池先生と,東京の佐藤先生の発表を中心にして,そ

の両者の相違点,共通点をみつけ出し,大会のテーマ

である「授業をどう組織するか」にせまるよう話し合

いをすすめるよう話し合われたぅ

そこで,二人の発表者の考え方の要旨をまとめてみる



と,岩手の菊池先生は「金属加工における弾性とそ性

学習の研究実践」というテーマをとりあげたね らい

は,子供たちに,物質観的見方,考え方を育てて行き

たい。このうらには,今迄の「金属の組織」の実践結

果から子供たちの認識能力をこえたものではないこと

子供たちに材料に対する正しい認識を育てておきたい

こと, しかもこの教材は,鋳造,そ性,切削,表面処

理などの基本的な加工法ともつらなるものであるし,

「機械」,「電気」学 習へ の系統をおつたものであ

る。

このことは,物質の概念や法則についての自然科学

的な認識を正しく育てる役割をはたすものである。そ

こで金属の構造を理解させるために,金属―結晶粒―

結晶一原子という一連の相互関係と,そ こにはたらく

原理や法則の基本を学ばせようとした。

しかも,金属の弾性とそ性についての授業の組織化

をはかる場合には,他教科とちがつて,こ の教科には,

その学問体系が確立されていないために,工学,農学

に共通するものの中から,「科学や技術の基本」一一技

術学一―を求め,加工分野においては,科学の体系と

子供の認識過程のかかわ り合いの中から,教授計画を

たてる。しかも,製作学習に入る前には,材料につい

ての認識を確立しておくことが,加工学習をより科学

的,合理的にすすめる方法となる。

こうした考え方にたって,一時間の授業をまとめ,

こまかな分析にもとづく授業をテープをききながら発

表された。

一方東京の佐藤先生は,全体会の発表につづいて,

「生徒の技術的能力の発展と教材配列・学習過程」のテ

ーマをもとに,菊池先生の発表をふまえて,加工学習全

体の中で,子供たちにどんな能力を身につけさせるの

か,そ の能力を育てるのにどんな教材がよいのか,特

に,製作教材をとりあげる場合に,そ の教材にふくま

れる技術的な基礎事項を判断の基準にすることも大切

であるが,基準をどこにおくか,どこまでが生徒の能

力に対して学習可能かを考えると,同 じ教材でもとり

あげ方によらて差が生じてしまう。

そこで,授業において何をねらいにするかについて

考えなければならない。感覚,知覚,運動,知的判断

を含めた,表現,分割,工作,組立能力指標をもった

総合的経験と,材料,工作手段,構造,機構などにっ

いての分析的経験を,そ の両者にまたがるものとして,

測定を,両者と総合したものとして動力 (エ ネルギ)

を技術的能力として,こ れをまず “もの"を作る過程

の中でとらえさせ,しかも製作学習の中の一つ一つの

プロジエクトにふくまれる問題点を子供たちに意識さ

せながら,教師が働きかけてやる。

更に,こ のことが子供たちに何を育ててやるのかを

はっきりさせてやること,しかも実験やオペ レーシ ヨ

ンの併用をはかること。これらの一つ一つの学習の総

和の中で,製作学習における労働の事実をみなおし,

手工業的生産と機械的生産とを実際に考えさせ,更に

技術の発達や生産手段の変化について歴史的事実 (特

に産業革命以降の)に 目をむけさせながら,現代社会

に生きる人間を作 り出すのである。

以上二つの発表のあと,岩手の発表に対し教材内容

の深さの問題,下橋中ではどんなカリキユラムをくん

でいるのか,ど んな教科書を使 つているのか,加工学

習全体の中での材料についてのカリキユラムの位置づ

けなどについての質問あ り (詳細については岩手・ 技

術教育を語る会「技術教育 と家庭科教育の授業をどう

すすめるか」参照)c

第 2日 目になって

前 日の 2つ の実践報告をもとにして,どんな能力を

つけたいために,ど う指導されているのか,そ うした

ねらいに対しての教材,指導法はどうするのか,加工

学習の中で材料の問題をどうとりあつかって行 くべき

なのか,両者の発表の類似点,相違点を明らかにする。

プログラム学習について等問題が出されたが,結局次

の 3点に整理された。

1  加工学習においてねらうポイント(何をねら

いとし,ど んな能力をつけるのか)

2  その教材の内容の深さについて

3  指導法について

の 3つ にしばって,そ の中で関連する問題がとりあ

げられるよう話し合われた。

1 まず,加工学習においてねらうポイン トは何か

この問題は,こ の教科 として,ど のような人間像を求

めて,どんな能力を身につけさせるのかとい う教科の

本質にせまる問題であると思 う。

岩手の菊池先生より,加工に使われる工具,機械の使

用法,原理構造,材料を通しての実験測定,生産と労

働 との関係を「技術学の基本」 と子供の認識過程のか

かわ り合いの中で,組みたてながら,物質観的な見方

を育てて行 くことをねらいにしているとの発言あ り。

そこで,金属の諸性質を金属の結晶構造から解明しよ

うとする授業,そ の結果作 り出される人間が,現在の

資本主義体制の中でどうなのか―物を物質観的にみる

人間に育てる育て方が,単なる金属の結晶構造を分析

し,金属の民性を解明する授業とどう関連するのかに

ついて岡山の丸山先生より,疑間が投げか け られ た

が,結局,現代の物質文明,機械文明から疎外されな



い人間,物の本質にせまりうる,そんな姿勢をもった  解決する方が実践力として生るのではないだろうか。

人間に育てあげることが大切なのではないだろうか。    3 指導法について

このあと,「技術とは何かJについて清原先生より,    指導のし方について|ま ,施設 。設備との
「

]題 ともか

原子論の研究から,原水爆に対するあの姿勢が生れた  らんで,各地区よりいろいろな実残

'1が

出された。

湯川博士を中心とする湯川グループの

'1が

とりあげら   いすの製作に,強度試験をとり入れている (大阪)

れ,その研究の基本がやはり,弁証法的なせまり方を   プログラム学習を利用している (山形 )

とっていたことによるものであ り,われわれ一人一人   模型自作による授業 (岩 手)          .
の教師が「技術」と「 自然科学の法則」とのちがいが   機構学習,機構模型をとりあ |ザ ている (東京 )

どこにあるのか,定量的にでてきた実験結果がそのま    また,企業内教育について国鉄・国分寺技研より報

ま,技術としてとらえてよいかどうか,については,   告があった。その中で電車・列車の修繕技術にあたる

問題がある。技術は社会的所産であり,技術の発展は  技工の養成にあたつているのだ|すれど,機械工学,加

弁証法的なものであり,教師自身が技術へのとりくみ  工技術の基礎知識を学習の基本としているが,学科は

方についての正しい見解をもっていなけれ|ゴ ならない  単なる手段にすぎないこと,ま た中卒者 |ま全体に技術     ｀

との発言があった。                  に対するきびしさに久けている等の発言ありっ

2 その教材の内容の深さについて           2日 ヨより3日 目にかけては各地の情報交換におわ

この点については,十分討論が重ね られ なかった   りこの分科会の深まりも,あ まり求められなかつたけ     ´

が,岩手の発表に対し第 1日 目より,質問,疑問,意   れども

見が出された。金属加工の中で電子を扱 うカリキユラ  C 技術科教育の基本として,技術的法則性をその学

ムが教材として適当なものかどうか,他 の結晶構造と     門釣背景としていること。

か,イ オン,原子核,磁性とかが,子供たちの認識能   ② 教材の内容の深さについては,十分話し合いが,

力,あ るいは時間数,指導方法,技術の百からみてど    できなかった。

うなのかという疑間がでる。また金属に関する諸性質  ③ 以上の原則と内容にもとづく題材としてどんなも

を 4時間という時間の中で教授したことが実際の製作    のが適当かにつtヽ て|ま 明らかにされず,今後の実

段階で十分活かされるものなのかどうか, 4時間の時    疾としてのこされていること。

間で学びとったことが,他の生活場画の中でどう活か   ④ プロジエクトの意味をはつきりさせること。

されるのか,こ のへんの所が大切なことの よ うに思  ⑤ 技術と科学の問題

う。 こオ■と対照的なのが東京の佐藤先生の考えであ  C 子供の認識の過程の問題

り,子供たちに,そ の場その場の実践の中で実験とか  等がこの分科会の今後のテーマとして残され́たように

の方法を通して,感覚的にとらえさせる(た とえば加工   思 ).

硬化の問題など), 理論的系統的なせまり方よりも,            (東 京・拝島中学校 保泉信二)

子供をその場の中で「なぜだろう二と意識させ問題を

…………・・・ 授業研究はどこまですすんでいるか ……………………………… j・・………=…――……‐……Hn………

第 3分科会

機 械 学 習 に つ い て

〔第 1日 〕 提案者 4人の問題提起がなさitた 。     うものを論理itl■ tttす る芽を育てる学習二重きを置

小池提案 (東京 。日黒八中) 「機械学習をどう組   くようにする。 2機械学習をどうil織するか,生徒

織するか」(1)機械学習の日標をどうおさえるか,指導   |ま直接均を観た1ヽ る欲求をもってヽヽる。この欲求を充     ♪

要領に示すように,整備や操作に必要な技術の基礎的  こできる授業 (学習)組織が大切である.ま ず具体的

事項プラスアルファ的学習でなく,C機械と|ま どうい  各種機城に取 り担ませ,直観拘学習研究をさせる。そ

うものか,機械そのものを,も っと基本的に理解する  れをもとにして,‐ 分析,比較,総合しそこに原理性 ,

学習 ②機械に関する技術的問題解決能力や機械とい  法則性をさくヽり出させる。こうした流れをもった授業
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(学習)組織を大切にしたい。(31機械学習をどう実践

するか (2年)教 材は,自転車, ミシンに限定しな

いで,学校に実在する機械類をできるだけ多く学習の

場に導入する。 磯 械とは」「機構とは」「機械要素

とは」といった言葉からの学習でなく,実在の機械に

当って,直観的に実態をつかむ学習からはじめる。特

に機構面に関する学習を機械学習の第一歩として重視

し直観的学習をすませたあとで,機構に関する各種自

作模型教具を使って,機械についての本質を理解させ

ると共に,機械を創造的に思考する能力,態度を育て

るようにする。実際に各種自作教具を提示し,具体的

説明がなされた。

田中提案 (東京・国分寺三中)「機械学習の系統的

実践」 (1)観察,実験,測定といった実践活動中′らの

学習で進め,実践的,能動的思考能力,倉 1造的思考力

を伸ばすように学習指導を行う。実習主 i■.で ,ほ とん

ど,教室での座学的学習はしない。(2}機械学習展開の

要点としては,①他との関連性をいつも持たせる。2
実験,観察,沢1定 を中心に実践活動 (i4A験 学習)を発

展させる。0機械要素は実践活動の中でそのつど取 り

上げる。_4機械要素については,機械学習で取 り上 |ザ

る以外の機械類 (木工機械)や 日常陵っている機械等

に結び付けて内容を深める。3機械学習の発展を総合

実習に結びつける。C総合実習が技術・家庭科の学習

の総まとめになるようにする。13)展 開の主要項日,ま

ず機械製図では,フ リーハンドによるスケッチ,略画

法,詳細図,設計図(工作図)の 流れをもって学習させ

る。機械学習そのものの面では, 2年で自転車, 3年

で原動機を取 り上げ,ど ちらの場合も,3全体構造

②部分構造 C構造研究 (機械要素の働きと関連)3
構成 (組立作業および機構についての学習)3年では

これらの学習の積み上げを総合的に実践させ るた め

に,総合実習でゴーカー トの製f年 に取 り組ませるよう

にする。ゴーカー トは製作そのものに主目的をおくの

でなく,製作過程における学習が日的主体である。 1

2, 3年 の学習で得た,基礎的知識,技能を総まとめ

した学習を展開させるために,生徒自身の力で考案 ,

設計し,問題解決しながら製作するように指導したこ

これに関する詳細な資料が示され,参会者をアッとヽヽ

わせた。                  _
池上提案 (東京・四谷二中)「機械学習の授業を組

織する観′点」一変速機をどう教えるか一 {1)組織の観

点,授業をどう組織するかは,子どもたちにどのよう

な概念を与え,そ こからどのような諸能力を伸ばして

行くのか,は っきりしたすじ道の中で考えな|す ればな

らないことを強調。(2)変速機をどう教えるか,歯車式

変速機,Vベ ル ト式自動変速機, トルクコンバーター

の三つ |ま ,機構的に全 く共通点がない。この三つは異

なった機構から成立っているものであるが ,個 々にそ

の機構を調べて学習を終らせるのでなく,三つを同時

に扱い,は じめから終 りまで一貫した追求をさせなけ

ればならない。一つ一つについてわかっても,三者の

関連性がつかめな|すれば,技術自''な能力がついたこと

にはならない。ここでは「なぜ変速機が必 要 で あ る

かJを くりかえしくりかえし考えさせることが大切で

ある。変速機 |よ速さをかえるたためのものか ?蒸気機

関車には変速接がないcそ うすると速 さをかえるので

なく別の目的をもっているはずだ ! こうしたことを

子どもたちに考えさせる過程で,実物を手にさせ,ヒ

ントや解説を加えながらデ イスカッションさせる。最

終的には三者 |ま いずれも トルク(回転力)をかえるため

のものであることを理解させ, トルクの概念も把握 さ

せるようにするc授業を組織する基礎は,手先だけ動

かす子どこにするのでなく,工場でいえば,子 どもた

ちを設計室に連れ込ませるようにすることである。

及 ||1提案 (岩手 0巻堀中)「 リンク装置の研究 0実

践」の提案が最後になされた。

私たちは「 リンク装置Jの学習指導について,特に

第一時間この授業をどのように展開させるのがよいか

実践自t研 究を進めてみた。その必要性は,機械学習で

1ま「 白転車や欺縫 ミシンの分解,組立,操作法を学ば

せる■ことにとどまるのでなく,実在の機械を観察 し

実験や模型など多様な教授手段をとり入れ「機械が仕

事の日Ёりにあつた運動をするL具 体的事象を子どもた

ちに■象化,法則化することのできる道を追求するこ

とであった。「機械が目的の仕事をするために,基本的

な運動を作 り,伝えるしくみ_を きちんと子どもたち

にとらえさせることを リンク装置学習のねらいとしそ

の方法 として|ま ,足踏み式糸のこミシンを観察させ類 :

以模型を作動させた り,解析するなどの諸 手 段 を と

り,学習の内容 としては, リンク装置の概念 とこの装

置が備えていな|すればならない条件や構造 ,原理を把

握 させようとした。そこで第 1回 目の授業案をつぎの1

ような流れでくみたて実践 してみた。C糸のこミシン

の観察 2リ ンクの講義 3リ ンク装置 とは C糸 の

こ(ま 何蜂で鷺成されているか 3四節の模型でたしか

めてみる こ糸のこの機構 (て こクランク機構 )を理

解させる。しかしこの実践方法では観察 した事象が筋

道だって客観化,法貝1化 されるところまで子たちの認

識が高まらなかつた。そこで第 2次案をたてなおして

みたcそれも実践後検討して第 3次 の授業案を作 り,

前よりも観察したことが客観化できるようにくみたて



た。第 3次実践ではつぎのような流し方をした。まず

第一に機械 (糸 のこミシン)を観察させる。2運動す

るために何が使われ,それはいくつの機素 か ら成 立

っているか考えさせる。C教師が模型教具を示し,観

察したものと同じ動きをさせるにはどうしたらよいか

ノー トにかかせる。④糸のこミシンを分解し連接棒を

示して,こ れはいくつの機素と対偶することができる

か考えさせ,こ のように二っ以上の機素をもっていて

二つ以上の対偶をすることのできるものをリンクとい

うことを理解させる。⑤グループ毎に模型 リンクを使

って機械と同じように作動する状態を実験させる。⑥

糸のこの場合は,最初の観察で三つの機素のように見

えたが,本当は四つの機素から構成されていることを

わからせる。⑦ リンク装置が成立するためにはいくつ

のリンクでなければならないかを模型 リンクを使って

三節,四節,五節の場合についてたしかめさせる。そ

の実験学習をまとめ,一定運動するには何節でなけれ

ιゴならないかをつかませる。 (第 1次案で扱った,て

こクランク機構はここで直接扱わず, リンク装置の応

用の部分で扱 うようにする。ここではリンク装置その

ものだけの学習とし,リ ンク装置各部の名称なども混

乱をおこすのでここでは扱わないようにする。 )

第 1日 目は以上 4人の問題提起だけで閉会とした。

〔第 2日〕

前日の各提起についての質問から会がスター トされ

た。小池提案では,「整備に関する事項を機械学習の

中心的目標とする考え方は,次第に現場でその影をひ

そめつつある。」といったのかという質問がまず最初

に出てきた。これについては,単なる感じでいったこ

とでなく,現実に雑誌「技術教育」に発表されている

実践的研究や,各地の現場でその傾向がはっきりして

来ていることが述べられた。池上提案について,「機

:構 とエネルギー伝達学習という観′点で,三つの違った

変速機を同時に扱わなければならないことが強調され

たがそ うしたものは,学習転移という面でどういう価

値を持っのか ?」 が出た。これについては,C類推力

を育てる点で役立つ,②観察して仕組を理解するだけ

ではいけない。なぜそれが必要かとか,Aと Bは形態

的に異なるが,働きは基本的に共通するものであると

いったことが考えられる能力,態度を育てることが大

切であることなどが述べられた。また田中提案につい

て「 3年生になってゴーカー トの製作に取組むことの

できる生徒を, 1, 2年段階ではどのように指導され

ているのか ?」 が出された。 1年生の段階で製図学習

では単に図をかく練習だけでなく,物を見たときそれ

を 自然に図で示せるような能力を育てるようにする。
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2年生, 3年生では,前 日もふれたように実践,体験

といった学習を中心にいつも自主的に考えて行動する

ように指導を重ねておく。総合実習に取組ませるとき

は子どもたちの頭で考えられるものを自由にやらせる

ようにする。たとえば,フ レームの構造など力学的理

論を特に指導 しなくても,生徒はグループごとに割 り

ばしと石など使って実験をすすめるなどが田中先生か

ら話された。「なかなかそこまでは生徒を うまく育て・

られないなあ…」 といって感歎の声が各所でわいた。

また及川 ,小池提案の中で模型教具を使って学習を進

めることが出てきたが「模型の価値をどう考えるか」

といった質問も出された。模型教具の意義としてつぎ

のようなことがあげられた。C実物がない場合その代

役をして くれる。2た とえ実物があっても,それにつ

いての学習を深める場合には,実物以上にその学習ポ

イントを生徒に強 く提示することが可能になる。③実

物では各部を簡単にはずした り組立てた りすることが

困難なことが多いが,模型教具はそ うしたことが容易

にでき場面変換などがしやすいなどの長所をもってい

るなどが話された。

討議テーマとして「機械学習では何を教えたらよい

か」が最初にとりあげられた。まず,ゴ ーカー トなる

大物に取組ませた実践をもつ田中先生から「機構的理

解」がないことには,ゴ ーカー トを作る学習にスムー

ズに取組むことはできないとい う,「機構学習」を重

視する意見が出された。 4人の提案者共にこの点につ

いては基本的に機構学習の必要性を強調しているので

他から特に異論が出されることはなかった。分解整備

面に関する学習については,そ の意義を全面的に否定

するといった意見は特に出なかった。 しかし,それを

どのような観点に立って取 りあげるかについては,整

備士養成的な学習を組むことはない。内部機構等を学

習することと関連づ i―Iて分解面に関する学習を行 う程

度にしている。分解整備そのものを主目白,と する扱い

方はする必要がないといった意見が出された。これ と

関連して,「現在自転車をとりあげて部分的に分解す

る学習を行っているが,子 どもたちは,先 生ここは分解

しないんですか ?と たずねる。そこはしないんだと話

す と,彼 らはつまらなそ うな顔をする。以前のように

バラバラになるまで分解するようなことをしないで ,

部分的学習にな り,機構などといった学習がそれ と結

びついて出てくるので,子 どもたちはあちらこちらと

バラバラな学習をするのだという感を持っらしい。」

とい う話が出された。 しかしこれは,授業に当って ,

どのような観点から現在の学習を進めているのかを生

徒 に 明確 にさせておけば問題は解決されることであ



る。そ うした混舌Lを 起こさせないようにするためや ,

授業能率化の目的等で,一体となった自転車でなく,

要所要所に切断したものを使っている例な ど も 出 さ

れ,そ の良さに同感される先生も何人かいた。

午後に入っての討議 としては「 リンク機構をどのよ

うに指導 しているか」や「学習過程における思考の間

題」が主 として話し合われた。 リンクに関する問題 と

しては,及川先生は「 リンクとは」 とか「 リンク装置

とは」 といった定義づけを明確に理解させ,ま た各部

の具備条件的なものもしっか り理解させることを強調

された。これに対し,池上・田中先生や小池は,あ ま

りややこしい定義づけをすることに重点をおかず,実

物あるいは補助的教具で実態を示し,それをもとにし

て学習を進める中で概念構成や法則などを理解させる

ようにする形態をとることが共通的に述べられた。 し

か し池上先生から,すべてについて模型的教具を使わ

なくても概念構成が可能になる指導を考えるべきであ

ることが述べられ,模型的なものを与えすぎて,子 ど

もたちの思考をへらしてしまう画が出てはいけないこ

とが指摘された。また模型を作るといっても限界があ

り,それが困難であった り不可能であった りするもの

がある。たとえば変速装置など学校で簡単に作ること

など不可能であるし,ま たそれに関する力の関係など

模型教具類は,思考をへらすためのものでなく,目 的

とす る学 習を理論的に追究するために使 うものであ

り,思考を深めるために活用するものであること。ま

た,力 の関係は模型化できないとい うことに対して長

い棒を一人の生徒に,短い棒をもう一人の生徒に持た

せ ,互に先端を重ね合わせておいて,一人は下から上

に他の一人は上から下に力を加え合い,力 くらべをさ

せることによって,小 さい歯車 (短い棒 )を原動車側

にし,大 きい歯車 (長 い棒)を従原車側にする方が楽

に相手を動かすことができることを簡単に理解させる

……………'授業研究はどこまですすんでいるか

第 4分科会

ことが可能である等が小池から話された。

〔第 3日 〕

「機械学習の流れをどうおさえているか」 がテーマ

として扱われた。及川先生の場合, 2年では伝達機構

を主体とし,分解は部分の解折を主とする。 3年では

整備面も扱い内燃機関を学習させる。田中先生の場合

は前にくわしく述べた通 りである。池上先生の場合は

2年で各部を金切 りのこで切断した自転車 を教材 と '

する。 ミシンも各部の動きが総合されてぬう仕事が成

立するものであり,機械の学習に良い材料を与えてく

れるので活用している。ビン,キ ー等締結用機械要素

は実習の中で学ばせる。エンジンは各部学習をすませ

たあと後半で変速装置等を中心に動力伝達と力の関係

を扱 うようにする。小池の場合, 2年では,機構学習

とそれに関する機素の学習を主体的に扱う。教材とし

ての機械はミシン自転車に限定しないで広く学校にあ

る機械類を有効に活用する。 3年ではエンジンを扱 う

がやはり機構的見方の学習に力をおき,分解的学習は

それを追究するためと,機械というものはどのように

組立てられているか,固定や締結,各機構との運動タ

イ ミング関係追究の目的で行うようにする。

これらについては時間不足で討議を深めることは残

念ながらできなかった。

最後に感想として「 この3日 間の研究会を通してい

ままで頭の中でもやもやしていたものがわかるように

なってきた。」とか「東京と岩手とでは設備条件その

他の面で大分違 うんだなということを痛感した。」と

いうような話しが出された。また意見として「発表者

間の考えは,共通した面があり,基本的に同じ考えで

あったというようなことでなく,同異点を明確にし,

違いは違いとして今後の研究課題とすべきで あ る。」

ことが東京の佐々木先生から出されて, 3日 間の研究

会がしめくくられた。 (文責・小池―清)

電気学習を中心として

<おことわり>
司会者であった私が少しでもみなさんに有意義な内

容をと心掛けたのでしたが,不手際のため私のみが力

みすぎたきらいがないでもなかったことをまずおわび

いたします。しかしながら年々回を重ねるに従って,

研究の深みが増してゆくような感じがしましたし,特
に岩手の先生方の研究心の強さ真剣さ,御努力には頭

のさがる思いです。それ故にかつてなかった討論の場

が構成されたことを感謝いたします。ここに第 4分科

会のまとめを依頼された次第ですが,記録を刻明にし
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なかったことと,私 自身不勉強で技術教育にたいして

ば く然たる概念しかないことを上台にしてまとめたこ

とを最初におことわ りしておきます。

<提  案>
岩手 :技術科でも科学を教えることを大切にしなけれ

ばならない。プロジェクト方式の学習形態に疑間をも

ち,科学を系統的に教えるということの意味をもっと

吟味してみる必要がある。このような視点から電気学

習の系統性を追求してゆ くためには,ま ず教科の枠を

はずして,何を教えなければならないかを明らかにし

てゆくなかで技術科のうけもつべき分野もは つきりし

てくるのではないかと考えている。まず授業の展開に

あたっては,子 どもたちがどのような既習知識をもっ

ているかということを正しくつかんでおくべきである

として,オ ームの法則と抵抗の簡単な実体配線図の接

続を中心とした事前調査を示し,①生徒の認識の過程

の特性を感性的なものから本質的なものへ,さ らに本

質的なものから現実的なものへと変化していくことを

とらえて授業を組立てたもの ②生徒の認識過程より

も教材のもっている系統性を重′点にとらえたものと展

開lJllを 示し,①は具体的な現象をぶ つつけて,その現

象について,生徒の経験した事柄とからま‐Lながら考

察し,法則性を追求し,それらを実験によって検証す

るという進め方,課題を設定し,その課題を解決して

いこうとする授業,こ の授業では観察すべき点をはっ

きり示し,生徒が本時の課題以外の興味をいだかない

ように,特別な考慮が必要であるι結果|ま 生徒の認識

過程に合っている。というのは授業は常に生き生きと

した姿で展開され,たえず問題を解決しょうとする雰

囲気がみなぎっていたという。②では生徒がいままで

もっている経験を誘意的に整理しながら教材のもって

いる系統性にしたがらて授業を組んだものである。し

たがって電流の概念を明確にしてからオームの法則を

整理し回路計の回路について考察し,実験によって検

証するという授業,こ こではオームの法則そのものが

中心となり論理的授業展開が半分以上を占めるため生

徒の興味がうすれがちになってくる傾向がある。上位
の生徒は比較的よく反応を示すが,中以下の生徒たち

にとって,たいくつな興味のないものとしてうけとら

れたという。

東京 :回路を理解し沢l定 の能力を高める授業の組織化

一一ネオン管テスターの製作を中′らに一一

電気器具・機器・装置はすべて回路を作らなlす れば

働らかない。また回路を調べるには電気量を測定しな

ければ正常な仕事をする状態かどうか判断がつかない

そこで電気学習全体の中で回路をどう理解するかと

」6

い うことと沢!定する能力 |よ特に重要である。

この 2つの内容を高めるために,電気回路の製作 と

測定とい う単元を設定する。この中で|ま つぎのような

項 目を理解させるための授業を組織する。

直流と交流電源,回路 :こ おlす る電圧,電流,抵抗の

考え方,回二各図と回路の見方,電圧電流の配分,安全

電流,各種沢l定

具体的な教材 として,′ レヽダゴテ台,実験用配電盤 ,

各種模型などを使 うが,ネ オし管テスター|ま 総括 とし

て位置づ lす るここの教材で教えられること|ま 次のよう

なものであるここ抵抗によって電圧や電流を変化させ

られること,2実用的装置 |ま必らず法則や数学がいか

されること,Cかんたんな回整を設計する能力,CI安

全電流の練習。

学習過程

C ネオン管の特性を知 って沢i定 に応用する装置を設

計する。70Viこ なると急に点火する性質を利用する。

C 電圧・抵抗が浜l定 できる理由を実験し計算してた

しかめるこO 部品を集め組立て配線し製作するc

O できたものを原理を理解しながら利用する。

問題提起として,T 電気の教材選定について現に

ある器具や機器でなくてよtヽ か30 電気学習では物

をつ くらせる必要 |ま ないこ減l定や実験を中心とすれば

よいとい う疑問 :こ どう答えるかこ3 教材選定の出発

点を “回路と,員 1定 "に おいているが,こ れは電動機は

生産現場で多 く使われているから教えなければならな

いとい うような考え方と対立するかこ0 授業があま

りにも理科的で|ま ないか とい う批半1に どう答えるか。

C このような教材をどしどし取 り入れると現在の電

気学習|ま 大幅な改造を必要 とするので|ま ないだろ うか

大阪 :技術・ 家庭牟|と 人間形成―一 ラジオ学習の実践

と反省 2-一前年度に引きつづき西田氏の発表として

生徒の感想文をまとめ O 技術的な課題を持 った

作業を逐行するlこ は正確な知識がいる。このことが科

学や技術についての知識を手に入れようとする興味と

意欲,困難を克暇する力をひきおこす.② 理論と実

践の結合について述べている。科学の基本に関する知

識に役立てると共に実践 |ま また新しい知識を自覚 して

習得するための材料を提供するiO グループの協力

に触れている者,倉」造的思考,知識の活用,労働対象

と手段についての科学的研究を必要 とする作業を共同

で行 うこと|よ ,その集団に対する責任感,共同的規律

などの望 まし 口ヽ隆向を形成する。C lこ真空管を発明

した人や電気 :こ ついての法則を発見 した偉大な人々の

物語や技術の歴史は,大 きな教育的意義をもつc⑤
自己理解に立つ,経験によって自主的・ 自発的態度や



表現倉1造の能力が養われ,さ らに人生観や職業観を獲

得し,否定し,変更するc

学習内容を組立て,指導を展開する場合次の2点 に留

意する。① 困難の克服は全ての場合に教育的価値が

あるとはいえない。作業の中の知的要素を自からのも

のとする場合にかぎる。したがって技術的実践 |よ 手と

頭を 1つにしたものであることι② グループ学習の

形態をとることが望ましいcO 技術史は社会科で取

り上げられるが,それにもかかわら,ず技術科で実践と

結びつけて説明することの教育的意義は大きいcO
ラジオ学習はグルマニ ウムラジオのような基本的回路

から入 リコイル, コンデンサーの働きを理解させるc

生徒の興味や意欲を喚起するには三球ラジォから入る

よりもす ぐれている。⑤ 生産見学を実施することc

<討  論>
概略,教育内容と方法 (それにともなう教材教具の

問題)を授業の流れの中でいかに扱い知識や技術をい

かに生徒に認識させ定着させたらよいか。方向として

結論的には最終段階では融合するであろうけれども2

つの意見になってあらわれたこと。その 1は岩手から

の意見として回路計そのものの原理・法則を理解させ

た上で扱 う。したがってその内部構造そのものを強調

する。また回路それ自体の基礎を 1つ 1つ 重要 視 す

る。たとえば電池と導線でオームの法則をよく理解さ

せた上で更にその上の知識を積み重ねてゆく過程を重

視する。つまりすじみちと教授内容の系統性をとくc

その 2は東京その他からでたプロジェクト (こ の場合

すべての知識や技能を雑然と指導する事の否はすべて

認めての上で)を選び,基本的な道具・機械・材料の

技術的特性を理解,そのプロセスに応じて知識も理解

させ,労働の本質をも教えていこうとする。

〔例〕 けい光灯の教材の学習を取 り上げるにも,そ
の 1では,放電現象を遊離して実験する (い うなれば

従来の理科学習と同じように)ま た安定器についても

そのものをとり上げ電磁誘導作用,誘導起電力などを

教え,基本的知識を定着させる。その 2では,けい光

灯の電力は理科ではあつかわれない。たとえば電圧×

電流に等しくならない。つまり交流電力における力率

を理解させな|す ればならないことや回路の構成,働き

を理解させるという目的から,けい光灯全体の機器を

通じて,最初に直観的に認識させ,組合せ (部品の)

の原理を手段としてえようとする。したがって,安定

器の原理, コンデンサーの原理などを理解させる中間

教材が当然必要 :こ なってくるという。

つまり電気素子というものは目的に応じて様々に変

化するという現象を理解する。したがって物を作るこ

との重要性を基本的に把えている点その 1と 異なる。

その 1では特別に場合によっては物を作らせ完成しな

くてもよい物の現象を科学的に解明してゆく,そのよ

うな系統性を考えればよい。したっがて理科,技術科の

枠は考えない。それが理科的であってもかまわない。

製作を通す。生産物における生産過程,労働過程,歴

史性など|ま どう考えるだろうかという疑問も残るが。

<ま と め>
これといって結論はでない。しかし内容から考察す

れば従来の研究会よりは高度なしかも具体的で実践的

であったことが記憶として残る。われわれとしては常

に実践を通して前向きの姿勢で枠に拘束されずに研究

する態度が必要であると思われるし,それを通してよ

り深い内容を否定したり肯定したりして積み上げなけ

ればならないだろ うc最初からこうだと決めつけるこ

と|よ危険を|よ らむ傾向になるだろ う。そうした意味で

は今後の課題としてかなり多くの疑問と問題点が残っ

ているこ討論の 1, 2に してもいずれも大切な事にま

ちがいないEた だ教育という条件,しかもまたそれぞ

れの異なる地域性 (子供の認識,教具,施設)に応じ

て授業の流れの中でいかに技術学習をきめ細かに進展

させるかは非常な困難と努力が伴なうわけである。今

後の研究活動を期待したい。 (文責 0水越庸夫)
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第 5分科会

女子の技術学習について

全体会は, 5,6分科会の提案者全員に提案要旨を

説明してもらい,」 学ヽ校の家庭科,中学校の技術・家

庭科女子むき内容の問題状況を把握してもらうことに

重′点がおかれた。

この結果後述の8氏 の提案要旨説明がなされ,

提案 1-4を第 5分科会,提案 5-8を第 6分科会
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として討論を重ねた。

第 3日 目に再び,全体会をもち第 5,第 6分科会の

集約が報告された。

分科会を技術的内容,家庭的内容に分けたことは ,

後述。植村,村野,村上氏らのように,両分野を含め

た検討においてこそ現実の問題を解決 し,自主的編成

の道がひらけるとした中学校の家庭科教師にとって ,

充分な討論の場 とはならなかった。今後の分科会のも

ち方 として検討を要する。

I 女子の全体会

〔提  案〕

1  女子技術科教育における実践的課題

岩手県盛岡市上田中学校 佐々木愛子

岩手県盛岡市下橋中学校 主浜 イ ト

,0日 本の公教育において,「婦女子には教育はいらな

い」という思想や,女性に対する科学や技術の教育の

1軽視はいまだにぬ ぐいさられてはいない。

研究の基本的立場は「男女同一内容,同一学習」で

ある。 しか し現実には時間数,数科書,入試問題など

があ り,一挙に解決はむずか しいので,こ れらの阻害

条件を克服してい くための,実践 ,研究が必要である

(D技術の教育でも科学を大切にし「技術の科学即技術

学」を中軸にすえておく。

Cに うした研究的立場に立つと現行学習指導要領は ,

国 家庭工作,家庭機械 とい うかたちで,すべてに

「家庭」とい う文字を くつつ |ナて学習範囲をせばめ

ている。

И)プ ロジェクト方式,作 り方主義におちい り,「科

学を系統的に教えること」を軽視している。この

現実を批判する立場の実践が必要になる。

lDl 以上の立場に立って,刃 物の手入れや,機械学習

の底にある「金属材料の一般的性質と原理のことを学

ぶなかで,金属の性質をかえる原理と方法として熱処

理のことを教え」理科の学習の発展 として,刃物の熱

処理のことをふれておけば「発展的でJ「転移性のあ

る認識を子どもJに与えることができるとして,男子

と同じ方向をもった ,金属の原子論的追求を中心にし

た授業のあ り方を提案する。

2 ミシン操作をどのように指導するか。

東京都小金井第二中学校 小林きみよ

模倣と記憶 させる授業を批判し

И 認識への習慣,И )創造への態度,

の大切さを強調し, ミシンの操作の学習において ,

認識の系統を追って,学習の段階を

体験一一思考一一実験一一認識

とおさえ, ミシンの操作上の問題を中心に家庭機械

Iθ

の指導のあ り方を提案 した。

3 技術・家庭科の男女共学

千葉県市川第一中学校諸岡市郎

A 学校教育の歴史を大づかみに眺めると,男女の差

別が少 くなる過程としてとらえうる。技術と家庭は二

つの教科であったが,当 然統一きるべきものである。

B 枝服教育の改善

かつてltt張 製作は|コ 人の家庭内でなされていたが ,

社会 fヒ され,大量生産方式にもとづ く,1つ の産業に

生長してきた現今,技服教育を近代産業における生産

技術の基礎の 1つすなわち繊維加工として男女共通に

おさえる方向を見いだすべきだとしてつぎのような試

案を提出した。

И 枝服材料→繊維,糸 ,織物,の性質,製法

に)攻服製作→縫製の機械化 ,大量生産方式下にお

|す る縫製技術,機械としては職業用 ミシン

171 枝 :R整理→繊維の染色,洗濯,仕上げ

ここで |ま繊維加工のうち主 として化学的側面をあ

つか う。

4 技術 0家庭科の改造

―製図学習と加工学習の授業の統一一

東京都武蔵野第二中学校植村千枝

A 女子の技術教育の検討にあたって

女子にも男子と同じ技術教育を行 うためには,家庭

科のあるべき姿の追求とい う形で,教育内容を,衣 ,

食,住 ,保育に限定することはあやまりであ り,工的

内容 も含めて,自 主的編成の立場から検討されなけれ

ばならなない。

B,Aの 立場に立って,製図学習 と加工学習について

具体的実践を通 したつぎのような提案がなされた。

提案者の考える製区学習は

Иヨ標は,一般教育 として普遍性をもたせるべきであ

る。

に)読図だlす に二定しないで推図能力も養 う。

17機械の音「品図の読解能力やスケッチの能 力 を 与 え

る。

国加工学習 との関連をつ lす る。

であるがそれに対して,学習指導要領は目標を家庭

生活 l■ 限定し,鎖線を教えず,丁定規 と製図板のない

製図とし, 1年生で設計製図学習 |よ終 りとな り加工学

習にもつながっていない非常に大きな欠陥を持 つたも

のである。

したがって,提案者 |ま ,加工学習を関連させ,描図

学習に重きをおき正確に物体を表現する方法におもき

をおいて,従来の機械製図にかたよらぬよう一般教育

としての製図のあ り方を追求した。たとえば展開図の



学習では紙 とセロテープで立体 と図面の関 係 を 学 習

し,展開図の関係へも木材加工や金属加エヘ も発展す

る製図学習のあ り方を提案 した。

5 そうじ学習<住のとりくみ>の研究・実践

岩手県都南村徳田小学校 網川 ミサオ

日頃の実践をつきつめていくと必ずぶつかる「家庭

科 とは何か」 とい う課題について提案者は

И 科学の基本を教授することを大切にしなければ

教科 として成立する根拠が うすらぐ。

И)家庭科では「労働力の形成と再生産のしくみ」

を中軸に教科内容を編成 したい。

171 И)の ばあい「労働の意義を正しくとらえる」こ

とが大切であること。

41El 子 どもたちの身ぢかなところで労働にたず さわ

っているひとびとの生活を凝視させ,現実に働い

ているひとびとの生活のゆがみを追求していく力

を養 う。

以上が,教科の理論 として大切であるとし,特に171

とlllを 深める努力の中で「そ うじ」にまつわる「無

償́労働の問題」「労働における差別の問題」「社会

集団と労働」の問題を正しく見ぬ く子どもを育てる

べ く授業を組織 した実践について述べられた。

6 食物学習について

静岡県焼津中学校 村野 |す い

A 分科会を女子の技術教育と家庭科学習にわけて検

討 することは好ましいことではないが,従来 //D家庭科

酌内容の指導においても問題がなか つたわ lす で は な

い。なぜなら,技術 0家庭科教育は「女子むき内容の

衣服・食物学習分野の時間を現在より少 くして,基礎

的技術を絞 り,重点的指導をすることJに ついて十分

な研究 と実践ができあがっているとはいいがたい。こ

の検討なしには女子の技術教育のあ り方についての研

究 も深まらない。

B 中学校の食物学習の系統的 。効果的指導法を考え

るにあたつては,っ ぎの内容について考察 しなければ

ならない。

И 食物学習の目標は何か一一生活改善能力の養成

1/1)献立作製 と食物調理の基礎的技術は何か。

171 目標を達するためには授業をどう組みたて,ど

んな教材教具を用意し,ど う活用したらよいか。

lll 調理の実験 。実習 |ま どの程度にすべきか。

例 小学校の食物学習 との関連について。

7 住まい学習の考察

岩手県盛岡市仁王小学校 岡田かず

KAl 家庭科でねらうものはなにかにつ ′ヽヽて,日 標 を

「 よりよい家庭人としての実践的態度を養 う」ことに

おいブt。

0 授業の組み立てを態度形成の過程の一連のす じと

考えると,問題解決学習をとるべきであると考えられ

る。

そして学習段階を 3つあ|ザ ている。

問題発見 とIE題 構成一一解決方法の追求と理

解一一現実への対処

lC)00の立場から「すまいの衛生」についての授業

展開について紹介 し,健康,作 業上,採光がいかに大

切か知らせ,ど うしたらすまいの衛生を保持改善でき

るかの授業を,「採光」とい うテーマを中心に展開す

る。

8 被服製作の実践から布加工としてとらえる

東京都江戸川区菖西中学校 村上博子

④ 今までの技服学習は,実 に 130時「1も 費すことに

なっているが,それによってどれだけの能力を子ども

たちに育てることができるのか。「 こうするのですよ」

とい う模倣学習の域を出ていないのではないか。

(Bl こうした反省にたって ,枝 IR製作を布加工 として

とらえ,製図学習 との関連を重視した。「立体を平面

にあらわ し,平■を立体に組みたてる布加工」とい う

ことになる。製図学習では物体であったが ,その立体

に相当するものが,仕事する人間であり,く その人間の

体をおおうものを作ることが技服製作である。

このように,製図学習の発展 として布加工を位置づ

けることにより, より短寺間に, どんな子どもにもわ

からせることができた。またその上に「なぜか」「なぜ

そ うするのか」 といつた学習意欲が高まり認識力や応

用力も養 うことができた。

C)こ うした実践の中から, くらしをくみかえていく

力や人間を大切にする考え (人 体の動きと衣服・働く

人と女服の学習を通して)が育てられる。またこうし

た実践によって枝服学習を構造化 し,時間を短縮する

ことによって,技術・ 家庭科教育の教育内容の全体を

くみかえる素地が生まれる。

Ⅱ 女子の技術学習分科会 (第 5分科会 )

分科会において参会者全員の発言を求め (自 己紹介

を含めて)分科会での討論の柱をいちおうつぎのよう

に設定した。

<女子の技術学習の授業をどう組織するか>
(1 なにを,ど こまで学習 させるか ,範囲と深 さに

ついて。 (年間の指導計画との関連において検討する)

12 男女共通か,男女ラ」コースか。

131 プロジェクト方式か,技術の科学か。

(4, 技術・家庭科をめ ぐる諸条件と授業の組織化
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<研究討議経過>
1 男女共学と年間指導計画

全体会にひきつづき,提案者から詳細にわたる提案

を願った。その結果,岩手の金属加工学習について ,

質疑が集中し,科学を大切にすることはわかったけれ

ども実際の授業でどのように展開するのか。全体の指

導計画を知 りたいとい う問題が提出され,11'の問題を

討論することとなった。参加者からも,学習指導要領

や教科書の内容はあまりにも厖大であ り,入試に対す

る不安もあって,労働過重におちこみ,生徒の負担も

増大している。こうした状況下において「 ミニマム 0

エッセンシャルズは何かJと い う研究の必要性が強調

された。つづいて,提案者の学校の年間指導計画が発

表された。

岩手県盛岡市下橋中学校のばあい
琵

的
鳥翁場 ÷吾

る。男女差別をなくす とい う理念は共通であるが,武
蔵野三中の植村提案は質的にちがっているように思え

る。それ |ま 女子の教育内容を男子の教育内容へ近づけ

ればよいという考え方ではなく,今までの工的内容 と

いわれたものと,家庭科的内容 といわれたものをあわ ,

せて再検討し,そ の中から新 しい教科の体系を作ろう

としたものであるこ

いずれにしても 女性を家庭にとじこめ」「 よりよ

い家庭人_と tヽ う殺 し文句で女性の教育を不当におさ

えてきた教育のあ り方についておヒ半」し,男女平等を確

立することこついて確認された。現行の学習指導要領

にお|す る女子むき|ま ,工自t内容にも「家庭」 という丈

字をふ し,内 容の一投化をはばんでいたのに対し, 3

校とも,こ 1/D条 件づき工作や,機械を取除いている。

武蔵野三中のばあいは, ミシンの操作は枝服製作に

加えてもなおかつ,男 女共通が57%に およぶ男女平等

の原貝1完徴に努力した代表的な実践である。

理科において男女共学が成立しているし,数学にも

成立してしヽるのになぜ,技術・ 家庭科のみが別学にし

なければならないのか。……・

以上の 3佼 の実践に対して,参加者より,入試や教 :

科書についての′心配がのべられたが,男女共学にした

ことによって,成績はむしろよくなっても悪くならな

いことcま た教科書は 1ク ラス分を図書館に備えつけ

ておく (女子に1ま 男子むき,男子に|ま 女子むき)こ と

によって実践が可能になったことが報告された。 (教

委へ |ま冊数変更の手続きをとった。 )

以上のように第 1と 第 2の柱に対する討論は進んだ

が,第 1の
=に

っいては,具 体的なおさえどころにい

たるまで深まらなか つたこ

その主要な原因 |よ ,前述のように分科会の設定にか

かわる限界と,現場実践が工釣内容について十分深め,

ら,tて いないことに起因するものと思われる。

これ |ま来年度までの課題として残しておこうc

少くとも,教科構造を改革しようとするならばそれぞ

れの内容にっいて,取捨選択できるだ|すのきめのこま

かい実践とそれにもとづく理論がなくてはならない。

(た とえば植村氏が学習指導要領における枝服の標準

時冨130■ 1マ を85時間でこなしたというが,そ のばあい

どういう吉:分を強調し, どこをすて,ど う構造化し学

習効果を吉めたかという吉題が含まれていたはずであ

る力、らL

2 プロジェクト方式と技術の科学を中心にする方式 :

技術 。家庭科教育のあり方にかかわる問題であり,

参カロ者からの要望もあって討論の住としたが,こ の第

3の主について1ま ,岩手の佐々木,主浜両氏の発表が、

岩手県盛岡市上田中学校のばあい
琵

的
塞兌場

東京都武蔵野市第二中学校のばあい
な漏身分 事音

・７５

一３８５

1年
3

(共 )

製図

(2勧

奔第聖満
20 ~

栽 培Oo  食品加工仁0

提案者 4名 のうち,そ の 3名 までが男女共学に近づ

けようとい う努力を払っている。下橋中学校において
は,男 子 と女子は別学だが,教える内容をできるだけ
近づけょぅとしたばあぃでぁ り,上 田中と武蔵野三中
は男女共学を可能なかぎり組みこもうとしたものであ

2θ

基礎製図90  木材加工仁0

設計製図 木材加工 機械

被服 調理  被服 被服

製図と機械僣0 食生活仁0

服製作10

百嬰  |
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科学の基本を大切にする立場からなされただ|す で,そ

れに対して共通の理解に達し得なかつた。

金属加工についての教授計画の一部をかか |ず ると

<1> おもな金属とその性質

1 金属元素

2 金属の状態変化と組織

(1)金属の状態変化

①状態変化にはどんな現象があるだろうか

②金属はどのような状態変化をするだろうか

(固 休,液体,気体の変化の実験 )

③金属の3態変化における原子の結びつき

(2)金 属の組織

C折れ日の観察

0結晶粒,結晶,原子

C原子の構造と結晶の関係 (中 略)

<2> 金属の一般的性質

<3> 金属の性質をかえる原理と方法

1 合金 2 熱処理  (後略) 
・

となっており,基本的な性質を知っていることによっ

て,刃物の手入れ等は,特別教えなくとも熱処理の金

属の一般的性質から理解できるはずであるという前提

`に 立ったものであった。

参加者からは驚きの限をもってむかえられた。「こ

うした考え方もあるということを知った」という段階

に とどまった。これに対してプロジェクト方式と銘 う

った実践報告がなかった。しいていえば,小林氏のミ

シン操作における, ミシンに即した創造性の養成をね

らう実践 ぐらいであった。このミシンの実践に対して

1ま ,それが,械機学習としてあつかっているのか,そ

れとも, ミシンの操作として扱っているか明らかにす

べできあるという批判がよせられた。

岩手の実践は全分野にわたって検討されていないし

中学校の段階における深さと,ひろが りの点で検討が

要求されるであろう。また,前述のような実成が正し

いものかどうかも,全体の水準の高まりとともに研究

されねばならないであろう。

ともかくも,花台の製作という「物作 り主義へのケヒ

判の必要性」は,いちおう確認された模様である。

第 3の柱については今後技術教育全体/Dあ り方をさ

ぐるために検討されるべき観点である。

3 技術・家庭科教育をめぐる教育諸条件と授業の組

織化

新しい学習指導要領ができて数年たつといっても,

施設・設備はあいかわらずとばしい。子どもたちの生

1活を見ても,山間部でもたしかにテレビや洗1淫機があ

え。しかもそれは,食生活をきりつめ,成長期の栄養

も十分とれない状況のなかで,な にか見えない強制力

によつて買わされたテ レビ,買わされた洗 :雀 機 で あ

る。家庭科教育がバラ色ムー ドで「 ししゆうJ「壁か

|す 」「花台二…とい う型でよいものかどうかЭ現実の

生活を きびしく見つめていく,毎 日の生活をかえてい

くような教育 |よ 女子の技術教育 として考えられなくて

もよいものかどうか。            
・

小規模学校で 1ま , 1人の教師が家庭科だ|す 受もって

いるわ |す で|ま ない。今までの技暇・調理でさえ,大変

であったのに,やれ家庭工作だ。製図だ。家庭機械だ

と内容がふえるばか りである。これをどうこなすかが

問題になっている。それは受験 とか自ゆ うテス ト (岩

手県下のテキス ト屋のテス ト)の ぅt績 にどうひびくか

も,心配のひとつになる。確かに理想を追求することは

わかるがこうした問題はどうしたらよいのだろうか。

また,枝服製作においては,作 ったものを完成しな

|す れば,貧 しい家計から撚出した材料費の手前申訳が

たたないとい う形で時間も多 くかかってしまう。

また,高校入試問題が,あ まり重要でないと思われ

ることについて出題されるばあいがかなりあ り,そ の

ために,切捨てて教材を整理しようと考えながらも,

つい教科書のすみからすみまでやるような実態 におち

こみ勝ちである。

こうした参加者の声に,完全なる教育を全ての国民

にとい う願い |よ ほど遠いと感 じられた。しかし,こ れ

を打解したい願いを持って集ったひとびとであること

は確かだとすれば,新 しい実践をきき,ま た仕事がふ

え,教えなければならない範囲がふえただけでは困る

のである。現在の家庭科を改造し,切 りすてるべき点

をあきらかにする事がきわめて重要になる。また教師

の姿勢としては,E結 し,共同研究をし,分担をきめ

て,負担を少 くし,教師集団に働きかけ,教科の問題

を全教員のF=題 としていかな|す ればならない。

また悪い試験問題は徹底的に批半」し,雑誌技術教育

でもとりあ:ザ ,再び入試問題によって現場が不当な労

悸:過重におちtヽ らないような体市1をかためなければな

らないc一朝―夕に解決するFl題 で|ま ない。各地の実

践を自分の地域,自 分の学校の規模にあわせ,批判的

|こ とりいオtる ことが大切なことであろ う。小さな学級

を二つに分|す ることによる教員の負担の増大と男女差

別教育の問題も含めて,男女共学を実践 していく素地

が小規模学校にはあるはずである。各地の教師の同志

白つ結合と教師の祓能古し良心が,逮いようであるが,現在

の諸矛音を改革 していく力となることは間違いない。

<研究部>
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私の研究と実践への課題

夫郁木世

毎年産業教育研究連盟主催の産業教育研究大会に出

て貴い経験や実践をきき,そ こからいろいろなことを

学んできた。さいわい本年も花巻での13次 研究大会に

出て機械分科会の討議に参加 し,多 くの人達からいろ

いろなことを教えていただき,私 の今迄の研究や実践

について反省を加えることができ,こ れから更に解決

していかなければならないいろいろな問題をとらえる

ことができた。そ うして今これらのことを整理し,こ

れからの研究の方向を見出していきたいと考えている

が,未整理のままに今次研究大会に出席して学びとっ

たことがらや ,こ れからの研究と実践への課題につい

て述べてみたいと思 う。

毎年の研究大会でもそ うであったが,全国の多くの

仲間が技術科の教育ととりくみ,困 難な状況の中でこ

の教育の本当の道す じをもとめて真剣な実践 と取 り組

んでいること,そ の研究や実践が単なる 1人の研究や

実践ではなく,多 くの人たちの共同の研究 で あ る こ

と,それがこれからの私たちの研究や実践をおしすす

めていくべき本当の道すじであることを今次の研究大

会に参加 し強 く学びとることができた。

技術・ 家庭科は生徒に技術をF_li解 させる教科である

としてとらえ,栽培,製図,機械加工 (木工・金工),

機械,電気の各分野についてそれそれのねらいを設定

し,教育内容をとらえて日々の教育実践を続 lす てきて

いるが,本校でとらえた各分野のねらいや教育内容 ,

又私たちの実践の方 1亀 |ま 今次の分科会での討論を通し

てまちがいではなかったことをたしかめることができ

たが,私たちの研究や実践は,単 なる本校だ|す の研究

や実践であ り,私個人の研究,実践にすぎず,私たち

の地域にある他の学校の実践 と|まかけ|ま なれたもので

あ り,同 じ地域で,こ の教育にとりくむ仲間たちにさ

さえられたものではなく,何か変ったことをしている

といった感 じでながめられていたものである。ここに

今次の研究大会で話された数多 くの実践 との差異があ

り,こ れが私の研究や実践の大きな欠陥であった。今

まで木校では技術・ 家庭科の教育について,地域のこ

"

の教育に対する取 り組みからみて, この教育を前進さ

せてい くために|よ 100人の 1歩前進よりも, 1人の100

歩前進の方がより大切なので|ま ないか との考えから,

私たちの研究や実践の道す じを地域の他の学校に知ら

せながら,私たちの学校におけるこの教科の確立とい

うことに中心をおいて研究をし,先進的な人達の研究 :

を学びつつ実践を続 |す てきた。しか しこれでは私たち

の実践がある程度の成果をあ |ザ た と して も,こ れが

同じ地域の人達に受 |す いれられるのでなければ,私た

ちの願 うこの教科の前進はあり得ないのではなかろ う

か。 1人 よが りや研究や実践は,そ こに多 くの欠陥を

宿 している。この欠:ち を克服するために,毎年産業教育

研究大会に参加し,そ れで多くの仲間たちの実践を学1

び時には私の実践を提案して考ヒ半1と 指導をあおいでき

た。 しかしながら,私の地域にある他の学校や仲間た

ちからは,あ の学校だから,私だからそのような実践が、

なされるのであり,われわれはそれについていけない

といった感 じで受 |す とめられていたのである。これで

はいくらよりよき研究や実践がなされたとしても,そ

れによって私達の地域のこの教育を進展させてい くの

に役立てるということ|ま できない。このことには数年

前より気づき地域でのサークルづ くりをよびかけてき

たが,こ れに参ウΠする人 |よ少なくようや く昨年度 4名

のメンバーをもって発足することができ,本年度は10

名のメンバーとなることができた。このことから,今

後の私の研究と実践への課題は,こ のサークルをいか

にして育てお|ザ ていくか,こ のサークルをよりどころ

として,こ の教科の研究や実践を,私 1人の研究や実

践 とするので|ま なく,サ ークルに集まるメンバーの研

究や実減 としていくかにあると考えている。全国各地

に育っているサークルゃ研究会のように,こ こに集ま

るみえながお互の悩入を話しあヽヽ,それ ととりくみ ,

入んなが吉まっていくなかで私たちの地域のこの教科

の教育を前進き七ていきたにヽと考えている。

また私の今までの研究や実残の方賞|ま ,技術・ 家庭

科の教育 Fヽ容をとつ とらえていくか,こ の教科をどう



編成していくかがその中心であり,よ うやく昨年度よ

り教育内容としてとらえたものを, 日々の教室での授

業にどう展開していくかということにとりかかったと

ころである。しかしこの実践において子どもたちがど

う変っていきつつあるかという子どものうごきをとら

えていくという面の配慮に欠けていた。この画に対す

るとらえ方の不足は, 日々の実践をよりたしかなもの

としていくことはできない。今次の研究大会のテーマ

であった授業をどう組織していくかということは,こ

の子どもたちのうごきをどうとらえるかということに

かかわ りあいをもつものであり,こ のことが授業を組

織していく上の基本でもある。こ//Dこ とからこれから

の私の実践の方向,課題は子どもたちのうごきをこま

かにとらえ,それを授業の中にどうとりいれていくか

子どもたちのための技術科の教育を, 日々の教室にお

ける授業にどのようにくみたてていくかにあると考え

る。このことはそうたやすくなし得るものではないこ

とは十分知っている。しかしこのことをぬきにしては

本当の意味の教育はあり得ないcそ の歩みはおそくと

も,こ れからこのことと取 り組みささやかであっても

いいから実践をおしすすめていきたいと考えている。

以上まとまらぬまま思いつくままに13次 の産業教育

研究大会に参加して学び,こ れからの私の研究や実践

の方向ではないかと考えていることを述べてみた。多

くの方々の御批判と御指導をたまわれば幸甚である。

(京都府船井郡日吉町立殿田中学校)

技術科の電気の授業とはどのようなものか

中学校で理科 と技術科を担当してtヽ ることから,技

術科の電気の授業とはどのようなものだろうか, とい

う疑間を持っていた。私立学校に勤務しているので孤

立的にな りがちで授業が自己流になってはいないだろ

うか と思い,今回初めて研究大会に参加した。

分科会での討論に使われている言葉の概念の理解で

きないものもあ り,混乱状態で帰ってしまった。討論

の中心は「系統」の問題であった と思 う。「何を_

「 どういう系統」「いかに」教えるか とい うことであ

り,技術史の分析 (東京), 科学の基礎原理をふまえ

た系統 (岩手), 人間形成の百 (大阪)更 に 中 間 教

材の試みなどが発表されたc授業 /D実践発表で|よ「回

路計」の授業 (岩手)があった。それらの発表の中で

系統を考えるときの製作学習の意義が討論されたが理

科 と対比 した場合の「技術科の電気の授業」について

はわからないままで帰った。

1.回路計の授業について

回路計の授業の発表では,単元のねらいとして「電

気を量的にとらえることJ,「 回路計自身の匡路の意

義を考え回路をゎからせる」を とりあ |ザ ているc ~コ

路計は測定を習熟 させる (や り方主義)だ |すでなく電

気の基礎 (オ ームの法則)をふまえていな|シ■ばなら

ない。又回路計自身の回路が,回路学習になる。_と

雄mmm「

いう発表者の主張に対して
~回

路学習のための回路 と

してテスターの回l各が適当かどうか,回路学習 として

より適当な教材を系統自,に配列する必要があるのでは

ないか」 (岩手・ 阿部 )と いう意見に興味を引いた。

単元のねらいが明確でな|すれば展開過程もちがって

くる。私の考えで1ま ,回路計は計器で沢1定 するもので

ある, と思 う。計器は沢1定 される量の性質によって構

造やその沢1定法もきまってくる。回路計の沢1定 しよう

とする量は電流,抵抗,電圧などである。電流の性質

がこんなものだから,髯造 (口 i各 )が こうなって,測
定法がこうなるとい う指導が大切であると思 う。

この単元で |ま 原理を理解し′た上で回路計が自由に使

えることが大切であ り,練習させて身につけさせるこ.

とだと思 う。しか し原理を理解させるための回路の学

習 |ま必要である。 ~電気学習の基礎 としての回路学習

は中学 2年 の理科で一部分かるくふれているだけで不

十分であ り,基礎がし,か りしていないとす承ば着実

に基礎を身につけさせるための回路学習の単元を設定

する必要があるので1ま ないか二 (岩手)と い う意見に

は同感である。それから「ブザーの製作とい う中間教

材を扱 ったら効果があった」(東京・向山)と いう実践

発表も大切な試みであると思 う。 |フ ロジェクトでな

く一般的な基礎的なこと|よ何かを考え,それを単元と

信沢



して手だてする必要がある」 (岩手)と いう意見も理

解したが,製作学習の意義も考えて見なければならな

いと思った。

2.製作学習について

螢光燈の学習が,そ こに含まれる回路の働きの理解

を目的とする場合,た とえば,そ のひとつとして「放電」

を理解させる,と いうことなら製作しなくても実験室

で適当な器具を用いて実験して理解させることもでき

る。電圧が何Vの とき,放電管の真空度がいくらで放

電した。光の色はこうだ。というようにして基礎原理

を教えた方が適確である場合もある。私は理科ではそ

ういう授業も行ったことがある。しかし螢光燈の学習

では一人一台ずつ全員の生徒 (男女とも)に製作させ

ている。なぜ,何をねらいに製作させているのか,自

問する必要にせまられた。もうひとつ,技術科の螢光

燈の製作学習の基礎事項として学習系統の中に,た と

えば放電実験のようなものの手だてが必要で|ま ないの

か,と いう問題につき当った。

分科会で一部に討論されていたようなA(プ ロジェ

クト派)か B(科学派)か という考え方でなく,Aを
含むB,す なわちC(― )の研究が大切ではなかろうか。

子供の認識から考えて見て,具体一一抽象に向うにし

たがってむずかしく理解の度合も,知識の定着も少な

くなるのではないか,製作という直接経験の価値を見

失わないようにせねばならない。螢光燈の製作などの

場合はグループで一台というのでは不十分だと思う。

依存的生徒がでてくるからである。全員に主体的に学

習させるためには一人一台の製作の方がよいと思う。

製作の意義はまず一応よしとしても,基礎事項とし

ての放電実験の手だてが必要なのかどうか,叉どのよ

うな系統でどの程度扱えばよいのか,わからなくなっ

てしまった。

3.理科と技術科

中学生に,電気に関して「何を」「どのように」教え

るか (岩手・技術教育を語る会)と いうとらえ方はひ

とつの示唆を与えてくれた。電気に関してということ

をつぎのように考えた。

I 電気とは何か。

I 電気の性質はどんなものか

Ⅲ 電気の性質 |ま どのように利用されているか

この三つの中に電気の科学的系統はおさまっている

か。いやおさめることができる。しかし,こ れを電気

の内容 とすればすべて理科に含めてもおかしくないも

のである。技術科の電気学習がなくなってしまう。な

くてすむならなくてもよいがほんとうにないのかどう

か理科に含めない,技術科で扱わねばならないものは

ないのだろ うか。この点をはっきりしてもらいたかっ

た。技術 とは素材をある目的を持った価値観によって

再組織することであ り,自然科学 |ま 感覚的世界一実験

―観察―概念,法貝1と い う構造を持つもの と考 え れ

ば,技術 としての電気の取扱いはどういうことになる

のだろうか。電気の働きがエネルギーの変換であると

いうような「電気そのもの二を理解させることは理科

教育の目標にはなるが,技術教育の日標になるだろう

か。技術科ではむしろ原理法則を再組織することにあ

り,+1約 された条件下のもとで総合することに意味が

あるのではないか。具体的に言えば「回路要素をどう

結合させるか二,「 なぜそのように結合させるか」が

大切ではなかろうかЭしかし確実な科学の基礎知識を

ふまえておくこと|ま 必要である。素材なくして総合な

どあ りえないc基礎はどこかで確実に学習させる必要

があるし,常 に復習することが大切である。

技術科におけるラジオ学習の場合は電波の性質を理

解することではなく,叉回路を分析することだけでも

なく,電波の性質を理解した うえで,あ るいは理解し

ながら,電波をとらえるしくみ (回路)を構成する総

合の学習がその目言

'に

なるのではないか。 とすれば ,

整流回路―増幅口≠一同調回l各一検波回路の順の学習

でなく,ま ず電i皮 をとらえること一検波すること一増

幅すること一検波管が増福管を働かせる必要から,整

流回路 ,と い う学習系統でいいのではないか。今後の

課題にしておきたい。

現在私はラジオ学習 |こ 発振器を利用する実践をし,

研究している。その理由のひとつ |よ ラジオ学習のねら

いを電波をとらえるしくみ (回路)を構成することに

おくとした場合,電波をとらえるためにとらえようと

する「電i皮 」とは何ものか,明確にする必要にせまら

れたからである。詳
=|ま

のちの機会にしたいと思 う。

(私 立釜石鉱山中学校)
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今大会の参加 を とお しての反省

田  菊  江…"=

1学年の被服製作ではプラウスをとり上げ,原型お

よび型紙製図を作らせ,シ ョールカラー,フ レンチス

リープのものを製作させた。しかし,従来の身頃の原

1型の寸法割出しは理論的根拠があいまいである上,え

りの製作等技術的に高度すぎ,費す時間が多いばかり

で教育的意義が少なく,カ リキュラムにあるからとい

う熱意のないとり上げ方であった。今回の村上先生の

発表から,ブラウスを体を被 うものという観 点 で捕

え,え り,袖等の難しい部分製作に引きまわされず ,

ポイントをしっかり押さえて効果的な指導ができたと

い うことは,今後の被服指導の方向として考えてみた

い。パジャマでは, ワンピースではどのような扱い方

をしたらより興味深く効果的な指導ができるか考えて

みたいと思っている。

調理では,科学的な理論づけを大切にしながら授業

を進めてきたつもりであったが,実験の準備や工夫の

煩わしさから実験させることの地道な指導を怠ってい

た。教師のみがひとり合点で理論づけをしたつもりで

いても,実験させなければ観念的に一部の生徒が理解

した程度で真に認識を深めたことにはならない。イヽ林

きみよ先生の実践のように,湯の実験を通して沸騰に

ついて認識させ,米を何種類かの方法で炊かせて,澱粉

の糊化について納得させることが大切であるというこ

とを改めて教えていただいた。調理では,できる限り

基礎的実験を大切に扱い,科学的な態度を身につけさ

せたい。どのような教材をとり上げていくかというこ

とが今後の課題である。

家庭機械に関しては,ま だ研究不足の面が多く,真

貪1に とり組まねばならない分野であるが,特に金属加

工に関する佐々木,主浜両先生の研究は,われわれの

最も身近にある金属に目を向けさせることの必要が指

摘され,非常に参考になった。いままで機械材料を学

習させる際, ミシンの各部品を外側から観察させるだ

けで漠然としたポイントのない授業をしていたが,そ

の原料である金属についてその性質,構造,加工等に

ついて身近な材料で実験させながらまず根本の物質に

ついて目を向けさせることが見落されていた。実際に

簡単な加工実習をさせることが効果的らしいが,そ こ

まですぐにとりかかる自信はないが,家庭機械の単元

で金属に関して基礎的理解を持たせることが,実生活

上にも有意義なことであり必要である。

発表者の各先生方はわかりやすい工夫された図表,

模型等を研究なさっておられ,私の教材研究の不十分

さを強く反省した。実物,模型,図表等で観察させる

こと,思考させ,認識させることが生徒の理解を深め

る上に大切であり,教師の義務である。教材研究を怠

らず授業を充実したものにしたい。

私はいままで指導要領にとらわれすぎていた。その

ため,教育的意義についてそれらを 1つ 1つ検討して

みることも,家庭科を自主編成していくという態度も

なかった。教育の反動化が叫ばれている現在,それぞ

れの分野で教師はサークルを確立し,家庭科教育の意

図や目標について自覚し,自 主編成のできる力を身に

つけなければならないと思う。産教連を大切にし,み

んなの力で高め合っていきたい。  、

(東京都品川区立荏原第一中学校)
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花巻大会の反省 と課題

1・ 研究をとりまくさまざまな条件

現在の指導要領が発表されたのは昭和33年 8月 であ

るから,今年で 6年経過 したことになる。この間指導

要領に対する壮L判 は各所で多くの人からだされている

が,連盟の大会でも昭和33年浅川大会以来いろいろの

角度からでてきている。特に単なる悪い点の指摘では

なく,実践によって新しい構想が提出されてきたこと

は大きな力になっていると思われる。

一方教師自体t/D研 修においても,各地で自主的に組

織的な活動が行なわれ,特に工的分野についての研修

はめざましいものがあった。その結果,当時商業,農
業,図工などの専門教師のもつていた工的分野に対す

る一種の不安もほとんど取 り除かれ,多 くの実践や自

主編成の運動を通して「ほんとうに技術科教育はこれ

でよいのか ?」 という本質的な疑問まで生まれてきて

いる。たとえば今年の大会の夜の座談会で「今後技術

科教育はどうなってゆくのか ?」 とか各分科会にお|ナ

る「技術とは何か知 りたい !!」 というような問題意識

は,施設設備の差をのりこえて誰でもが持っていた疑

間のようであった。このことは大なり小なり毎年でて

いたことであるが,今年のように討論自体が
~技

術教

育とは何か」という本質的疑間に向って進んでいたこ

とは,文部省の指導要領を充分に咀疇し,その上で現

場教師が17fん とうの技術科教育を探求しようとする姿

に進みつつあることと解したら過大評価であろうかc

このような意欲の中でも,各分科会の発言の中で
,

また自己紹介の中にあらわれた教育条件やり個々につ

いての問題意識のさまざまな違いを見おとすわ|ナ にtま

いかない。たとえば栽培分科会のように13人の参t=者

のうち,小規模学校から大規模学校まで,ま た山村僻

地から大者:市 まで,し かもその一人一人が地域独自の

問題を持っていたという。また電気の分科会で自己紹

介をしながら自分の持っている問題について発言して

もらったところ,次のようにさまざまなものがでた。

○技術学とは何か知 りたいc

O実験的実証的教科のあり方|こ ついてc

O子供の認識でまだわからないことがたくさんある

%

○全分野を持ち,し かも郎時間も持っているのでと

ても研究している日ヨlま ないc

O山の学校でた設設備が全然ないc

O技術科の学力について考えたい.

C授業の効率千ヒについて研究したいc

C指定を受|ナて研究している。工具の管理について

C授業の中で内容をどの程度まで教えたらよいか知

りたいc

上にあげたもの|ま一部であってまだ数えあげればた

くさんでてくるcこ のことは,一人一人が違った考え

を持っているというので 1ま なく,各地で複雑な条件の

もとで,各種の段階の実践が行なわれているというこ

とである。このような現状の中で,われわれの研究の

方向lま どうすればよいかを考えなければならない。た

とえばなくて「設備があまりない学校にいる。だから

設備がもできる授業について知 りたい」ということに

ついても,設備があるのがあたり前であるから「今頃

設備のないところの授業など考える必要ない !!」 と一

概にいい切ること:ま できないのであるcた しかに設備

があって,その中で授業をどうするかの研究の方が正

常なのかもしオlな いcし かしまだ全国的にlま設備が50

%に も満たない所がずいぶんあるし,その中でも毎日

の授業 lま続|ナ られているのであるc とすれば,指導要

領だ|ナ押しつ|す て設備をする予算の裏づけもしない文

部省に怒りをおぼえると同時 |こ , これらのいろいろな

条件の中で研究を進め,それを組織的に積み上げてゆ

くむずかしきを感ぜずに|ま いられないc

今大会に多くつ重要な提案をした岩手の特 iこ技術教

育を語る会は,tう 数年前から地域にサークルを作り

研究実践を積入上げ,技術科教育の全望を発表し,今
回:ま その中:D一部をとって授業につぃてきめ細かい提

案をしていたこしかtこ れら1ま ,何回かの授業研究の

後に修正をし失
=討

議をべてそれを提案している。語

る会といえどtき まざまな条件の学校に勤務する人た

ちの集まりであるから, ここまでくるまでに|ま 多くの

困難をのりこえてきたものと推察される。しかし一人

一ノ、の研究をそつ学校だ|ナの一人だけのものとせず,

みんなで討論したからこそ,立派な研究ができたのだ

向



と思 う。

われわれ現場教師の行なう研究は,象牙の塔にこも

って個人的な研究をすれば良いのではなく,あ くまで

も授業の中から,実践を通して生まれるものでなけれ

ばならないし,条件の違いをの りこえて研究を続ける

にはやはり地域で仲間を作 り,現場からうきあがらな

い方向が最も大切ではないだろうか。

2.技術科教育をどうとらえるか

今次大会は,産教連 と岩手県技術家庭科研究会との

共催 という形で行なわれた。当然の結果として提案は

全体提案 4の うち東京 2,岩手 2,分科会提案18の う

ち東京 9,岩手 6,大阪 1,静岡 1,千葉 1と いう害」

合になっていた。したがって提案の内容 |ま,岩 手の場

合は技術教育を語る会が中′いとな り,東京 lま産教連の

中央研究会の人々がその中核 となったcこ れらの提案

を中心 として 3日 間の討論で 1ま技術科教育全部にわた

って多くの意見が出され,こ れは分科会のまとめに紹

介されているが,全体的にみてゃ Iま り問題 として残っ

たものは,つ きつめると技術科教育に対する考え方の

相違あるいはせまり方の違があったように思 う。以下

いくつかの問題点について考えてみよう。

大会岩手側資料11頁に「技術科教育研究をめく
゛
る問

題状況の比較一らん表」 というのがある。これ lよ研究

方向のちが うものをいくつか上げて分項したものであ

るが,現在のさまざまな人によって主張されている多

くの理論は,こ の分類のどこかに位置づ く (p6)と し

ている。この中ではA「一般にプロジェク ト方式の学

習形態を支持する型Jと B「 プロジェク ト方式の学習

形態 i‐ 疑間をもっている型」の二つに分|ナ,Alまさら

に「人間形成派」 と「労働観派」に分け,Blま
~技

術の

科学派」 として説明されているcそ して岩手の技術教

育を語る会lま,Bの技術の科学派に属すると書かれて

いる。

この表自体 :こ ついて lま ,ず いぶん思い違いがあると

思 うし,ほんとうに現場の実践研究が この表のように

分|す られるとは思わないが,岩手側つ各分科会での提

案内容は Bで統一されているこすなわちつぎのように

あらわされる ● 般́の教科の教授で lま ,一定量の知識

と能力を子どもたちに獲得させ る過程を重視しな|テれ

ばならないが,技術科の教授でも例外で |ま ないc技術

科の教授 としては,技術学の基本を中軸にすえて,核

能は技術学の基本,人間労働の科学,生産組織の基礎

技術史などを認識する手段 として位置づ |す る」(p8)
したがって技術科の内容選定をする場合にも,核術学

を基本 とし,その中から重要なものを選定して教える

という考え方をとつているcた とえば金属材料を教え_

る場合には金属材料の技術学の中から重要なものを教

えるcそのため金属材料の一般的性質という項目の中

でも, 1.金属の弾性と塑性 2.熱 と電気の伝導

3.サ ビとイォンfヒ , 4.金属と磁性, 5。 金属の強

さというような項目についてきちんと買序よく教えて

ゆくという方式をとっている。          `
このような考え方|こ 対して|ま ,各分科会で賛否両論

がでて活発な論議が行なわれたが, これに対する意見

を述べておきたいと思うc

私 lま技術科教育は技術を教える教科であると主張し

てきたことすると技術と|ま 何かということが lま っきり

しないと内容がでてこないのであるが,私 lま ここで
,

いわゆる技術論としての労働手段体系説 とか意識的適

用説とかを論議することlま 教育の問題とは一応きりは

なして,技術が1ま たしている社会的役害1を考えてみな

ければならないと思うcそれには,現代の技術が社会

の中で占めている役害1を思考すること1ま もちろんであ

るが,それだけで 1ま なく,今 日の技術,i作、られて,こ転

歴史崚魯肯量 IP竜 iこ して13な つないキ昼2蟻
この二つをどのようにとらえるか ということはまだま

だ勉強不足でわからないことがたくさんあるが,技術

の歴史をふ りかえってみると,人類の歴史 と共に技術

の歴史も始まっているといわな|ナればならない。それ

lま 人間が生i舌 してや くための食糧や生活資料を作るこ

とは絶対に
`と

要ヽであ り,それには道具やそれを使 う初

歩的な技術が必要であった。そして今日のはなばなし

い科学や技術を作りあげるまでには数千年もの間天然

資源を利電し,材料を作 り,人間の生活を豊かにする

物を作ってきている。そしてその過程にlま ,ど んな時

代でも生産手段 としての道具や機械,さ らにそれを使

って働きか|す る人間の労働が一体 となって進んできて

いるのであるこそして,材料,製品,道具,労働など

|ま相互に有接菫1に結びつきその基本的な働きは今でも

かわ りがない[ただその一つ一つについてすばらしい

改良や発達があったのである。そして現代の技術学は

このような積入上げの上に成立したものであ り,今後

も発達してlbく tの と思われる。技術をこのように考

えてくると基本1り に:ま 生産 (物を作ること)を出発点

としている[だ から私 lま技術科の中で物を作ることを

大切にしている1物 を作ること|ま それ自体の中にすで

に技術を考える本質的な問題が含まれているからであ

るcだから製作学習を大切にするの 1ま,単 にプロジェ

ク ト法の授業を取 りやすいばか りでなく,それを通し

て材常|や道具やノ、間つ労働の基本的なつなが りの関係

を,社 会科学言ttこ t自 然科学的にも教える場 として適



切だからである。カロ正に関する技術学的知識を教授す

ることが技術を知ることではなく,加工そのものの過

程を製作学習の中で経験 し学ぶことが技術を知 る近道

だからである。もちろん古い歴史的な技術だけを教え

ることだけが技術ではなく,科学を基本にして成立し

ている現代の技術を理解させることも重要なことであ

るが,それ以前の過程を学ぶことが現代の技術学を正

しくとらえさせる一つの方法ではないだろうか。最近

技術科の教授内容の中に技術史をとリフ、れるという主

張がある。こね′については直ちに賛成 |ま しかねるが
,

現在は技術史をどう教えるか ということよりも,教師

自身が科学や技術の歴史を勉強することによって科学

や技術を一面的でなく,いろいろな角度からとらえる

ことが必要ではないだろうか。そしてそのことは技術

‐科の教科理論や教育内容の選定にきっと役に立つ と確

信する。

次に具体的な例をあげてみよう。電気の分科会でラ

ジオのことが問題になった。ラジオlま 組立させること

が
`必

要か,組立はしなくても原理原則を実験や浜1定 を

通 して認識させれば良いか という問題であるぅこれに

ついて相当時間討論したのであるが,こ れ lまつきつめ

ていったら次のようになった。すなわち,ラ ジオlま 作

らせることが日標ではなく,その中に含まれる整流 と

か増幅 とか検波などの働きを教えればよいcだからラ

ジォはむ りに作らせなくてもよいという意見である。

これに対してラジオはやは り作 らせることが必要で,

ただ単に原理を理論的に教えるだけで |ま 子供たちは興

味からいっても理解度からいっても認識できないとい

うのである。この二つの意見は一見対立しているよう

であるが, これでは同じことを別の債」面か ら とらえ

ているだけである。すなわち,ラ ジォをf乍 らせること

が興味を増し,認識を具体的にするためつものであれ

ば,授業の中で興味を助長するような配慮をし,指導

技術を向上させれば解決できるからであるcラ ジォ学

習がラジオそのものに関係なく,その中に含まれる整

流,増幅の原理や,回路に含まれる抵抗, コンデンサ

ーなどの働きを理解することが目的だ とすれば,む り

に作らせなくてもよい。またもっとつきつめてゆけば

整流 という教育内容を理解させることが目的ならば
,

何も真空管を使わなくてもよいし,セ ンし/ゃ シリコン

を使ってラジォ以外の所で教えてもよにヽのであるっそ

うすると授業にでてくるラジォ|ま 一体子供たちにどの

ように働きかけ位置づけてゆくのであろうか ?。 技術

‐教育を語る会の案だ と作 ること|ま認識の手段 として書」

り切っている。

これは螢光燈の議論の ときも同じことであった。螢

28

光燈の授業では,螢光燈を製作させている人,実 1/1を

準備 して実験や測定を中′いとして製作をさせない人な

ど各種の形態があった。この時螢光燈は放電現象を利

用 したものであるから,放電について科学的に認識さ

せることが必要である。しかし放電 という内容を前面

に押し出す と螢光燈でなくても,も っと他に理解を容

易にする教材があるので |ま ないか ?。 このように考え

てくると螢光燈 1ま一体何のためにでてくるか というこ

とになった。

螢光燈もラジォも技術的産物 として私たちの生活や

生産の中に使われている。だから教材 として取 り上げ

ている。 とすれば これらの中に含まれている科学的法

則を追求することだけが技術教育で |ま ない。や |ま り螢

光燈 という一つの技術的遺産を総合的に理解させ るた

めに教材 として選んだ とすれば,放電 とか自己誘導を

理解させ ることlま,螢光燈全体の中の一部 としてある

にすぎないのではないか。その辺をもう少し追求して

みないと技術をもっと社会的基盤の中で とらえる考え

方や授業 :ま成立しないので :ま ないだろうか。

われわれが技術科教育をとらえる立場にもう一つ大

切だ と思 う点は,や lま りこれを通してどんな人間を作

るか ということであろう。中学校の技術科教育では,

少なくとも直 く
゛
に役立つ知識で 1ま なくて,未 来 に つ

ながる技術的な能力を考えなければならない。 とすれ

ば,物 を作 りながら,技術そのものの産物を実際に教材

としながら,分析 と総合を学んだ,子 供と,現 代的な技

術学の知識を多く記憶 している子供とが将来,め まく
゛

るしく変化する生産社会の中に巣だった時, ごちらが

ほん とうにたくましく生きてゆ く子供:こ 生長するかを

常に考えてみる必要があろう。今年の大会 lま ,授業の

中味 lま かな り具体的に論議したが,こ れ lこ よって身に

つ く能力や人間性の問題がもう少しうき|ま つ|こ されて

もよかったので |ま ないだろうか。

3.科学教育と技術教育の接点を求めて

これ |ま ,毎年 どこの分科会でも問題になることであ

り,それでいていつもあいまいな結論しか で て こな

い。科学教育 との関連を考える時,た いがいわれわれ

|ま 理科 と技術科 とのちがいゃ関連を考えているっそし

て実践の中であまり実験観察的な学習をすると,それ

は理科教育ではないか,技術 と理科 とどこがちが うん

だ !!と 口を」ころえていうc今年の大会でもすべての分

科会でこのことが討論されている。

栽培で |ま,植物生理的な授業をすると生物の授業で

1ま ないか ? 電気で実験を多くすると理科 と区別がつ

かなにヽ!! 金属力:工 で原子構造がでてくるとそれは理



■
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科で教えてもらえばよいのではないか !! というなど

がそのlalで ある。

そして結局は,<関連があるんだからむ りに分 t―Iな

くてもよいのではないか>と か<重複してもさしつか

えないので |ま ないか>と か<同 じ教材を使ってもせま

りかたが違 うんだからよいではないか>な どの意見で

終わってしまうことが多い。しかも一方においてはっ

きりしておきたい欲求もあるのである。

この問題を考える時最も重要なことは考える視点を

はっきりさせることだ と思 う。たとえば<教科の枠を

はずせ !! その上で技術科が不用ならそれでもよいで

はないか ?>と いう意見がでた。しかしこの場合枠を

はずせ ということはどうい う意味なのであろうかっ単

に技術科 と理科のナフバ リをとれ ということなのだろ

うか,それ とも科学教育 と技術教育を一緒に考えると

いうことなんだろうか。

現代の自然科学や技術学は共に密接に結びついて区

別しにくぃ状態になっている時,中学校にお|す る技術

科も理科もある分野では特に区別がつきにくいこと|ま

当然なことであ り,原 子構造 lま理科で教え,技術科で 1ま

作 り方を教えればよいなどと結論を出したらとんでも

ないことになってしまいそうである。そこで解決の道

はやヤまり前にも述べたように科学 と技術 との本質的な

学習を深めることであろう。特に重要なこと|ま現在で

きあがっている科学や技術だけを一面的に見ないで
,

これらが発達してきた歴史的な過程を学習することが

必要であろう。その上で具体的な論議をしないと,い
つ までも表面的な討論だけに終ってしまうおそれがあ

る。

電気の分科会で回路をどう教えるか ということが話

題になった。その中で,電気回路 というの1ま 電源があ

り負荷があ り,その間を導体で結ぶ と電流が流れて仕

事をするんだ。だから回路を教えるということは,負

荷や電源やその間に入っているスイ ッチやヒューズな

どについての法則を教え,それが使えるようになるこ

とだ ということになったcと ころが技術科教育 として

は,導体の中を電流が流れるとはどういうことか とい

う疑間を持たせ,それを追求してゆ く必要があるので

はないか という意見がでた。それには電子の流れが電

流であ り,導体の中で電子が どのような運動をするか

を追求してゆくのだ ということになった。ところがこ

のような意見に対してそれでは理科教育で 1ま ないか
,

技術教育はやはり回路自体の性質 とか測定などを教え

る方が大切ではないか と逆もどりしてしまった。

これは結局回路学習で 1ま電子の流れを追求させるの

か,回路を作っている法貝」を追求させるのかというこ

とになる。私 lま かんたんに考え,科学では物質の本質

を追求するのが目的であるから終局的には,電気 とは

何か,電子 とlま 何かがいろいろな角度からわかるよう

に授業を進めるべきで,技術教育で 1ま電気をエネルギ

ーとして とらえ,それを使って どのような有用な装置

や生産手段を作ってゆ くかということだ と思ったcだ

から技術科の電気学習では,必 らずしも電子が理解さ

れなくても技術教育の目標 |ま達せられると思った。そ .

して電子の追求をすることlま あってもさしつかえない

が,それ |まや lま り技術科の体系の中には根幹 としては

フ、ってこないので 1ま ないか と思った。

しかし原子構造がわか り,電子が充分に理解できれ

ば技術教育の質 t変化するのではないか という一種の

期待もないで |ま ないcし かしこの問題はやは り技術教 i

育のとらえかたの二つの方向 と関連がある。すなわち

技術 |ま 科学の応用であるから科学や技術学をきちんと

理解してお|ナば,その応用としての技術もわかるよう

になるとする立場をとれば,電子の本質を追求しても

技術教育の体系 lま くずれないかもしれない ? がしか ,

し,科学教育を如何に充実したとしてもやはり技術は

理解できないという立場をとれば,電子の流れを回路

の中で追究するのとは別に技術的思考の場 としてやは

り電源 と負荷 とそれらをつらねた一連の法則を学ぶほ

うが技術教育の本す じということになる。

4.教材,プロジェク トをめぐつて

機械の分科会で語る会の及川怜氏が<リ ンク装置>
といぅ主題のもとに,き めの細かい実践報告をしてい

るc これ lま ,§
~機

械が仕事をするために 必要な運動

速度,力 を作るためのしくみ」の中の 2「 動力伝達に

使われる機構 と機械要素 とその原理。その中の(1)ま さ

つ と:門 滑 と緩衝,12)力 と速度,(3)機械の主な運動の伝 :

え方,14)ベ ル ト草,(5)歯車,16)リ ンク装置,(7)カ ム装

置……の中の161を 晏開した授業記録である。

展開にあたって |ま ,糸のこミシンを提示し,それを

導フ、として リンク装置の定義づ |ナ をし,さ らにその機

構について17析 し,それらの応用例 として自転車, ミ

シンでまとめるようになっている。この中で及川氏は

教具 としてベニア板で組みたてたリンク機構の模型を

使っているこ同じ分科会で」ヽ池一清氏も動力伝達の機‐

構を示す総合的な模型を作って生徒の認識を高めよう

としている.

さて この中で,教育内容 と教材 と教具 とプロジェク

トをどのよう:こ とらえていったらよいのであろうか。

上述 01-(7)lま ,機構 と機械要素 と原理 という大項目

の中の小項目であ り,こ れl教授の内容であると見る
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べ きである。しかしこの中にも(2つ <力 と速度>と (6)

の <リ ンク装置>と はちよっと性質の違った項 目であ

る。 というのは,力 と速度は一・投化されたものであ り

すべての機構に共通のものであるが, リンク装置 とい

うのは,機械そのものを構成 している一部分であ り,

それ自身を取 り出すことができるからである。そして

この場合はリンク装置の使ってある具体的な機械 とし

て糸のこミシンができてきているЭこの中で リンク装

置が,教えたい教授内容 とすればJこ れの教材 lま何で

あろうか,授業の中に使用した慎型を教材 といってよ

いのであろうか。また糸のこミシンが教材なのだろう

:か。

及川氏は,「 リンク装置の学習をすすめるにあたっ

て実在の機械を観察することから入ろうとして,学習

の くみたても足踏式糸のこミシンをどう教材化するか

′に多くの時間をかけた」 と書いている。この場合 lま リ

ンク装置 という内容を教えるのに糸のこミシンをどう

:教材化するかを考えているので ミシンを教材 とみてい

る。この場合 リンク模型は教具 として取 りあつかって
｀
いるが,小池氏は模型という言葉 lま あまり使いたくな

い補助教材 と呼びたいといっておられた。

この場合,及川氏の教材化している糸のこミシンlま

一つの機械そのものであるが,こ の糸のこミシンを順

序 よく分解し,組立てその中で, リンク装置を教える

というゆき方をすれば,実際の機械に即 して……とい

うプロジェク トとして批判される。

今年の大会の各分科会で討論が深まらなかった原因
iの 一つに教育内容,教材,プ ロジェクトなどの解釈を

:め く
゛
っての混らんがあったので :ま ないだろうかcし か

しこのことは教授者一人一人の考え方によって違った

解釈が成立するもので,特 に技術科の場合にlま区別の

つきにくい場合が多い。 リンク装置や糸のこミシンも

その例で,内容にもな り,教材にもな り (プ ロジェク

ト)に もな り得るのであるc

理科教育であれば,た とえば炭素同fヒ 作用を教えた

い と思 う。これは教授の内容であるが,こ れを説明し理
―
解させるには実験や観察 という手ι:を使 う。その材料

としてどのような植物を使ってもよいわ|ナであるが
,

その内容を典型的に代表できる植物を教材 fヒ して与え

ればよいことになる。この場合授業 lま 炭素胃化作用 と

い う目標や内容にしたがって流すべきで,利 用した植

`物 自体を主体にしてその値物を説蔦することlま あった

としても附随的なものでしかないっ

技術科の場合もリンク装置 lま 多くの機械に使われて

い`る共通の機構である。それを理17さ せるものとして

ご うしても教材をさがさな|ナ ればならないЭそこで リ

3θ

ンク装置の理解を特に助けるもつとして糸のこミシン

がでて くる。しかしこの場合理科 と少し別の面からも

考えてみる必要がある。すなわちリンク装置の働きを

理解させるだけなら前に述べた模型を使って分析や総

合をくり返してゆけばよい。しかし,こ の場合 リンク

とは何か ということを理解させれヤゴよいか というと必

らず しもそうで 1ま ない。 リンク装置が特定の機械の中

で lま たす役割もどうしても教えておかなくてはならな
°

い。だから糸のこミシンを教材 として使 う場合には,

ある程度糸のこミシンについて総合的な理解をさせ
,

その中での リンクの働きを追求してや くことも考えな

くて |ま ならないだろう。すなわち機械学習 というのは

機械に含まれる機構や要素や部品について科学的な知

識を持っていれば,実際の機械を利用した り研究する

場になった とき,自 分で分析し総合しながら使えるよ

うな人間になれるかどうかである。その点単に教材や

学習にでてくる実際の機械が知識を定着するための手

段 と害lり 切 ることができないので 1ま ないかという疑問

が残 るのである。

今年の大会においてもプロジェク トという言葉が時

々あらわれた。しかし教材 と機械 と教育内容がその場

その場で違って くるように, これについても言葉を使

う意味を充分に考えてみな|すればならない。

多くの場合,プロジェク トとぃぅと,直ちに考案設

計から始まる製作学習を思い,機械ならば特定の機械

の分解組立 とすることを連想する。そしてプロジェク

ト法 |ま ただ物を作るだ|ナ に終ってしまうということで

批判をされるcし かし,前にも述べたように製作学習

=プ ロジェク トでもないし,分解,組立 =プ ロジェク

トでもないと私 lま解 している。たしかに文部省の指導

要領 |ま考案設計から始まる固定的な製作学習をプロジ

ェク トと称し,ア メリカのイングス トリアル・アーツの

流し方も作ることだ|ナ に中′心がおかれている傾向があ

るcし かし大会などで発言する内容をきいてみると
,

製作学習 =プ ロジェク トと一概にきめつ |す られないよ

うな内容を持っているものが多い。

「プロジェク ト・ メソソドを確立したキルバ トリック

によれば,有意義な生活 lま 目的をもった活動から成る

ものであ り,単 に夕十部から強ヨされたもので lま ない。こ

うした目的をもった活動に基づいて活動することにな

れば,教育の過程 と育意義な生活 と:ま 同一のもの とな

る。こうした活動の目的が<内 部からの推進力>と し

て働 くことになって,学習に対する準備が整えられ ,

それに応ずる知識や層、考が誘発され,活動の過程その

ものに一定の方向を与えることになる。そしてその活

動が成立すれば満足し,さ らに一段 と高い目的を達成



しようとする態度を作る ことになる」 (「技術教育」

■963年 7月 号 細谷俊夫,技術教育の方法・ 原理)

このように考えるとプロジェク ト法は一つの教育原

理であ り,技術科だけでなく他教科にも存在すること

になる。そして製作学習ニプロジェクトで |ま なく,教

育方法 としては,製作をしなくてもこのこと|ま適甲で

きるのである。要は単なる知識のつめこ入で |ま なく,

具体的な教材 と子供 とを授業の中できびしく対決させ

ることによって,子供を思考させFt践 力を養お うとす

るところにプロジェク トの真の意味があるので lま ない

だろうか。

5.技術教育における認識の問題

加工分科会で岩手から提案された金属材FIに ついて

の内容が,高度でむずかしいので 1ま ないか と指摘され

た。これは,金属材料を技術学的にせまろうとする援

:業 で,それには金属の組織から教えな|ナればならず ,

そのためには結晶構造や原子構造から理解させなlナれ

ばならないとして,それにそって授業を進めたもので

あった。電気の分科会でも同様なことがあ つた。前述

したように回路を理解 させるのに電流 と|ま何か,電子

とは何かを理解させるには,原子構造を理17さ せな|す

ればならない。これに対して電子を認識させるという

ことは中学校の段階で |ま む りであるcそ して ,必 らず し

も電子が理解できなくても技術科の電気学習 :ま成立す

るのではないか というのである。そこで電子を認識さ

せるということに例をとって少し考えてみたいc

電気がおこす さまざまな現象の中で,電流の化学作

用 とか熱作用とか磁気作用 とかの現象 lま 18世紀から19

世紀にかけて発見されたものであるが,そ の頃 lま まだ

電子の本体はよくわからないままにこれらの理論 lま 説

明され応用されていた。その後ニジソン効果 とか放電

現象の疑間から,さ らに陰極線等の発見にょって,電
流の木体が電子であることがわか 1),こ れらの現象が

うまく説 rlllで きた。また,それ |■ よって真空管をはじ

め各種の電子工学の産4/Jが 生まれてきた。そして今日

ではほ とん どの現象が電子の運動によって説調できる

ようになってきている。

しかし電子そのもの|ま 日でみることもできず,その

性質も粒子として説明するか波 として説「[す るか |ま 問

題があるし,日 に見えないものを生徒にどのように認

識させたらよいだろうか。また電子を発見したいきさ

つも,いろいろな実験にあらわれた現象を追求してゆ

く中で電子というものを考えたのであって,誰 かが電

子を目で見て発見したわけで 1ま ない。 とすれば電子を

認識させるといっても,電気の起すぃろいろな現象を

説明する手段 として電子が働いているんだ と推測する

以タトにないのである。このように考えてくると電子そ

のものをとう説明することかもむずかしいし,必 らず

しも電子が理解できなければすべての電気現象が説明

できないというものでもない。

そして電子の問題に限っていえば,生徒に教えこむ

というもので lま なく電子を説明の手段 として使 うこと

になるのであるcし かも説明の手段 として使 うとして

も個々の現象によってどのような説明をしたらよいか

むずかしいcすなわち電気の認識について,フ ァラデ

ー以前 lますべてクーロムの法則を上台にしている。こ

れ lま 万育ヲl力 の法員」と同じで,二つの帯電 体 の 間 に

lま ,二つの電気量の積に正比例し,距離の二乗に逆比

例する力が働らくというのである。これ |ま 帯電体の中

に電気があ り,それが媒体なしで伝わるというのであ

る (遠編作弓), ところがファラデーlま ,何 もなかだ

ちになるものがないのに向 うに力が伝わるのは変だ ,

何か媒体になるものが
`必

要であると考えた。 ところが

真空中で 1,電 気 lま働 くので,電気の力|ま空間がゆがむ

ことであると考えた。そうすると電気の実態は空間の

ゆがみであるというのである。そして電気 lま ,物質の

上にあるので lま なく,空間のゆがみが次ぎ次ぎと伝わ

るのである (近接作弓)と 考えた。そしてこのような

考え方をすると電波の伝達 という新しい理論が うまれ

て くるのである。

この二つの考え方 (ま 相当本質的な変化であって,ニ

ュ~ト ンの万有引力の法則 と,ア インシュタインの相

対性理論 とよく似ているcし かし,こ の二つはどちら

が正しく, どちらが誤っているというのではなく,一
つのことがらでもいろいろな考え方が成立するという

ことであるcすなわち,フ ァラデー以前も以後も実際

の電気現象は何もちがっていないのであって,ただ ど

ちらが自然現象の説明によく使えるか ということであ

る。

電子そのものが,人間の五官で lま認識し得ないもの

であって,現象面から推測する しか な tヽ 。したがっ

て,現象面をどう解釈するか ということから本質を認

識させる
'場

合もあるし,本質を理解し,それを現象に

適用してtb(場 合もあるが, どちらかというと電気の

ような tlつ |ま前者が中′とヽになって発達 ヒ́てきている。

ここにtま た技術学をそのまま見ないで発達過程をみ

ることによって,そ の意味を知ることができるのであ

るc技術教育つ現象をこのようにすべて本質にたちも

どって説巧しな|ナればならないとすれ|ゴ 大変なことで

ある。

第二これわれわ :ま電子をなぜ認識させなければなら



ないか ということである。換言すれば,電子の本質を

知っていることによって,その後の技術教育にどのよ

うに役立ち転移するかということである。これ |ま教育

にぉける認識 というのは,ただ知識 としてもっていれ

は便利だ というだけではなく,それが次の段階で転移

するという含みがあるからである。このことは,電気

学習ではどんな能力を身につけるか,そのためにどん

な内容を教え,ま たどんな知識や能力を次々に定着し

積み上げるかを考えるということである。だから最初

から電子論を基本にして進めなくてもよい場合に1ま ,

む りに難解な原子構造を抽象的に教える必要 lま ないと

いうことにもなる。したがって現段階では,現象面か

ら入 り,直観教材を利用し,い ろいろな解釈をしてゆ

く中で子供たちの頭の中に電気に対する概念が形成さ

れてゆくことになる。そして,技術科の教材でも電子

そのものにつぃてどうしてもふれなければならないと

ころたとえば真空管のような場合には電子流を中′いに

説明し最終的な段階で電子を基本にしてすべてが説明

できるようになればよいのである。

しかし,も し,回路,電熱など最初からすべてを電

子の運動で説明し,それで技術教育の系統がくずれな

ければそれでもよいのである。

第三に認識できるかできないか ということは,やっ

てみなければわからないことで,ただ教師がむずかし

いと思っているだけでは議論にならない。たとえば新

しい自作教具の利用によって,今 まで困′難だったこと

がわかるようになる場合もあるし,指導の過程の組み

換えやティクニックの工夫によっても認識の問題はち

がってくる。この点では岩手の結晶構造から金属材料

にせまり,電子の運動から電気現象に入るというせま

り方は,こ の分野の研究に一つのメスを入れたことに

な り今後が期待される。

認識の問題でまだわすれてはならなぃこと|ま,生徒

が認識したかどうか ということをどのように見分|ナ評

価してゆくかということである。たとえば私たち教師

が充分にわからせたと思っていても次の段階でそれを

使ってみると全然わかっていなかったり,ピ ントのは

ずれた理17の しかたをしていることをよく見るからで

ある。これらの点についても個々の具体的な問題につ

いて研究してやくZ、 要があろう。

<ま  と め>
(1)現場の研究 |よあくまでも実践を上台にした研究で・

な|すればならない。しかも一人だ|すの個人プレーで

1ま なく地域に根をおろしたものでなければならない

そのためにキま今後ますますサークルを作り互に交流

してゆかな|すればならない。

9' 技術科教育の理論を考え登場合111ま ,.脚奮裂
術学だ|ナに目を向|す ることは誤りであう。騰ll掟包

?年余生弓的なネ肯∫を正し、.|_2え なければな濠 、
卜
｀9その一つの方法として技術の歴史な学ぶふ.装

与 つ́ て 一 つ 一 ??果 体 的 な 技 術 を ■Eし Kム らぇ

`ぶ =とができる。

(3)理ri誅育と夕年,教育との関連を考えることは,

費学?本質F塚術?本質を知って,それが漱Л4量ミ
でどのよう|こ生きるかを思考しなければならない。

i_21な い≒費学ネ育_1塚術教育.キ 0本質鵬つムふ́主
L.)ヽ 接̀点

もでヽ Iない%

に)教育内容,教材,プロジェク トが核術科の場合に

1ま特に区別がつきにくい。そこで具体的に一つ一つ

の場面でこれらの意味をきびしく解釈し,子供の活

動 との関連を追求してゆかないと授業の組織 lまでき

ない。

(5)技術教育で養われる能力は何か,そのためどのよ

うな内容を教製 _ギ 主、L:′ i′ 塁竺申な孝材←?鞍
墓L懇 2笙Cよつ

・・
認識力ゝ1爾風■ヘ

鰊 犠 戴 鰹 鵡 聾 島 馨 螂 誠と聰装
がソコ2カモど主重えて

'´

,Hナバ 右ぬ隷L
(産教連研究部)

■教育科学研究会=勝田守―編

――その批判と探求一― 価 680円

テス ト成績の向上にのみ重点がおかれ ,

教育本来の軌道からずれた昨今の教育の弊

害を科学的に批判し,今後のあり方を究明

した。

国 土 社

"
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機 構 学 習 と 教 具 の 活 用

/Jヽ 清池

1.機構学習の重要性

機械は機構から構成されている。 2年生の機械学習

では,単に機械要素面の学習だけでなく,機械 という

ものを機構的立場から理解できる能力を育てることが

大切である。機構学習は3年生のエンジン学習と結び

つけてということでなく,機械要素面の学習と一体的

に取 り扱うようにしたい。機械要素について,締結用

軸用などと単に分類的に種類を生徒に学ばせても,そ

れは彼等にとって暗記的学習に終りがちである。

分類的なことや種類や名称言己憶的なことで生徒に負

担を加えることは,学習効率面から考えても望ましい

とはいえない。機械要素の学習を独立させて一面的に

扱うのでなく,機構学習と直接関連づけて学習を進め

る方が学習効率は高くなってくる。その場合,機械は

いくつかの機械要素の組み合わせからできているとい

う考え方でなく,「機械は動くものである」という生

徒が最も興味関′さを寄せる面を主体 として学習組織を

考えたい。機械の各部がある決つた一定の動きをする

仕掛が機構であり,その機構を構成するものをなして

いるものが機械要素である。こうした観点 か ら考 え

て,機構学習と機械要素学習は,分離した扱いをする

のでなく一体的に取 り扱うこと′が必要である。

前述のように,生徒が機械 というものに興味関′いを

寄せる最大の点は,「機械は動くものである」という

ことである。機械自体の生命もこの「動き」にあるの

である。この動きを中心とした学習こそ機械学習の第

一歩とlン て最も重要なものであると考えている。

機械学習において,取 りあげるべき内容はいろいろ

あるが,今日ややもするとおろそかに扱われがちな面

として一つの問題がある。それは機械の学習を一通り

してみたが,授業において教材として取り上げた機械

(た とえば,自 転車, ミシン)以外のものをどこまで

理解できる能力が育ったかという問題である。教材と

して取 り上げたもの以タトについては,「 そんなのは学

校で習わなかったからわからない。」 というような能

力しか育たないということでは大いに問題がある。こ

うした問題が現実におきることの問題点はどこにある

だろうか。それは,生徒に「機械の見かた」とでもい

うべき面の能力が育てられていないところに最大の間

題点があるのではないだろうか。この機械の見かた,

あるいは機械のしくみを追究する芽を育てることが機

械学習の目標 として忘れられてはならない大切な側面

であると考えている。これは前述の機構と機械要素の

学習を一体的に扱い,機械の動きを主体的に取 り扱う

ことを重視する考えと,全 く同じ立場に立つものであ

る。

機械を理解する能力を育てるには,機械を構成する

機構面に関する学習に力を入れることが欠かせない問

題である。機構面に関する学習に積み重なりができて

くると,教材として取 り上げた機械だけでなく,広 く

世の中に実在する種々の機械類を理解し追究する芽が

大きく育ってくることが期待できる。

機構面に関する学習を重視するとはどういうことか

その中身についての説明を少し加えておくことが必要

である。それは,機械を理解する能力を高めるには,

機械各部の形 と組み合わされかたや,その組み合わさ

れかたによる運動のしかたやその変化を中心とした学

習を重要視することを意味する。その場合●機械を全

体的に見るのでは困難である。機械が運動するために

1ま ,少 なくとも二つの機械要素の組み合わせが必要で

ある。それが組み合わさって,あ る決った運動をする

機構となるのである。そこで機械を分析的に扱い,簡

単な部分から複雑なものへと段階を追って学習を進め

るようにする。簡単なものから複雑なものへとはつぎ

のようなことである。最初は,基本的ないくつかの機

構 とそれを構成する機械要素について理解を深めるよ
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うにする。つぎに,一つの機構だけでなく,機構 と機

構の組み合わさったものに学習の次元を高めその運動

関係を追究するようにすることである。こうした学習

を重ねることによって,複雑そうに見える機械であっ

ても,その機構 と運動関係はいくつかの単純なものに

分けて理解することができるようになる。こうした能

力を育てることは,機械一般のしくみや働 き,取 り扱

いや故障点検,あ るいは分解組立関係にまで大きく発

展する基礎をなすものであると考えている。

いろいろと述べてきたが,私が機械学習の第一歩 と

して, とりわけ機構面に関する学習を特に重要視した

いのは,以上のような考えに立っているからである。

2.教具の学習上における意義

機構学習を進めてゆ く上でキま,静的教具より動的教

具の方が望ましいことはいうまでもないことである。

したがって,こ こでは機構学習用模型教具についてふ

れてみたい。

模型教具の意義を考えるとき,学習の効率性を高め

るものであると同時に,思考を深め原理性や法則性を

追究する上で生徒に興味 と学習意欲を強力に喚起する

役割を演じて くれるものであるといえる。実物の機械

に取 り組んでの学習は当然必要であるが,実物一本や

りの学習だけでは,思考を深め,ね らいとする学習の

原理性,法則性 といった基本的なものを追究すること

が困難になる倶J面が出て くる。そうした場合,学習し

やすい形にまとめたものがほしくなる。それが学習用

模型やそれに類する教具類 ということになる。学習し

やすい形態をもっていることが教具においては必要条

件であるから,その条件をそなえた教具類を学習の場

に導入することは,指導者にとっても,ま た学習者に

とっても,能率の良い学習進行が可能 とな り,そ こで

追究された事項や追究の方法,その態度 といったもの

も定着される率が高 くなるといえる。つまり,教具の

活用によって,学習の効率性が高まるということであ

る。

教具を学習の場に導入することの意義は, この外ま

だいろいろ考えられると思 うが,こ こではこの程度に

とどめ,その他については読者のかたがたに検討して

いただ くことにしたい。

3.教具活用の具体例

最近,生徒に創造的能力を育てることが特に強調さ

れてきている。それ自体大いに結構なことであるが ,

生徒以前に教師そのものが創造的存在でなければなら

"

ないと考え,わ たくしlま教材やカリキュラムの検討 と

同時に教具の考案富「 Fに工夫をこらすように努力して

いるcその一例 として写真 1に示すようなものを作っ

てみたので,こ れを中′いとして話を進め参考に供した

いと思 う。

この機構模型を作る上で特に意図した点 |ま ,一つの

板面上でいくつもの機構学習ができるようにしたこと

その場合,各機素の組み合わせおよび変換がたやす く

できるようにしたこと,各機素の説明や生徒 との間の

や りとりをしやす くするため各部を色彩を変えて塗装

したこと,各部 lま 少々の力で lま変形や破壊に達しない

ようじょうぶに作ったこと,各部つ大きさも学習上理

解しやすいよう適度の大きさに作ったこと (板面の大

きさ約500mm× 700mm)な どをあげることができる。

〔写 真  1〕
つぎに,こ の教具を学習上のどの場面で活用するか

についてふれてみたい。教具をどの場面で活用するか

はいろいろ考えられるc導入場面で使 う場合,学習を

深める段階で使 う場合,学習のまとめの段階で使 う場

合などが考えられる。またそれらの間で重複して使わ

れる場合もある。これらのどの場面で使 うのが最も効

果的であるか というようなことキま決めがたい問題であ

る。どの場面で使 うのが最も効果的であるか lま ,教具

のもつ性格や指導計画の組みかたによって必然的に異

なってくるからである。わたくしのこの教具の場合lま

学習を深める場面で主 として活用することをねらいと

している。

学習を深めるために 1ま,それ以前に何かたねがなけ

ればならない。そのたねをどこに求めるか。この教具

の場合,そ⊃学習のたねを実在の機械に求めることに

している。したがって,機構面に関する学習をこの機

構模型十ンリーでおし進めようと考えているので 1ま な

い。実在の機械にたねを求めるとlま どういうことか。

いきなり,機械 とlま , とか自転車の構造 と各部の名称
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とか機械要素の種類 とその使われかたといったものを

言葉や文字で教えるのでなく,それ以前にまず実在の

機械に当って各部の実態をつかませるようにすること

から機械学習のスタートを切らせる。実態t知 らずに

教科書の写真や図,教師の言葉や図示によって学習を

進めても,生徒には理解が困難である。それ lま結果的

に学習の効率性を低下させることになる。実態を知っ

ている場合と,そ うでない場合とでは,追求的な学習

態度に大きなt差異が生れることは,われわれ自身の経

験でも容易に想像のつ くことである。そこで機械学習

の第一歩を実在の機械に取 り組んで各人が直接調べる

ことを必要視するわけである。その場合,機械を全体

的に調べることは困難であるが,各部分に分|ナて考え

させるようにする。運動が伝わるために|ま ,少なくと

も二つの部分が必要である。二つあるいlま それ以上の

ものが組になって一定の動きをするように な って ヽヽ

る。その簡単な一組となっている部分について,その

形や組み合わされかた,ま た一方を動かす とき,他方

がどのように動くかを調べ,それをノートにステッチ

させ必要に応じて,簡単な説明を付記させるようにす

る。しかし,機械各部を洗いざらい調べるので 1ま な

く,つ ぎの二点に関係する部分を調べさせる程度で済

ませるのがこの場面で 1ま 生徒に混乱を起させなくてよ

いと考えている。①回転する動きが他方|こ 回転する動

きとして伝わる部分。②一方が回転するのに対して他

方が回転以タトの動きをする部分。この二点について,

自転車,ミ シンに限らず,学校に実在する末0金工関係

の工作機械その他,中古のせんたく機,ン コードプレ

ーヤなどについて上言己の観点から,グループ号」に平行

回転学習式に各機械を調べさせるようにする。こうし

た学習を基礎にして,つ ぎにあげるような方法で,機
構模型を活用しながら学習を深め,発展させるように

する。

写真 1に示した教具を使っての学習例に話を移すこ

とにする。写真 2,3,4はぃずれも写真 1の 一部をアッ

プして示したものである。回転する運動を他⊃部分へ

回転する動きとして伝える場合の例を教具の板面上に

再現させたものである。写真 21ま大きい草つ倶」へ小さ

い車側の軸を移動させて接触するようにしたものであ

る。「これが摩擦車にょる伝動機構の例です。このよ

うな仕組で伝動するものに調べた機械の中でどんなも

のがあつたか。」 といった学習で終らせないようにす

る。ここで教師の発問やグループ間の意見交換などを

通して,終局的につかませたい点として1ま ,つ ぎのよ

うな点を考えている。①二つの車を互に接敏させ摩擦

〔写 真

〔写 真

〔写 真  4〕

抵抗によって動力の伝達が可能であ り,い ろいろな個

所に実際に使われていること。 (摩擦車とその利用例

一一 ミシンの糸巻装置,ン コードプンーヤのターンテ

ーブルの ドライブや 4ス ピードなどの速度変換 ,自 転

車のタイヤの回転を使っての発電機の回転,そ の他テ

ープンコーダ等)②原動車,従動車間の回転数の関係。

(い きなり計算式をもち出すのでなく,実際に車を動

かして見て回転比が何によって決まるか考えさせる。

教具 lま 大の車を200mm,小 の車を100mmの 直径に作

り,小の車が 1回転するとき大の車 lま半回転しかしな

いことが童観宮tに わかるようlこ 色分|ナ して塗装してあ

る。またここで 1ま ,前記の使甲例などと関連付|ナて
,

なぜ大きい車や」ヽさい車が使われるのかも考えさせる

ようにするc)③接構,機械要素 (慢素)についての

理解。 (こ つ摩擦車Э場合,一方の動きに対して他方

がある決 った一定つ動きしかしない。この場合」ヽ車の

1回転に対して,1と 方の大車 |ま半
=転

しかしない。こ
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れは誰がやっても同じで,人 にょりあるいは動かしか

たによって違った りすることはない。このように一方

を動かしたとき,他方がある決った一定の動きしかし

ない仕掛を機構 ということや,大 車小車のように機構

を構成するために素 <も と>をなすものをそれぞれ機

素 ということを今後の学習の基本 として理解させるよ

うにする。)④ 単に摩擦車の範囲内だlナ ことどまらず

歯車への発展の糸日とする。 (摩擦車では大きな荷重

の場合カラ回 りする久点がある。それをなくすために

両方の車にギザギザをつ |ナ たものが歯車であることを

つかませ,摩擦車の場合 と関連づ |すて,回転比の問題

モジュール,歯車の種類,その特性など,実際の機械

で調べたことや各種歯車見本をもとにして細部学習を

ほ りさげ るようにする。)

写真 3,4は ,見ておわか りいただけるようにベル ト

伝動機構のベル トがけの違いを示したものである。こ

こではつぎのようなことがらを学習するようにする。

①ベル トのかけ方 と回転方向。②ベル ト車の直径 と口

転比。③ベル ト車やベル トの種類 と動力の特性c(ミ
シン,自 動かんな盤等のベル ト車 とベルトの実物を示

し,教具のような平ベル トとその車の形状を比較し
,

それぞれの特性 とそれに応 じた使われ方の相違を追究

する。)④ ベル ト車 とベル トによる伝動から,チ ェー

ン車 とチェーンによる伝動へ学習を発展させる (ベ ル

トによる伝動の久点をなくすために考え,出 されたもの

が何であるか ? といったことをもって,チ ェーンヘ

の発展の糸日とするc)。

これらの学習に続けて,自 動車,船のスクリュウ,

ミシンの上軸,その他工作機械類のように軸にょる国

転運動の伝達に関する面も取 り上げるようにするc

以上各'種の動力伝達方法の特性を比較研究し,なぜ

その機械のその部分ではその方法を採用しているか検

討させるようにする。その場合,一面的な検討でなく

その機構あるいは方法がそこに採用されている理由を

動力伝達上の力学的な面,回転数や回転方向の面,操
作上の機能的な面,設計製作上の経済性の画等から多

面的に検討させるようにする。今まで-1受 にこうした

面についての学習はあまり深められていないように思

われるが,単 に機構や機素の種類的学習だ|ナ でなく,

上記のような観点からも機械を理解する能力を育てる

ことは極めて大切なことであると考えている3

また,回転運動の伝達 とトルク (回転力)の面にも

ふれるようにする。その方法 |ま ,写真 2, 3, 1の 内

のどの状態を示してもよいのであるが,小車大車どち

らの側を原動車 とした方が少ないエネルギーで相手を

3σ

動かすことができるかを考えさせるようにする。生徒

に直観的に判断させると,意見 |ま ほぼ半半 に分 かれ

る。そこで写真 2の 場合を使って両方の車に示してあ

る黒つ単線が一直線に接触するように教具をセットし

て,両方の車の半径の大小と力の関係を考えさせるよ

うにする。このヒントを与えて再び意′見をうかがうと .

正解の考えのできるものがやゃ増力1し てくる。そこで

どちらの考えが正しいかを,計算式などによらず,感覚

的に判断させるようにする。その方法 lま 下の第 1図に

示すように長さの違った榛状のもの),鉛筆な どでも

よにヽ),を 弓意し,長い方をクラスの中で力のありそう

な生徒に,短 い方を力のなさそうな体の小さい生徒に

〔第 1図〕 〔第 2図〕

それぞれ端の方をもたせ矢印方向に力くらべをさせて

みるこ結果lま短い方をもった体の小さい生徒の方が相|

手より少ない力で上に押し上げて容易に勝つことがで

きるここれによって直径の小さい方の車 (歯 車 も含
‐

む)が原動車側になった方が相手側を楽に動かすこと

ができることを理17さ せるようにする。またベルトや′

チェーンの場合も同じような力くらべの実験でたしか

めることができる。その方法 lま第 2図に示すように長:

短の体状179も のを用意し,その先端を少し丈夫なひも

で結び,前 と同じよう|こ二人の生徒に力くらべをさせ

てみるc結果|ま 第 1図の場合と同じことになる。この

学習lま これだ|ナで終らせず,こ うした考えで相手を楽:

に動かすことの実例をサイクリング月自転車, 自動車:

オートパイ,ス クータ等の変速機や ウイ ンチ (巻揚i

機)な どについて簡単にふれるようにする。

以上の回転伝動面の学習に続くものとして,次の段

階でlま ,回転する軸を支える軸受を取 り上げるように

するこ写真 1に示した教具でlま軸受について特に学習
i

しやすいように工夫 :ま してないので,すべ り軸受,玉 :

軸受,こ ろ軸受の実物や戸草等を用意し,あ わせて
,

第 3図 |こ 示すような補助教具を使いながら学習を進め

るようにするこ軸受の学習で特に主力をおきたい点と

してつぎ0こ とを考えている。①各種軸受と摩擦抵抗

およびエネルギーの損失。②各種軸受と荷重の問題。

③各種軸受と摩耗の問題。これらの学習に取 り組むに

は第 3図 lこ示すような教具む舌甲する。CIま板を二枚
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①

〔第  3 図〕

重ね合わせ,矢印方

向に動かし,すべ り

軸受を,③ lま二枚の

板の間に丸捧 (チ ョ

ークでもよい)をは

さみ,こ ろ軸受を,

Ctま二枚の板の間に

玉(ビ ー玉,卓球のボ

ール等を利用)を |ま

さみ,玉軸受を,そ

れぞれ上言この観′点か

〔写 真  5〕

ら原理的学習を取 り上げるようにする。③は面接触 ,

③は線接触,③は′点接触することに気づかせ,上記①

～③のような学習を追究するようにする。

つぎの段階の学習としては,回転運動から回転以外

の運動を作り出す機構の学習に取 り組ませるようにす

る。その場合は,上の写真 5に示すようなものを教具と

して活用する。これは写真 1の 板面上を組み替えたも

のである。最初は写真 5の ようにベルトがけをした状

態でなく,ABcだ けを組み合わせた状態を示すよう

にする。Aを回転させるとcが首振 り (揺動)運動す

る。これと同じような動きをするものに,以前調べた

中でどのようなものがあったかたしかめてみる。裁縫

ミシンや糸のこミシン,か くはん式電気せんたく機等

を気づかせることが可能である。実際の一例 としてか

くはん式電気せんたく機の機構部と教具のABcと を

対比させて,な るほどと実例を再確認させることがで

きる。しかもその場合大した言葉の説明も必要としな

いで教具と対比させることにより容易に理解させるこ

とができる。 (か くはん式せんたく機は今日余り使わ

れなくなっているが,C部下端の軸部が Cの揺動によ

って半回転的運動を繰返す。その運動を使ってせんた

く槽内のかくはん翼を半回転運動させるようになって

いる。)ま た,扇風機の首振 り機構もこれ と同じ仕組

になっていることにも気づかせる。 (C部 に扇風機本

体を直結させてある。)こ のように,棒状のものを使

って原動側の動きを従動倶」に伝える仕掛を リンク機構

ということを理解させるようにする。また,組み合わ

せに使っている一つ一つの体を リンク (リ ンクとは木

来つなく
゛
とか連結する物 といった意味をもった言葉で

ある)と いうことや,回転する側の棒をクランク,揺

動する側の棒をてこ,両者の間をつないでいる体を連

接捧 (コ ネクティングロッドまた lま 縮 め て コンロッ

ド)と それぞれ呼ばれていることなども理解させるよ

うにする。そこで リンクとは捧状のものを組み合わせ

〔第 4 図〕

たものであることを

もっと明確につかま

せるために,最 も一

般に使われている第

4図のようなリンク

機構の模型を使って

―

〔第  5 図〕

理解させるようにする。

また,ク ランクとlま 曲がった柄 とか,曲 がった柄で

回転させるといった意味をもつもので,そ の 言 葉 通

り,現実の機械に使われるクランクlま第 5図 に示す よ

うに, コの字形あるい |ま L字形に曲がったものが使わ

れていることを理t了 させるために実物または針金で曲

げたものを提示するようにする。実物 としては裁縫 ミ

シンの上軸のクランクやピットマンクランク,エ ンジ

ンのクランク,自 転車のクランクなどを活用する。 リ

ンク機構 |ま第 4図 のように基本的|こ lま 4本の体を組み

合わせたもので,それ以タトの 3と か 5本の体を組み合

わせたもの lま ,一方の動きに対して他方が一定の動き

をするものにならないので機構 とな りえないことを簡

単に実験でたしかめるようにする。

以上のようなことを基礎 として, リンク機構学習 と

してはつぎのような諸′点を取 り上げるようにする。①

4本の体を組み合わせたリンク機構 lま , 4本の棒の う

ちどれを固定し, どれを原動債jにするかによって,い
ろいろと違った動きをする機構になること。②その種

類 として,て こクランク機構,ス ライダクランク機構

両てこ機構,両 クランク機構を扱 うようにするc(こ
こで,写真 5に示した リンク機構 lま単に回転運動を揺
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動運動にかえるだけでなく,その逆のことも可能であ

ることをたしかめるようにする。この項の学習 として

は,て こおよびスライグについては,写真 5や第 4図

の教具およびその他の任[型 教具を可能なかぎり多く使

うようにするが,両てこ,両 クランクについて (ま ,第
4図の教具だけで簡単に扱 うようにするこ)③ それら

の機構の実用例 としてはどんなものがあるか考えてみ

る。 (て こおよびスライグについて |ょ 生徒の感覚でも

充分いろいろの例を考え出せるが,両てこおよび両ク

ランクについてはいろいろ実例があるに1ま あるがわか

りやすいもの として,第 6図 に示すような自動車のか

じとり,蒸気機関車の動輸部の例などをあげる程度に

す る。)④ リンク機構 |ま リンク (棒)の寸法によって

〔第  6 図〕

それぞれ運動量 (運動範囲)が異なることについての

理解.(て こおよびスライダクランク機構の場合につ

いて法則性をさくつ 出させる。写真 5の 教具 iま 各部の

寸法をかえられるように作ってある。また第 5図に示

し,生 ようなクランクを針金で,い (つか寸法 `D違 った

ものを作 り,それを使って実験してみることも扱 うよ

うiこする。)⑤ てこクランクやスライダクランク機構

を応用してどのような仕事をさせる機械を作ることが

できるか考えさせる。 (画用紙 と画鋲などで リンク機

構を各自に作らせ,宿題 として考えさせるとなかなか

おもしろいアイディアが出てくる。基本学11を創造的

に発展させる意味からも意義があるj)

つぎの学習で 1ま ,カ ムを使った機構学習を写真 6に

示す状態に板面を組み替えた教具を使って 取 り上 げ

る。写真 61ま,連接棒およびてこの リンクを取 り(まず

して大きい車の倶I面 :■ ,厚 き約20mmの 末装の板カム

をボ′レトで締結したちのである.板 カムの上方には,

黒 く見える木製の角体を金属製の筒 (白 色に見える部

分)で 支えるようにしてある.右 倶Iの 小さい車のハン

ドルを使ってEF_iさ せると,カ ムが大きい車 と共に回

転し,黒 tD角 体が直線運動を繰返えす。これを使って

カムおよびカム機構の基本を理解させるようにする。

Cこ の教具を実際 l■動かして,なぜ回転する運動が直

線的な運動に変わるのか考えさせる。 (大 きい車の側

面に取 り付lす た板 lま ,軸の中′心点から周辺 までの距離

が一定でな .(,少 しずつ寸法の違っていることに気づ

かせるcそ :Dこ とが一目見て直観的にわかるように
,

カムの軸穴を中′いとした基礎円とそれ以外の周辺部 と

|ま違った色で塗装仕上げしてあるЭ)② 黒の角棒が上

下運動する分量 (寸法)lま,どの部分の寸法に影響さ

れるか考えさせるc(カ ムの軸の中′いから周辺までの

最大寸法から,基礎円の半径寸法をラ|いた寸法分だけ

棒が上下運動することに気づかせる。そのことを実潰J

寸法によって計算し,体の運動量 と一致することをた

しかめさせる。)③ このように軸穴の中′いから周辺ま

での寸法が各部によってそれぞれ異なるもの を カ ム

(平面白′tな 板状になっているから特に板カム)と いい,

これを使って 1止 に運動を伝えた り,原動側 とは違った

動きを従動側に作 り出す機構をカム機構 ということを

理解させるcC写紙を切 り抜いて作った,い ろいろな

形のカムを示し,それぞれの場合,従動側にどのよう

な動きをf乍 り出す ことができるか考えさせるc⑤逆に

従動倶lの 動きを示し,その動きを作 り出すにlま どのよ

うな形にカニ、を作ったらよいか考えさせる。 (こ こで

カム線図 Lカ ムの設計についてふれる。)⑥ カムによ

って作 り出された運動によって どのような仕事をさせ

ることができるか考えさせる。 (生徒の意見をいろい

ろうかがったあとで,教具を使ってその例を実際にた

しかめてみるこ)こ の教具で 1ま二つのことが実演でき

るようになっている。その一つは写真 6の 場合で,黒
の角棒の直線運動によって,L形のてこlま揺動運動を

起 こすcL形つてこlま金属体で作 り,それに電流を流

し,そのてこが揺動する範囲内にもう一つ金属片で接

点を作 り電源倶1に配線しておく。小さいベル ト車のハ

ンドルをまわす とカム機構が運動し,金属のてこ (ン

バー)が揺動する。それによって接点が開閉し,板面

上の赤のパイロットランプが点減するといった仕組に

作ってあるc電源 lま A c 100Vを 使い,途中ベル トラ

38

〔写 真
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ンスで 6Vにぉとし,パイロットランプおよび接点に

配線 してある。 トランスは板の裏面に取 り付 け て あ

る。 (こ の機構はエンジンの断続器接点の作動機構の

学習にも活用するc)

もう一つは,写真 7に示すものである。これは,すべ

り台的なものの溝内に木製丸棒を切断したものをなら

べ,小のベル ト車 2回転につき 1個ずつ押し上げ左側

にころが り落す仕事をさせるようにしたものである。

これらの基本学習を済ませたあ とで,⑦ カムの種類

と,上記外のカム機構について学習するようにする。

以上のような観点および方法で基礎学習を行ない
,

このあ ともう一度実物の機械に取 り組んで,今までの

学習を総合的にたしかめ,機械 というものを機構およ

びそれを構成する機素の立場から理解し追求する能力

を育てるようにする。 (締結用機械要素その他につい

ては,別の立場から扱 う。)

(東京・ 目黒第八中学校教諭)

大 会 こ ぼ れ 話 (1)

<妻をめとらば,>機械分科会に東京から参加した

K氏。彼独特のすぐれた,ア イディアと品性で,完
成した自作教具が参加者をうならせた。説明中,突
如として拍手がおこったというから相当なもの。機

械分科会だけでなく,全国の読者にも紹介 願 い た

い。前おきが長くなったが,本論に入ろう。第一日

の夜,K氏をたずねた 1人の美人があった。ところ

が,その美人は手に 1つの機械模型を持っていたと

いう訳である。大会役員その他は多少気にしていた

が忙しさに多くの関心を払わなかった。あとでK氏

を追求したところ,それは彼の愛妻であった。これ

だけなら驚くにあたらない。実は彼が大会参加で忙

殺されつい遠′いクラッチ模型を忘れてしまったとい

う次第。御主人のK氏が大会でさぞ困っておいでだ

ろうと奥様が,子どもをあずけて,その模型を持っ

て,はるばる東京から花巻まであとをおい,模型を

届けたという次第である。聞き入る者ども,全 く感

激。羨ましがることしきり。みちのくになけなしの

財布をたたいて参加したひとびとの中には,た とえ

形はちがってもこうしたK氏のような例も少くない

と思われる。有がたいのは妻の協力であり夫の協力

なのだ。こうした隠の力が, 日本の教育をささえて

いる大きな力だと思う。独身者よ/妻をめとらばK
氏のような妻をめとられよ。民間教育運動の中から

カップルが誕生することもまたすばらしいことと思

う。 (M)

大 会 こ ぼ れ 話 (2)
一一政治のさばく一一

農村出身のS氏。 みちのくの自然に感激。こう

した大自然がやはり立派な人物を生むんだと力説。

東京はなんじゃ。おれたち子どもの頃から「水飲

百姓のせがれが中学へいくって」などといためつけ

られて来た。ところがどうだろう。東京じゃ水さえ

のめねえんじゃないか。政治のさばく東京 都 であ

る。

原子力時代だなどといいながら,都の役人が「雨

乞い」とはなんとなさけないことやら。科 学 が泣

く。

この美しい山河にも働き手がとどまらぬ。なぜだ

ろうか。農業を農民を切捨てた政治がそうさせたの

だろう。出かせぎ農民が帰らぬという。帰りたくと

も金が残らない。農繁期に帰ったら失業保険ももら

えなくなる (池 田発言 8月 18日 “季節労働者が失業

保険を受けるのはおかしい。これまでの6カ 月以上

を 1年以上働いたものにあらためるべきである")。

としたら,農業で食えない農民はどうするのか。低

賃金労働者の大量生産をねらっていることには間違

いない。啄木の歌ではないが「働けど働けどわがく

らしらくにならざりき」である。美しい山河。そこ

にこうした政治のさばくがある。東京で水がのめな

いだけではない。 (0)
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測 定 器 の 使 用 法

糸己 男田

〔1〕 単元設定のねらい

(1)回路計は, 日に見えない電気の働きをとらえる

ための道具である。

電気学習では, 日に見えない電気の諸現象を,感性

にうったえながら本質的な理解に深め,さ らには現実

的理解にまで高めなければならない。回路計は電気の

示す諸現象を明確にすると同時に,電気を量的にとら

えることのできる道具である。

9)回路計はそれ自身,電気現象の法則をもってい

る。

回路計の原理は,電気の最も基本となる法則,いわ

ゆるオームの法則が適用されている。この単元では,

なぜ目に見えない電気現象をとらえることが可能なの

かを理解することが必要である。

(3)回路計の原理と使い方の学習は電気学習の基本

となるものである。

電流の作用を大きくわけると①発熱作用 ②磁気作

用 ③化学作用になる。これ等の具体的な学習を進め

る場合,実際の場面で使用されるものである。

〔2〕 単元の教授計画と時間配当

§1.電気理論の基本 〔10時 間〕

〈1〉 電気と電子

〈2〉 電流,電圧,抵抗とその基本法則

:荀…印
4.電流,電圧,抵抗の沢1定法

<本時>…… 4時間 第 1時

5。 電力と電力量

〈3〉  ぢむ充

§2.電流のはたらき 〔27時間〕

〈1〉 屋内の配線

〈2〉 発熱作用とその応用

卵

〈3〉 化学作用とその応用

〈4〉 磁気作用 とその応用

§3.電 気通信の原理と電波の利用 〔28時間〕

〈1〉 電気通信の原理

〈2〉 真空管のはたらきとその利用

〈3〉 電i皮 とその利用

§4.電 気産業発展の歴史 と展望

〔3〕 本時の計画

1.〔電流,電圧,抵抗の測定法〕一一第 1時 目一一

2.主 題設定の趣旨

前時まで電流,電圧,抵抗の概念にもとづいて「オ

ームの法則」「電気回路」「抵抗のつなぎ方」の学習

をしてきた。その発展として,「電流,電圧,抵抗の

沢1定法」を教授しようと計画した。電気工学 といわれ

る分野からの分類によると,,貝 1定 計器 として,別個な

とりあげかたをしているが,計器類は原理的にみてオ

ームの法則,そ の中でも「分流二にもとづ くものであ

り,ま た,電気の諸現象を学習するにあた り,電気理

論の基本の教授計画に組まれるものであると考えた。

計器類としては電流計,電圧計,抵抗計など個々に

存在するが, ここで|ま ,それ等が総合した型で存在す

る「回路計」をとりあ|ザ ることにした。

3.ね らいと課題

(1)ね らい

C 回路計の原理,構造について理解させる。

2 回路計の使用法を理解させる.

(21 課題

0 本時は「沢l定法二の最初の時間であるЭ回路計

のしくみとして,電流計が中に入っていて,オ ー

ムの法員1が 分流器によって成 り立っていることに

注 目したい。したがって,本時では回路計の使い

方 とい うよりは,む しろ回路計が成立している条

件を学習するようにしくまれている。

竹



実 践 的 研 究 ―一 一
② そこで本時では抵抗計としての原理,使い方に

中心をおいて,分流ということを学習しようとし

ている。そこで,ま ずオームの法則をきちんと整

理しながら教材のもっている系統性に従って授業

を組もうとしているものと,生徒の観察実験を中

心として授業を組もうとしたものの, 2つの展開

のし方がある。ここで,そ の 2つの授業の組み方

について,教授=学習過程からみて比較し,検討

していただきたい。

③ 使用する回路計は本時に不必要な箇所はテープ

でかくすようにした。これは生徒の思考が混乱し

ないようにするためと,回路計の保護のために試

みたものである。

4.留意点

展開の 1

(1)授業の方法

① 展開例 1は,具体的現象一―法則性の追求一一

実験による検証一一適応という思考過程を中心に

授業を組んだ。

② 展開例 2は,生徒の経験の整理一―法則性の追

求―一実習一―適応という思考過程を中′心に授業

を組んだ。

③ いずれも講義,観察,実験・実習,ま とめのテ

ス トなどとりあげたっ又 4～ 5名によるグループ

編成をとった。

(2)準備

・回路計 (ジ ヤック型,ロ ータリースイッチ型),導

線,ラ ジオ抵抗

いずれも各FJE数に 1個ずつ。

回路計の機能

回路計の種類

実習観察 <抵

抗計の原理 と使

い方 >

(1)回路計 |ま どんな役割をするの

かその概略を知る

実物を見ながらジヤック式 と

ロータ リスイッチ式のあること

を知 る.

指示に したがって実習 し指針

の動きを考察する.

i 銅線の端にテス ト棒 をあて

た時の指針のふれ

ラジオ抵抗の両端にテス ト

棒 をあてた時の指針のふれ

観察の結果を発表 し,整理す

る^

i 銅線のときの指針のふれに

て)ヽ
‐ヽ
で

11 ラジオ抗抵のときの指針の

ふれについて

二つの現象を比較 しながら考

察していく。

i 指針がふれたことについて

ii 指針が大きくふれたことに

てDい て

才旨

'十

ん` /」 さヽく

ついて

こ と

市 ォ_ム の法貝」が成 り立って

いることを発見する。

v ォームの法員1に ついて整理

する。

(1)回路計の概IIIに ついて簡単

にふれる。

(21 実物をよく観察させその特

徴を比較させる。

(3)回路計のとり扱いについて

充分に指導するっ

0回路計の不必要な所に(ま テ

ープを1ま っておく↑

{4)現象をよくとらえているかど

うか質問しながら整理 してい

くЭ

(5)回路計の中に |よ 電源が入 っ

ていること^

0回路が成 り立つ とオームの

法則がま り立つ

５

分

１０
分

12)回路計

(3)各班に回路

計,銅線,ラ
ジオ抵抗

結果の整理

(5)結果の考察

・５
分

4J

学 習 内 容 と 活 動 時

　

間
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※(6)抵抗計 とし

ての回路

(7)目 盛の読み方

再実習

結果の発表

まとめ

(6)実習した時の回路について,

オームの法則を適用しながら考

察する。

i 銅線の場合

ii ラジオ抵抗の場合

(7)目 盛のきざみ方 とオームの法

則を結びつけて考察する。

i 目盛を観察する。

ii Iの 大きさが,Rの大きさ

におきかえられている事を発

見する。

(8)(3)と 同じことをして目盛を読

む。

i 銅線の場合

il ラジオ抵抗の場合

(9)結 果を発表し整理する。

i 銅線の場合一一導通テス ト

il ラジオ抵抗の場合一一抵抗

値の測定

仁0
0抵抗を測定する

・ 直流電圧計 としての原理,使
い方

(6)電流の大きさを比較 しなが

ら考えていく。

・ 可変抵抗はラジオのボリウ

ムと結びつけ, OΩ調整を

説明する。

(7)電流の大きさを,抵抗の大

きさに換算していることに気

づかせる。

OΩ調整を忘れないよ うに

目盛のどこを読むのか

19)ラ ジオ抵抗にテープがはっ

てあるので,テ ープを とらせ

る。

uO 軽くふれる

・後かたずけ

(1)回 路が成 り立つ時に電

流が流れることを明確に

する。

(2)回 路が成 り立つ ときは

「 オームの法則」が成 り

立っていること。

５
分

５
分

５
分

５
分

(7)回 路計

回路計

0同線, ラ

抵抗

伍0 次時の予告

(注 )

〔1〕 (5)結果の考察で「オームの法則」の発展として分流器の学習を展開の 2の方法でとり入れていけば,

効果的だと思う。

〔2〕 測定時に生ずる誤差の原因については,次時にとり扱 う。

〔3〕 回路計の中に入っている電流計について,疑間がでてきたら簡単にふれておく。

展開の 2

活   動

学 習 活 動

¨
曙
Ｔ
□
「

上
下

Ｉ

Ｅ

容内習学 時

　

間

５
分

占
い

立思

(1)電流が流れる条件を考え

る。

i 抵抗,電池で回路を作

りあげる

ii 電流はどの方向に流れ

るのか考える

iii 電流 (ま どんな時に流れ

るのか条件を考えてまと

める

(2)R.E.Iの 関係をまとめ

る。

内

″



(3)分流 (オ ームの法則の適

用 )

(5)Iが6の沢1定 能力以上の

時の Iの沢1定

Rl

(6)抵抗計 としての回路構成

(7)実験

I,Iの 回路について

(3)Rが 並列になった時の I

の流れはどうなるのか。

i Iの流れ方

ii Rlが 大の時の 11

11l R2が大の時の 12

iv Rと Iの 関係

(4)電流の浜」定のし方

i 何を使用するのか

ii 回路の中のどこに接続

するのか

(5)IがCの 規格以上の時は

どのようにして測定したら

よいだろうか

i cと Rを並列に接続 し

Iを 分流する

ii Iは Rに反比例するこ

との利用である

(6)次 の回路について考える

i A,Bを 接続 した時の

Iは どのよ うに流れるの

か 。

ii ↑を動かした時の 11

12の 大きさ

ili A,B間にRが 入った

時の Iの大きさ

iv A,B間 にRが ない時

Rがぁる時の Iの大きさ

についてまとめる。

(7)Iと Ⅱの回路を実験 し確

める。

i Rが A,B間 にない時

ii RがA,B間 にある時

の指針のふれ方

実 践 的

(3)Iは Rに反比例するこ

とを明確にする。

(4)2学 年の理科学習です

でに終了している所なの

で,簡単にまとめあげて

ヽヽくc

(5)こ こは(3}の 応用として

分流=反比例の概念が明

確にされる所,分流がで

てこない時は,Rの並例

にもう一度もどる。

(6)な ぜ,上 のような分流

について学習 したのか明

らかにし,本時の学習の

主題に入っていく。

・ 回路計の抵抗計 として

の使い方があること。

・
や

と+は
同 じ意味である

・
三二lirの

調統分
00Ω 調整の必要性につ

いて充分考えさせる。

回路計の取扱いにつ

いて指導する

ii 各班の回路計は必要

以外の所にテープがは

研

１５
分

１０
分

・５
分

究 ―一 一

0回路計

・ 銅線

・ ラジオ抵抗

(4)電 流の沢1定



実 践 的 研 究

(8)ま とめ

(9)次時予告

lil iと ilを 比較 してたし

かにオームの法則が適用

されていることを明確に

する。

市 この結果から, 日盛の

きざみ方,いわゆるRの

大きさは Iの大きさにお

きかえられている事をま

とめる。

(8)

i 分流について

ii きょうの実験の応用と

して導通テス トができる

こと

目盛の読み方

直流電圧計としての原理

られている。

iii 沢I定 物 |ま一本の導線

と 100Ω のラジオ抵抗

である。

市 目盛については読ま

せない。

18)導通テス トについて(ま

概lllを 話す程度。

19)後かたずけ

５
分

<分析と検討>
(1)具体的に授業を展開するにあたっては,教具0教

材をどのような形にして生徒に提示するかということ

が,その授業の内容と質を方向づけてしまう。展開の

1は生徒の認識過程の特性を,感性的なものから本格

的なものへ,さ らに本質的なものから現実的なものへ

と変化していくととらえて授業を組み立てたものであ

る。〔「学習過程」広岡亮蔵著,明治図書,1963参 考〕

展開の 2は生徒の認識過程よりも教材のもっている系

統性を重′点にとらえたものである。

(2)展開の 1は授業のはじめに,具体的な現象をぶ

つけてその現象について,生徒の経験した事柄とから

ませながら考察し,法則性を追求し,それ等を実験に

よって検証するという進め方である。展開の 2と 異な

る点は最初に具体的な現象をとらえさせ,興味をもた

せ,疑間をもたせた点である。すなわち課題を設定し

その課題を解決していこうとする授業である。この授

業では,観察する点をはっきり示し,生徒が本時の課

題以外の興味をいだかないように,特別な考慮が必要

である。また回路計の取 り扱いには充分なる注意が必

要である。

(3)展 開の 2は ,生徒がいままでもっている経験を

誘意的に整理しながら,教材のもっている系統性にし

たがって,授業を組んだものである。したがって,電

流の概念を明確にしてから,オ ームの法則を整理し,

回路計の回路について考察し,実験によって検証する

とい う授業である。この授業では,オ ームの法則その

ものが中′いとなり,論理的授業展開が半分以上を占め

るため,生徒の興味が うすれがちになってくる傾向が

ある。

(4)展 開の 1と 展開の 2での授業した結果をみると

展開の 1の ほ うが生徒の認識過程に合っているようで

ある。とい うのは,授業は常に生生 とした姿で展開さ

れたえず問題を解決 しようとする雰囲気がみなぎって

いた。展開の 2の授業では,上位の生徒は比較的よく

反応を示すが,中以下の生徒たちにとって,たい くつ

で興味のないものとして うけとられた。

(岩手大学付属中学校 )

名



の 記 録

物 を 作 っ 材

現在の技術科教育は多くの問題をかかえて い ま |

す。設備がない,す しづめだ,教材費がかか翫 教
|

科構造がはつきりしない……などかぞえれば,き り|

がないほどです。しかし私たちは教師です。毎日学
|

校にゆけば子供が待っています。子供は何かを求め
|

ています。私たちは何かを与えなければならないの
I

です。問題は問題として「授業」は全国で続けられ :

ています。その授業をなまのままで交換し検討する

必要はないでしようか ? ここにだしたものはその

一例にすぎません。

いろいろな地域で,各種の条件のもとで,それぞ

れの考えのもとに授業が行なわれている と思 ヽヽ ま

す。それを記録し,そのまま編集部に送 って下 さ

い。技術科,家庭科を問いませんc未完のものでも

結構です。お互に交換してゆきましよう。(編集部)

〔主題〕加工 :物を作っている材料

〔ねらい〕 加工学習のはじめに<物を作っている材

料>と いう授業をした。これは,従来なら木材加工
,

金属加工とはっきり分け,木材加工から始め,木材の

性質,工具の知識……などと流すのであるが,私は,

加工学習として統一し,その最初に材料について共通

な考え方を学習させようとした。

〔条件〕 1年男子,45人,実習室,50分

準備したもの…… トタン板,木材,プラスチックス

ゴム,皮 ,軟鋼棒,鋼板,ア ルミニウム,な どの製品

と材料とを手あたりしだいに集めておく。

〔展開〕

教師 :ま えの時間に話したように,技術をわかりやす

く考えると,自然界にある材料を改変力1工 して,

人間の生活を豊かにしてゆく製品を作ることです

ね。その過程に手段としての道具や機械,それに

働らきかける労働が必要でしたね。

(板書する)

1材
料卜↑ ↑ 1製

品
|

賀機  蕎 (役
に立つ)

そこで,物 を作るという技術を勉強するには,

どうしても材料について科学的な知識を持つこと

が必要ですね。そこできょうは<物を作っている

材料>についての共通な見方を勉強 してゆきまし

ようc

教師 :ま ず材料の種類を知っているだけあげてみて下

さい。

生徒 :コ ンクリー ト,鉄 ,金属,アル ミユウム,水 .

水素,酸素,プラスチ ックス,紙 ,ゴ ム,皮 ,木
材……c

多くの生徒が次々に手をあげて答えてゆ く。

教師 :で きた順に板書してゆ く。

ずいぶんできましたが,ま だまだたくさんある

と思 うが, どう整理 したらよいかな,困 ってしま

ったねc

生徒 :先生 ! これは材料でないものも 入 って いる

よc水 :ま材料ではないよ。材料を作っている中の

成分までフ、ってるんだよ。

教師 :そ うですね。黒板に書かれたのをみると,何か

性格のちが うものが雑多にでている感 じですね。

ここで問題にしなきゃならない材料は何かね ?

生徒 :A,品物を作っている部品の材料のことだ よ。

B,だ |ナ ど水素は何にでもあるよ !

※ 生徒の中に|ま理科で学習している物質を構成 して

いる原子や,化合物の成分などと混らんしている。

教師 :こ こでは,材料に含まれる成分,た とえばこの

中で |ま水素 とか酸素 |ま別にしておこぅ。

また水 lま 生活や生産には大切なものだが,水が

品物の中に直接形 となってあらわれることはほと

んどないので,別にしておこう。ここでは特に工

業材料の中で重要だ と思われるものについて選定

していこう。

この中から 3つか 4つ選定して下さい。

石



生徒 :鉄,金属,アル ミニウム,プ ラスチ ックス, コ

ンクリート

※ 生徒は建築材料 としてのコンクリー トの印象が強

いらしい。木材はなかなかでてこなかった。

教師 :そ うですね,金属,プラスチ ックスなどは重要

な位置を占めていますね。

木材はでてこないが,日 本ではまだまだ重要な

材料ではないのかな ?

そこでこれからの授業では,こ れらの材料をつ

かって簡単な作品を作ってゆくんだが, その場

合,材料に対してどんな見方,考え方をしてい つ

たらよいか考えてみよう。

まず材料は種類によって性質がちが うことは知

っているね。そこで物を作る材料 としてはどんな

性質を考え,問題にしてぃったらよいだろうか ?

生徒 :1.じ ょうぶ  2。 もえない 3.か たい

4。 きれい

教師 :板書してゆ く。いろいろあが りましたが,一つ

一つについて少し考えてみようか。まずね,じ ょ

うぶ ということlま どういうことかな ?

生徒 :こ われないこと,長持ちすることです。

教師 :じ ゃあどんな材料をつかえば丈夫で長持ちする

の ?

生徒 :(ち ょっと考えこむ。)やっば り鉄が一番丈夫だ

よ。

教師 :じ ゃあ家でも何でも鉄で作ればよいのでは ?

生徒 :重 くてだめです。カッコ悪いや !

:教師 :ただ丈夫 といっても品物によって目的によって

意味がちがってくるんじゃないかな。

生徒 :う なづ く。

,教師 :かたいということはどういうこと ?

やわらかい方がよい場合だってあるんじゃない

? たとえば木材などはやわらかいからかんたん

に切った り,けずった りできるんじゃない ?

`生
徒 :(し ばらく考える。)使用場所によってかえてゆ

けばいいんだ よ。

機械は木材じゃだめだよ。 (み んなうなず く。)

[教師 :さ て,こ の他にもまだ問題はあると思いますが

特に物を作ることを主眼において材料を研究する

時にこの他にも大切なものがあると思いますが ?

生徒 :考えこむ。

教師 :電線は何でできているか知っていますか ?

生徒 :銅です。

教師 :な ぜ銅を使いますか ?

生徒 :電 気をよく通すからです。

教師 :と ころがね,電気を一番良く通すもの としては

“

銀の方が上なんです。電気を良く通す ということ

から考えると「銀」を使えばいいんですがね。

生徒 :銀 lまねだんが高いから ! たくさんないから !

教師 :そ うですね,安 くてしかもたくさん存在するこ

とが必要です。経済性 といいます。

教師 :さ て材料の持っている性質にはいろいろあ りま

したが,材料の性質を考える場合にはそれぞれの

材料について固有の物理的・ 化学的性質があ りま

す。これ lま ,状態,比重,展性,井,電 気の伝導度

などを考えます。しかしこれだけで 1ま材料 として

の性質 lま不充分で,物体に構成 されたとき,製作

材料 としては,強 さや加工の難易なども研究の必

要があ ります。さきにあげたいくつかも製作材料

としての性質を考えたものです。たとえば「鋼」

という材料一つ とっても製作の目的に応 じて一般

的性質の他に,かたさ,サ ビなどいろいろな面か

ら考えてゆ くのです。

X 鋼について具体的に話す。

教師 :こ れから材料を見る場合,なぜその材料が使わ

れるのか,強 くするためにどこを工夫してあるか

など,ま た作る場合には,その品物が要求してい

る強さ,経済性などを個々の場合に応 じて調べて

ゆかなくてはならないのです。

では時間がきましたので,こ の次は一つ一つの

具体的材料について調べてゆきましよう。

〔感想,問題点〕 子供の考え方 lま実に不思議なこと

が多い。たとえば物を作っている材料 というと水素や

酸素がでてくるし,ま た,金属 と,鉄が並列的にとび

出してくる。学習の目標である材料そのものの概念が

全 く未分化なのである。

ところが一方材料 とlま 何か と説明しようとしても,

今度はこちらの方が, うまい言葉がみつからない。

あらゆる材料を並列的にあつか うと,木材はなかな

かでてこないcプ ラスチ ックスなどは日常ずいぶん便

利なもの として言己憶 しているらしい。

出発が材料 という一般化したものだったので,主題

そのものが抽象的で最後にまとめようがなくなってし

まった。

私 |ま授業の中で,「技術 とは何か」特に材料や機械

生産過程 と労働の関係を話しているが,こ のようなこ

とlま 必要ないと誰かにいわれたことがあったが, どう

しても話の中にでてきてしまう。

(東京都葛飾区立堀切中学校教諭)
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校学 に け

など),織物の芸術壁画についての監督の作品,木工模

型製作工や電気組立工などの作品が陳列された。大読

書ホールも陳列品全部をかろうじて収容することがで

きるほどであった。ここには,優秀な生徒のすばらし

い作品にたいする賞金贈呈についての企業体の多数の

命令や感謝状を入れた掲示板,夕べの催しのために発

行された壁新聞などがかかげられていた。

展覧会は父兄たちに大きな印象をあたえた。集会で

父兄たちはもうけっして平静な聴衆になっているわけ

にいかなかった。第 1回 日と同じように,簡単な総会

で校長が生徒の生産教育の状況について説明し終わる

と,父兄たちや企業の代表者たちは教室に分散した。

数種の職種については座談会が 2～ 3時間 も長 引い

た。この公開座談会で父兄たちは生産教育の課題に新

鮮な興味と理解を示した。いろいろな提案も行なわれ

た。出席者のうちにはこの活動について学校を援助す

る決意を表明する父兄もあった。家庭内での訓育,生

徒の教育と生徒の行動の監督についてなどのテーマで

父兄にたいして多くの有益な助言がなされた。

集会は非常に組織的に行なわれた。もうその後の数

日間に生徒自身が学習と作業について別人のような態

度をとるようになった。多くの父兄は, もっとひんば

んに学校を訪れ, 自分の子どもたちの成績に注意する

ようになった。

集会は企業の代表者たちにもよい影響をあたえた。

生徒の作業について知ったので,代表者たちは,生徒

の生産教育の制度には熟練要員養成のいかにすばらし

い可能性がひそんでいるかを理解することができた。

座談会が終ると,第 7縫製工場の工場長E,P,ポ
リシチュワは,教師たちのところへたちよって,印象

を分かち合った。工場長は,展覧会に出品された生徒

の作品ならびに自分の子弟の生産教育にたいする父兄

たちの態度にたいへん満足した。座談会の最後に学校

職業オリエンテーション活動 (2)

4.職業オリエンテーション活動における

学校と父兄の結びつきの利用

生産教育が学校の生活にしっかりと根をおろした現

在, 8学年の生徒たちは, 8年制学校卒業後,中等総

合技術教育のみならず,生産熟練資格をもうけるため

に,生産教育をともなう中学校の 9学年に進学するに

あたって,未来の職業選択にますます考え深い, しん

けんな態度をとりつつある。

学校活動の改革は,生徒の普通教育科目の習得にも

よい結果をもたらし,点数も目立ってよくなり,授業

規律も向上した。

生産教育の状況について生徒の父兄に詳しく知らせ

るために,後援企業体代表者・教師 0生産教育指導者

と共同で全校父兄集会が組織された (レ ニングラード

市第165中学校)。

集会のために,生産教育過程で生徒たちがつくった

工業製品の展覧会が準備された。はじめに父 兄 た ち

|ま,展覧会を見て,生産教育の状況について学校当局

の簡単な説明を聞いてから,それぞれ教室に分かれて

集った。これらの教室では企業体の代表者,専門教育

担当教師と父兄たちとの活発な座談会が開かれた。こ

の集会から去るとき,父兄たちは, 自分の子どもたち

の生産教育について別人のような態度をとるようにな

っていた。

新学年度にこのレニングラード市第165中学校では,

再びこのような集会がひらかれた。これには350名 以

上の父兄と32名 の企業代表者が出席した。後援企業体

代表者中には, 工場長, 技師長, 職場長, 党組織書

記,工場委員会議長がいた。教師たち,生産教育指導

者 も出席していた。生徒の作品展覧会が大きな興味を

よんだが,こ の展覧会には縫製職場の製作品150点 以上

(完全に仕上がった純毛婦人服,ワ ンピース,ス カート



当局は,学習縫製職場の拡張について取 り決めができ

たが, これについてはこの学校の上級生たちがもうず

っと前から念願していたところであった。

5。 職業オ リエンテーシ ョンの手段として

の読み物の利用

まだ数年前までは,173と んどすべての生徒は, 自己

の生活の道を10年制学校の卒業,さ らには大学への進

学,か くして高等教育や適当な職業の習得と結びつけ

ていたものである。そして就職組は学校を卒 業す る

と,生産場やコルホーズで専門を習得し,そ こで生産

に従事するよう努めたのである。

しかし,近年では生活そのものが生徒の生活の道の

選択に本質的変化をもたらした。処女地の開拓,い た

るところでの巨大な建設,農業生産高揚のための宏大

な活動,生活 0生産への学校の密着,社会的に有益な

労働への生徒の参加は,生産的労働にたいする生徒の

態度を根本的に変革するものであった。すなわち,学

校の卒業生たちの前にはいく千もの労働の道と巨大な

可能性をもったソ連邦の現実の世界が開かれているの

である。が, ここでまた,独立の生活への正しい道の

選択のために生徒を助ける必要が生じる。

これまで生徒の観察,懇談, アンケー ト資料,作文

は,多 くの生徒の職業オリエンテーションのために非

常に役立つことをのべてきた。これから引用するのは

その職業選択において意識性を強める見地から読み物

を活用する方法についてのべることとする。

ふつ う, 5～ 7学年のころから生徒の多くは職業的

興味をもちはじめるものである。しかし,実際的経験

からもわかるように, これらの年少の生徒の職業につ

いての興味や判断は,偶然的な,表面的なものである

ことが多い。またあるものは職業の外面的徴候だけで

判断している。たとえば,≪地質学者になりたいな―

―わたくしは旅行が好きだから≫という意見を聞いた

ことがある。また,他人のいうことを聞いて,職業に

は困難な職業と容易な職業があり,面白い職業と面白

くない職業があると考えている生徒に出あうこともあ

る。このような生徒たちの考えによれば,将来のこと

でいまから頭をいためることはバカげているというこ

とである。それは自然にきまるというのである。

すべてこれは,職業オリエンテーション活動を学校

では 5～ 6学年の生徒からはじめる必要のあることを

物語っている。問題は,労働や職業について生徒に教

えるということだけにあるのではない。その人にとっ

て労働が喜びや激励の源泉となるような,新 しい型の

人間を形成することこそが問題である。生徒にいろい

お

ろな人間活動について教え,生徒がその興味と志向を

発揮することを助け,生徒が自己の使命を決定し,人

生での自己の地位を発見するのを助ける。ここに教師

の重要な課題がある。しかも, この活動全体は,生徒

の年令的特徴を考慮して組織されねばならない。

5～ 6学年の生徒にとりくむときは,科学の基礎に

かんする学習教材を参考にして,任意の専門にたいす

る愛着をこれらの生徒に起こさせることが 必 要 であ
・

る。この年令の生徒には,労働活動のごく重要な部門

や職業の主要グループについて初歩的機会をあたえる

ことがたぃせつである。

7～ 8学年の生徒は,個 々の知識分野にもう大きな

興味を発揮し,将来の職業の選択についてもよく熟考

するようになる。これらの学年の生徒にたいしては,

もっと深みのある活動を行ない,その個人的興味と特

徴を考慮し,職業オリエンテーション活動と労働にた

いする心理的・実際的準備とを結合させることが必要

である。

生徒の労働にたいする心理的準備の強力な手段とな

り,≪何になるべきか≫という問題の解決においてよ

き助言者となるのは,芸術的な,科学的認識 の読 み

物,映画,ラ ジオ,テ レビである。とくに文学 作 品

は,任意の生産場における作業の特徴と前途を写実的

に,は っきりと再現して,若 ものの職業的視野をひろ

げることができる。労働の事業の詩趣,働らくものの

すぐれた素質を明らかにして,文学作品は,労働にた

いする愛情,働らく人びとにたいする尊敬の念を生徒

に訓育し,生徒の行動・性格・興味に影響を及ぼす。

しかし,そのさい多くは文学科教師によって左右され

るものである。

5～ 8学年の生徒の文学科プログラムには,生徒の

職業的視野を広め,労働への愛情を培 うものが多い。

ここでその例として引用されるのは,A.M.ゴ ーリ

キ_,V.V.マ ヤコフスキー,N.ォ ス トロフスキ

_,A.S.マ カレンコ,P.パ ヴレンコ,な どの文

学作品である。これらの文学的範例を生活の他の面と

結びつけなければならない。すなわち,ご くさまざま

な面から労働を検討しなければならない。幸福の源泉

としての労働,義務としての労働などを検討しなけれ

ばならないのである。

生徒の職業的啓蒙に役立つもう1つの手段は, 8年

制学校における課外輪読会である。 5～ 8学年の生徒

はいつも少しでも多くのことを知ろうとして,プ ログ

ラムの枠からはみ出そうとする。多くの生徒は,新 し

い知識や面白い発見の世界が展開されている書物にす

すんで接する。したがって専門の選択と関連のある書
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物やパソフレットの自主的輪読会を組織して,教師は

生徒の職業的興味の形成に影響を及ぼす ことができ

る。しかしながら,生徒たちに大きな印象をあたえる

のは,生産とその熟練者についての生々しい明瞭な物

語,た とえば,社会主義労働の英雄A.ゥ レ ソフの

手記≪手中の火> (「知識」出版所1962年刊)の よう

なものでなければならないであろう。職業についての

無味乾燥なパンフレットや論文は,科学知識普及文献

にたいする子どもたちの興味をぶちこわしてしまうば

かりである。

このようにして,課外輪読会用文学書について学校

プログラムで推せんされている読み物はつぎのようで

ある。P.バ ジョフの≪石の花≫, L.ソ ボ レフの

≪緑の光線≫,A.P.ガ ィダールの≪チムールとそ

の部隊≫,U.A.ガ ガ_リ ンの≪宇宙への道≫など

など多くの読み物が列挙される。

またこのように読書を活用するほかに,家で書かせ

る作文の題目として,≪何になりたいか≫ (5学年),

≪わたしの夢≫ (6学年), ≪自分の未来をどう考え

るか≫ (7学年), ≪何故わたくしはこの職業を 選

ぶか≫(8学年)な どを課して,生徒に職業的興味を培

うようにすることも,職業オリエンテーション活動と

して有益である。また, このような作文の題目に≪お

父さんの職業≫というようなものを課するのもよく,

≪工場見学≫,≪ コルホーズでの休日労働≫などとい

う題で作文を課して生産にたいする愛情を訓育するこ

とも提案されている。

1961年刊,22頁参照。

生徒にとって|よ つぎのような定義がわか りやすく,

明瞭であろうこ職業,それは人間にたいして一定の準

備,専門の知識,労働の技能,熟練を必要とする労働

活動の種類であるc

職業は,社会的分業と関連して発生した歴史的概念

である「最初の職業は原始共同体機構の崩壊の時期に

発生したc生産力の発達につれ,労働用具の進歩につ

れて,あ る種族|ま 農業に従事し,あ る種族は牧畜に従

事するようになった。最初の分業が発生し,最初の職

業一一農業と牧畜が発生した。

第2の 分業|ま ,手工業の農業からの分離と関連して

発生した。その結果,多数の新しい職業一一鍛治屋,

陶工,なめし皮工,具足師,職工,裁縫師などが形成

された。

労働用具の発達につれて,機械が出現して,手工業

生産にかわって製造所的生産が登場し,その後工場生

産になって,分業|ま 高水準に達した。いく百,い く千

もの新しい職業が発生した。

現在,技術的進歩の促進と関連してある職種の消滅

と別の職種の発生過程が非常に急速に進んでいる。近

年では,生産の機械化およびオー トメ化の結果,古 く

本稿は「学校 と生産」

アベ リチエフ, Po S.

介である。

誌1964年 6号所収の U.P.

シニツィンの論文要旨の紹

(編集部)

1.職業構成の学習一―職業オリエンテーショ

ン活動の援助のために,

現在,各学校で行われている職業オリェンテーシ

ョン活動で重要な地位を占めているのは, ソ連邦国民

経済の各種部門の労働者の職業にかんする生徒の学習

であるc職業オリエンテーション活動に従事する教師

が,国民経済の各職業と関連した多くの諸問題をとく

に自ら研究する必要のあることは,当然であるcこ こ

ではこれらの諸問題のうちのいくつかを明らかにしよ

う。

まず第一に,職業とはいったい何であろうか,と い

う問題である。アカデ ミー会員S.G.ス トルミリン

は≪ふつう一人の人物の兼職する,一般的な名称,た

とえば仕上工,木工,バイオリン演奏家の名称で統合

されるc学校での学習または課外学習で習得された専

門の労働技能の総体を職業≫と称している (注 )。

(注)≪ ソ連邦における労働の経済学≫,A.S.ク
ドリヤフツエフ教授監修,職業出版所,モ スクワ,

学 校 に お け る

職業オリエンテーション活動 (3)
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さくなったいく十もの職種が消滅し,多 くの新しい職

種が発生した。たとえば,鉱山業と石炭業では,手労

働者,工作機械工,ト ロッコの馬方,先山のような職種

が消滅して,鉱山コンバイン・積載コンベア・鉱石せ

ん孔機などの運転手のような新しい職種が出現した。

国民経済のすべての部門においてもまた同様である。

1959年の全国人口調査によれば,20年間で電気溶接

工とガス溶接工 (4倍に), 電気工場従業員 (ほ ぼ 3

倍に), 掘削機運転手 (14倍に), 建築・土木機械の

運転手と整備工 (70倍 )の ような職種の労働者の数は

いちじるしく増加したことがわかった(注 )。

(注)L.コ ーガン,M.ル トケヴイチ, ソビエ ト

労働者の文化的発展,≪ コムニスト≫誌1963年 8号

52～53頁参照。

最近,自 動機械の調整工,工作機械・機械・装置の

調整ェの数は著しく増加した。

古い職種のなかには名称だけが保存されて,本質的

には新しい職種の発生したものもある。たとえば,手

で作業したペンキ屋は,壁にてん材や塗料をふきつけ

るための総合機械の発明とともに,塗装工・オペ レー

タにかわってしまった。アイロンを使って作業をした

過去のアイロンかけ女工は,ア イロンプレス女工にな

って,こ の作業を機械プレスを使ってやるようになっ

た 。

古い職種と新しい職種の名称は以ているが,新 しい

職種の労働者の労働が質的に別のものであるというよ

うなばあいもある。たとえば, ソ連の鉄道では現在蒸

気機関車がデイゼル機関車や電気機関車と交代しつつ

ある。電気機関車またはデイーゼル機関車の運転手の

労働は,蒸気機関車の運転手の労働と比較して,肉体

的にいちじるしくらくであるが,そのかわりにより多

くの普通教育的,専門的知識を必要とするのである。

職種は非常に多く,工業と建設だけでもそれは1,500

以上になり,こ れらについて検討するためには,職種

の分類を知らなければならない。

作業の広さと多様性にしたがって,労働者の職種を

3つの型に分ける。すなわち万能職種,部分的専門の

職種,狭い専門(オ ペレーション)別 の職種に分ける。

しかも,生産の種類 (単独生産,シ リーズ<連続>大

量生産)に よ って万能職種とも,部分的専門職種と

も,狭い専門職種ともなりうる職種がある (旋盤工,

機械組立作業の仕上工など)。

万能職種にかぞえられるの|ま ,あ る種の設備を用い

て行なわれる,ま たはある種の生産に属する,さ まざま

の範囲の作業やオペレーションの逐行と関連したよう

な職種である。万能職種は,た とえば,単独生産または

5θ

小連続生産の環境で作業をする旋盤工の職準である。

部分的専門の職種は,あ る種の専門化された設備の

操作またはその職種で一定の種類の作業のみの逐行と

関連しているcこ の職種にかぞえられるのは,ブル ト

ーザ運転手,電気組立工,巻線工,精錬模型の型工,

中子工などのような職種である。

狭い専門職種の労働者は製品をつくる一般工程で 1

つまたは 2つのオペレーションを逐行する。

職種は,労働者の用いる労働用具の性格によっても

また分類されるcこ の特徴によって,機械労lS」の職種

(旋盤工,フ ライスエ,デ ィーゼル機関車の運転手 ,

織工など), 手労働の職種 (機械組立作業の仕上工,

ラジオ受信機の調整工,暖炉工,裏張工など), 装置

労働の職種 (精油装置のオペレータ,製鋼工,金属加

工工,酸素設備の装置工など)にわける。

職種分類の第 3の特徴は,国民経済の任意の部門に

たいする職種の所属である。あらゆる職種が部門別職

種と部門間 (通 し)職種に分かれる。部門別職種にか

ぞえられるのは国民経済の任意の部門と関連した職種

である3部門別職種は,た とえば,織工や紡績工のよ

うな繊維工業の職種である。

部門間職種の労働は国民経済の各種部門に奉仕して

いる。この職種にあげられるのは,た とえば,国民経

済のあらゆる部門で働らく仕上・修理工である。

労働と賃銀問題にかんするソ連邦内閣国家委員会の

勤務者は,新 しい職種目録案を作成した。この目録で

は職種の数は著しく減少している。この目録の作成者

たちの採用した分類によれば,職種は 2つのグループ

に分かれる。第 1の グループは,各種生産 (部 門別生

産で|ま ない)に関係する職種一一機械製作や金属加工

の職種,繊維生産の職種などである。第 2の グループ

は国民経済に共通な職種である。

あらゆる職種の労働者は,主要生産の労l_‐9者 と補助

労働者に分かれる。主要生産の労働者は,製品をつく

ることに直接参加している労働者である。補助労働者

は補助的作業または副次的作業を逐行する。これは,

輸送と運搬の過程に従事する労働者 (こ れには倉庫と

副次作業に従事するものをふくむ), 修理労働者,技

術検査の労働者などである。

職業オリエンテーションの過程では,いろいろな職

種の労働者にたいして提起される要求について生徒に

教えなけれ|ぎ ならない。この要求は,職種のいずれか

のグループヘの所属によって決定される。

たとえば,機械労働をする万能職種の機械製作と金

属加工の主要生産労働者 (旋盤工,フ ライスエなど)

|ま ,広範な専門知識,技能,熟練を習得していなけれ



↓ゴならない。これらの労働者は,各 自のグループの工

作機械の構造,機械製作材料の特性,切削理論の基礎

技術定格の原理,工学過程の研究原則をよく知ってい

なければならない。これらの労働者は,そのグループ

のすべての機械をつかって作業し,こ れを調整し切削

工具を研磨し,図画を読み,工学資料を利用し,計波l

をする技能をもたねばならない。

仕上・修理工,仕上・器具工,調整工などのような

手労働の職種の習得のためには,広範な技術的,工学

的知識,巧みな手の技能,し ばしば連続的な作業経験

をもまた必要とするのである。

装置労働の職種の労働者にとらてとくに意義がある

のは,観察と分析の技能ならびに操作する過程の理論

にかんする豊富な科学的知識の習得である.

機械化とオー トメ化は,労 /S」者の労働の内容と性格

を変え,労働者にたいして新しい高度な要求を提起し

ている。さまざまな技術過程が 1つ の結合機械または

1つのラインに集中された結果,広範な専「1の 職種が

発生する。たとえば,歯車計算のオー トメーション・

ラインには,旋盤,ブ ローチ盤,歯切盤,その他の機

械がふ くまれている。メリヤス針生産のラインには,

旋盤工作・熱処理・フライスエ作などが集中されてい

る。このラインを操作するのは,旋盤職も,フ ライス

職も,研磨職も,仕上職も習得して,ォ ー トメーショ

ン構造の機能を知った広い専門の機械工である。

技術的進歩は労働者の労働機能における知的活動の

役割を高めるが,こ れが,こ んどは反対に,労働者の

普通教育にたいする要求を引きあげるのである。もう

現在では,製鋼工においては,計算・制御・検査の機

治Lが作業時間の60%以上を占めているのである (注 )。

(注)G.ゼ レソコ,現段階における労働者要員の

養成,≪社会主義労働≫誌1962年 1号 13頁 参照。

職業について生徒が学ぶばあいに,機械fヒ ,ォ ー ト

メ化,電子工学の現世紀においては科学者,技師ばか

りでなく,労働者も数学・物理学・化学・製図 。その

他の科目の基礎的な理論的知識が必要であること,手
で巧みに作業をする技能と統合された知識のみが職業

的技価,合理主義者的・発明家的活動への道,創造的

労働への道を開くものであることを,生徒に教えるこ

とがたいへんたいせつである。

学校で職業オリェンテーション活動を実施するばあ

いには, ソ連邦国民経済の労働考の職業構成の発展の

見通 しを考慮 しなければならない。この見通 しと|ま い

ったいどんなものであろうか。

困難な未熟練手労働の職種の消滅過程は急激な速度
でつづく。化学工業の職種 (装置工,オ ペレータ),電

気工,運転手,そ の他の機域化労l_mの 職種の比重は増

大 し,多 くの現存職種の専門はいっそ う広範になり,

一連の広範な専門の新 しい職種が発生 している。部分

的専門の職種の多 くは最近10～ 15年間は維持されるだ

ろ うが,細分化された,オ ペ レーション別の分業にも

とづいた狭い専門の職種は,ま もなく消滅 す るだ ろ

う。

生産の総合的機械化 とオー トメ化は補助労 10」者一一

修理工,検査工,積込人夫などの数の急激な減少の原

因となるだろ うし

ごくさまざまな職種の労働者の労働がだんだんます

ます創造的なものになり,技師,技手の勤務者の労働

に近づ くであろ うD

ソ連邦の勤労人日の圧倒的部分 |ま ,物的生産の部門

一一工業,農業,建設,商業,共同食堂制,材料,技

術供給,調達,貨物運輸,生産に奉仕する通信で占め

られている。これらの部門では現在,全勤労者の 5分

の 4が働いている。その他の勤労者は非生産的部門―

教育,科学,保健,住宅公営施設,旅客運輸,公衆電

信電話,統治機関,金融機関,保健機関につとめてい

る。

しかし,物的生産の分野と非生産部門に従事する人

びとの数の既存関係が,不変のままであると,考えて

はならないぅ共産主義建設の道にそった今 後 の 動 向

は,生産界における労働者の新 しい再配分をもたらす

であろ う。もう近い将来において,非生産部門,と く

に教育,保健に_従事する勤労者の比重は増加するだろ

う。したがって,教師,看護婦,子 どもの家の教育者

図書館司書などのような職種の役割は増大 す るだ ろ

う。

商業,共同食堂制,文化生活サービス業に従事する

勤務者の数もまた増加するだろう。

生徒の職業オリエンテーション活動の正しい組織は

熟練要員にたいする国民経済の需要ならびにおのおの

の生徒の興味と特徴を全面的に考慮す る こ とを要請

し,国民教育の勤務者が国民経済をより深 く研究する

ことを義務づけるものである。

2.市教育局による計画的職業オリエンテーシ

ョン活動一―プロコピエフスク市のばあい

学校の職業オリエンテーション活動の実践面では ,

9学年十こなって,生徒が工場や建設場にや ってきて,

各自の学習のために選択 した職業について必要な理解

をもたないようなケースが起ることがある。その結果

このような生徒 |ま 学習過程 で も,不満感を ヽ` だ くよ

うになる。こ うしヽう生徒が,学校を卒業 しても,自 分
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の専門にしたがって作業をやらないで,他の作業をさ

がしもとめるとしても7く思議ではない。このような考

え違いをなくするためには,下級学年から生徒の広範

な職業オリェンテーション活動が必要である。

残念ながら,実際例でもわかるように,多 くの学校

は職業オリェンテーション活動を無方針に行ない,労

働者とのばらばらの会見などだけで実施している。こ

れらの学校では任意の職業にかんする知識や若千の情

報を,生徒は主として書物,映画,父兄との懇談から

えているのである。しかしながら,現存する職業の多

様性一一前の論文でのべられたようなソ連邦国民経済

の各種職業の本質的な問題についての理解 の た めに

は,ま たそのような職業選択への正しいォリエンテー

ションのためには,それでは不十分なのである。

生徒が職業を正しく選択するのを援助し,それと同

時に生産教育をともなう9学年で計画的な方法を組織

するためには,生徒にたいしてすでに 8学年修了以前

に一定の準備活動を実施することが,ま た非常にたい

せつである。この活動が中央集権的に,国民教育各課

の指導下に,た とえば,プ ロコピフスク市にお|す るよ

うに,実施されるのが最上である。

プロコピェフスク市ではもう何年も前に,市教育局

の勤務者が,市内の全校に単一の職業オリェンテーシ

ョン計画を作成し,こ れにもとづいて各学校|よ 毎年そ

れぞれの計画を立てている。すべてこの計画の基礎を

なしているのは,つ ぎの主要 3原則である。すなわち

①授業および課外施策における生徒の教育と訓育の今

後の改善,②生徒の社会的に有益な労働の正しい組織

のための斗争,③市と地区の勤労者の労働と職業につ

いて生徒に教えるための各種施策の実施であるc

この計画にしたがってこの活動には,学校集団ばか

りでなく,市教育委員会,市執行委員会,そ の他の勤

務者も参加した。つまり,市 ソビエ トの執行委員会は

生産教育および市内の学校の生徒の職業ォリエンテー

ションの諸問題に関心をもつようになった。

学校の生徒集団の発議によって,市の共産主義労働

作業班員たち,生産革新者たちと生徒との会見,建設

場や企業の見学がますますひんばんに行なわれるよう

になった。すべてこれは,生徒がさまぎまな生産的職

業労働者とその作業の条件や特徴について知るのに役

立つものであるc

講演会,討論会,テ ーマ別夕べの催しなどのような

施策が市内に広く普及した。これらの施策は,市のク

ラブ,文化宮殿で開かれ,その準備に従事するのは,

市教育委, コムソモール委員会, クラブ当局である。

市では文化宮殿に付属して,ク ズネック炭田の工業

″

発展の将来性と各種職業グループについて紹介する教

師向け公開講義の機関が組織されているこその上,市
の国民教育課は,生徒のコ|1育 と職業オ リェンテーショ

ン活動についてクラス担任指導者にセ ミナーと実習を

(3カ 月に 1回 )実施しているc学校の職業オ リエン

テーショし活動の経験 |よ ,市の≪シアフチヨルスカヤ

・ プラヴダ≫紙や炭坑の発行部数の多い新聞,な らび

にラジオやテ レビに発表されるc

これ とならんで市の国民教育課が大きな注意を払 っ

ているの|よ ,市 内の学校における教育・訓1育過程と社

会的に有益な労働の組織であ り,労働の過程でも深い

知識によって生徒 |よ 人間の任意の活動についての正 し

い概念,職業にたいする興味と志向を形成することが

できるということである。学校における生徒の職業的

興味を明らかにするために,と くべつのアンケー ト収

集作業が行なわれた。

ある生徒たち|こ はとくべつに作業された質問が配布

され,別の生徒たちに|ま 作文が課されるなどした。た

とえば, 5～ 8学年の生徒にはつぎのような質問が出

されたc

Cち なた|よ どんな職種を知 っているか,その職種を

どのようにして知 ったか。

②どんな科 目があなたは好きか,ま たその理由は。

Oどんな職種に興味があるか,8学年修了後 どこへ

進学 したいか。

9～ 11学年の生徒には≪企業でのわた くしの作業≫

とい うテーマで家庭で作文を書かせたが,こ の作文で

はつぎの質問に答えさせるものであった。

Cなぜそのような職種をえらんだか。

C未来にたいしてどんな計画をもつか。

≪何 に な るべきか≫とい う第 2回講演会は興味深‐

く,内容豊富に実施されたが,こ の会には 700名 以上

の生徒が出席 した。第11学校長・ ロシア共和国名誉教

諭A.Y.ク ペルは,≪労働を限 りなく愛するものの

みが共産主義に値いする≫とい う報告をした。第 1建

設事務所,第 1裁縫工場の工員や技師,技手,その他 :

の労働者 |よ , 自己の職業,企業の発展の歴史と見通 し

各職業の作業の成果のために深い知識の必要なことに

ついて説明した1 8学年の生徒たちにたいして,建築

職,その他 ///職 業を習得 した市内の学校の上級生が演

説をした:上級生は未来の建築職について誇らしげに

話 し,自 分たちの例にならえと8学年の生徒たちに呼

びかけたこ

生産教育にかんする市教育局視学監A.A.ギ ナ ト

フは,生産教育をともなう中学校の模様, 9学年への

採甲条件を説明したcロ ビーで lま ,学習工作室や後援



企業体で製作された生徒の作品の展覧会が組織された

カミ,そ こでまた 9学年生の市の採用‐計画を知ることが

できた。講演会の最後に文化宮殿の児童演芸参加者の

上演が行なわれた。

毎年,市教育局は,未来の建築家,坑夫,機械製作

者ならびにその他の専門につぃて学びつつある生徒た

ちの集会を開く。この集会で生徒たちは各自の学業と

作業,未来への計画について話し,い ろいろの職種の

労働者,技師・技手,専門家と相談をする。

活動の分析によれば,さ まざまな職種とその選択の

ための生徒のォリエンテーションまたは任意の職業を

習得しようとする希望は根拠のない,偶然的な性格を

もつことがわかった。しかし,生産教育, と同時に職

業オリエンテーションがよく組織された学校では,生

徒は職業選択に意識的な態度をとり,職業を上級学年

で興味をもつて習得している。

われわれの見解によれば,プロコピユフスク市第47

中学校では生徒にたいする職業オリエンテーション活

動が興味深く行なわれている。この学校では≪学校の

名誉のために>と いうお祭 り,その他の行事を行なう

伝統ができて,そ こで生徒の労働のまとめが行 なわ

れ,その作品が展示される。生産環境について生徒に

教えるために′教師は,企業の見学を指導し,企業集団

と生徒との会見を組織したりなどする。

第 7中学校では生徒は≪プロコピエフスク炭坑≫ ト

ラストの第 3建設事務所で建築職を学んでいるが,こ
こではまた職業オリエンテーション活動に大きな注意

カミ払われている。その活動は生徒にたいしてばか りで

なく,その父兄にたいしても行なわれる。つまり, 8

学年の生徒の父兄のためにとくべつの座談会が組織さ

れ,そ こで教師は父兄たちに,生産教育,市内の各学

校,と くに自校の生徒が学んでいる職業について説明

する。その上,こ のような座談会は教室での父兄集会

でも行なわれる。この学校では見学に大きな意義があ

たえられている。つまり, 6～ 8学年の生徒にあって

は,木材加エコンビナート,建設場,炭坑,≪プロコ

ピユフスク炭坑≫ トラストの中央電気機械工場,その

他の見学が実施されて,つ ぎのような建設のテーマ~

≪大型パネル建設≫,≪左官作業と塗装作業≫≪建築

材料≫などの映画が上映される。この学校ではテーマ

別夕べの催しがひんばんに開催され, これには生産の

先進者,第 3建設事務所の共産主義労働作業班員が招

待されて,上級生のためには学校公開講演機関が組織

され,そ こで生徒は多くの興味深い講演を聞いた。そ

の うちの 2つを引用すれば,①≪大型ブロックと大型

パネルの住宅建築の発達の歴史≫ ②≪建築業発達の

見通し≫などである。

学校の多くの教師が建築職の基礎を自ら組織的に研

究していることもまた注目に値いする。これによって

教師たちは,建築専門にかんする上級生の生産教育 と

密接に関連した科学の基礎の教授を組織し, 6～ 8学

年の生徒にたいする職業オ リエンテーション活動を興

味深 く構成し,建築職習得のために生徒を準備させる

ことができるのである。

その他の学校でもす く
゛
れた経験がたくさん積みかさ

ねられている。しかし,それだけの成果で満足して し

まってはならない。職業構成が技術の進歩につれて複

雑多岐 となっていく現在,職業オリエンテーション活

動の道は遠 く,際限のないものであるから,こ の活動

において新しい活動 と方法をつねにさがし求め,と く

にこれに下級学年のときから組織性をもたせるべきで

あることが強調されている。

× × × ×

ソ連邦の学校における職業オ リエンテーション活動

についての紹介は,こ の回をもって一応打切らせても

らうが,昨年も 7回に分けてこの問題を紹介したので

ソ連の学校における職業オリエンテーションの概況に

ついては理解していただけたのではないか と思 う。こ

の分野ではソ連のばあいまだ草創期にあ り,た ちおく

れが目立つかもしれない。したがって就職後離職,転
職のやむなきにいたるケースも,かな りあるわけであ

り,それがかならずしも全部`が全部職業選択のあやま

りに起因するものではないとしても,ソ 連の学校の職

業オ リエンテーション活動にまだいく多の久陥が存在

することは明らかである。 とくに,労働心理学の面で

の生徒の研究が非常にたちおくれていることは,しば

しば指摘されたところであ り,「教育 と生産的労働 と

の結びつきにもとづいた学校の改革は,師範学校の心

理学の教育課程の内容の変革を必要 とする」にいたっ

た。また職業構成の変化についても,ソ連邦における

生産の専門化一―工場の分業化のたちおくれの是正 と

関連して,それは研究の対象 となるべき問題である。

とくに,こ の問題は,今回の紹介の冒頭でのべたよう

に,社 会的分業化の問題 として とりあげるべきであろ

うが,こ れを歴史的発生の側面からよりも,む しろ現

在あるべき姿 と未来への発展の観点からとらえるべき

ではなかろうか。いつか機会があたえられるならば
,

このようなことにつぃて,一一いつも雑然 とした紹介

となるので,少 し順序だててまとまった紹介をしたい

―以上―と思 う

D‐3



切 削 加 工 技 術 の 基 礎 (1)

1.はじめに

工業の発達に伴ないいかにして経済的に所定の数量

の製品を,所定の精度に製作するかという課題を中心

として,加工技術は目覚ましい発展を続けている。

ことに文化の進歩につれ新しい材料の出現に応じて

それのいっそうの加工精度を要求するための,新 しい

工具と技術が開発されるなど,加工技術は日進月歩を

とげている。

所定の精度及び能率を達成するためには,高精度の

高速回転する剛性な工作機械を必要としていることは

見本市にもよくあらわれている。

しかし,こ れにも増して重要なことは,その工作機

械に十分適応する工具と,その形状角度などであると

思う。

加工技術には(1)ソ 性加工技術,(2)切削加工技術とが

あるが, くまなく述べることは望めないので,こ こで

は切削加工において製品のできばえに影響の大きい切

削抵抗及び切削抵抗に関係のある工具の形状角度など

について述べたい。

2.工作機械の定義及び基本加工方式

工作機械とは,いつおうつぎのようにいうことがで

きよう。切削 (Cutting)研削 (Grainding)剪 断 (She‐

aring)鍛 造 (FOrging)圧 延 (R01ling)な どにより,

金属,木材その他を有用な形にする機械 (Machine)

をいう。しかし,最近工業技術の発達に伴ってその種

類も多くなり,機能も分化してきたので,工作機械と

は切削 (Cut‐ ting)研 削 (Gralnding)そ の他の方法

により,切暦 (Chip)を 出しつつ金属その他の材料を

加工 (Machin‐ ing)して有用な形にする機械を意味

するものといえよう。

一般にこれらの機械はモーターにより駆動され,主

として木材を加工するものを木工機械 (W00d wark‐

7

ing machine)と して区別している。 切暦 (Chip)を

出して加工する方法,す なわち切削加工法には使用す

る工具の形状及び工具と加工物 との相対的運動の種類

に応 じていろいろの形式がある。

工具と加工物の相対運動には,工具の切刃 (Cutting

edge)が加工物を切削するために動 く切削運動 (Cut‐

ting notion)と ,っ ぎつぎに新らしい部分を削る位置

に動かす送 り運動 (Feed MotiOn)と がある。工具と

しては切削工具 (バ イ ト,カ ッター, ドリル)と 研削

と石 (Grainding wheel)が用いられている。バイ ト

は切刃が一個所で, カッター, ドリルは円筒形の刃物

でその囲 り,又は端面に何枚かの切刃がある切削工具

である。

研肖lと 石は酸化 アル ミナ (A1203)炭化珪素 (SiC)

ダイヤモンドの粉末を,磁気質粘土等で所要の形状に

結合させたもので,表面に無数の微細な切刃が僅かに

出ている工具である。

A 旋削  (第 1図  α,ら , ε,ど ,`)
バイ トによる加工法の一つで,回転切削運動 (Rot_

ary cutting notion)と 直線送 り運動 (Straghite feed

notion)と を組合せたもので

(α )は直線送 り運動が (Bite)回転切削運動の中心

と平行である場合 (丸棒の切削)。

奥 山 勝 治



(e)

I……回転切削運動

Ⅱ……・直線送り運動

第  1  図

(b)は直線送 り運動がその回転中心に対して傾いて

いる場合 (勾配削 り)。

(ε )直線送 り運動が回転切削運動の中心に直角であ

る場合 (面削 りまたは正面削 り)。

(ノ )α と同じ運動で円筒の内面を削る (中 ぐり)法

又 ιと同様回転中心に対 して傾けると勾配孔の切

削ができる。

(ι )目 的のプロフィル (prOfile)の 形状をしたバイ

トで工作物の中心方向に切込んで,そのプロフイ
.

ルの全長を同時に切削する総形削がある。

B 平削 (Planing)(第 2図 )

バイ トを用いる加エー直線切削運動 と直線送 り運動

とを組合せたもので,こ の 2方向でさだまる平面を削

る加工方式である。この場合直線切削運動は往復運動

(I)と なり,直線送 り運動 (I)は間欠運動 となる (切

削行程の終点)。  もちろん相対的運動であるから,(1)

小物の場合はバイ トが切削運動をなし,(2)大物の場合 ,

工作物が切削運動をなす。又侶)直線切削運動を垂直に

行わせてもよい。

(1)は一般のセーパー (Shaper)で あ り,(2)は平削盤

(Planer) と、ヽい(3)は立削

り盤 (Slotter)と い う。平

削 りの場合においても任意

の曲線に沿って切削を行わ

せれば断面がその曲線の形

状になる曲面を削ることが

できる。

C 穴明け (Drilling)

(第 3図 )

ドリルを用いてこれに回

転切削運動 と回転軸の軸方

向に直線送 り運動 とを行わ

せて工作物に円形の穴をあ

ける加工法である。主 とし

てこの作業を行 うのがボー

である。

図第

第  3  図

ル盤 (Drilling nachine)
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D フライス削り (Milling)(第 4図 )

フライス (又はCutter)を 用いて加工する方法で第

4図のようにフライスに回転切削運動を与え,工作物

＼  り運動を

(b)正 面肖1り の一例

第  4 図

行わせて

平面等を

削 り出す

方式であ

る。円筒

の外周に

ある切刃

を用いて

4図 のよ

うに回転

軸に平行

な面内で

の直線送

り運動を

行なわせる平削り (Plain milling)と ,円筒の端面に

切刃のある正面フライスを用い,回転軸に直角な平面

内で送 り運動を行わせる正面フライス削りとがある。

最近後者が多く用いられる傾向が強い。又目的のプロ

フィルを与えた総形フライスで加工する方法がある。

フライス削 りは主としてフライス盤により行う。

E 研削 (Grinding)(第 5図 )

と石による加工でと石は硬いと粒を (A1302 0r SiC)

適当な結合剤 (磁気質粘土又はゴム,樹脂等)で結合し

たもので,表面に出ている細かいと粒の鋭い稜によっ

て,高速度切削を行わせ,工作物の表面から少量ずつ

切暦を削り取って加工する方式であり,主 として精度

を必要とする仕上加工に用いる。

と石に研削回転運動を与えて,高速度で研削を行な

い,と 石と工作物との間に,適当な送 り運動を行わせ

る。その送 り運動により基本的には,第 5図 α, ら,

εに示すように円筒研削,内面研削,平面研削などが

あり,又それぞれにいろいろの方式がある。

研肖」ヤま研肖」盤により行う。

この外にホーニング,ラ ッピング,超仕上等があり

それぞれの仕事に適した機械がある。

3.三分力と抵抗

工具が工作物を切削するとき,工作物は工具に切削

抵抗を及ぼす。それらの抵抗は互に直角をなす方向に

働き三分力と名づける (第 6図 )。

三分力には次の名称がある。

D~6

―
・

(C)

第  5

PI 主分カーエ具を垂直平面内で押し曲げようとする

力で三分力のうち一番大きい。

P2 送 り分カーエ具をつぎつぎと新しい位置に移動さ

せるための力で三分力のうち一番小さい。

P3 背分カーエ具を工作物に切 り込ませるための力で

あり,工作物からいえば,工作物を軸と直角方向に

図



5        10        15

_切 暦面積 (mm2)
A           (stee1 40～ 50 kg/mm2)

第   6  図

曲げ よ うとす る力である。

一般には PIの主分力を工具動力計 (T001 dynamo.

meter)で測定 し,切削抵抗 (Cutting resistance)と

することが多い。その三分力の大きさは第 6図 Aに示

す通 りである。 P3は PIの %位の大きさであるが,工

作物の工作精度に及ぼす影響は三分力中最も著しい。

P2は PIのえ位の大きさで三分力のうち最も小さい。

又切削抵抗は切削面積,即ちι× S(切込み×送 り)の

値により大小あるが,同 じ切削面積であっても′/Sの

比が大きい場合 (送 りSよ りも切込み深さ′が大きい

場合)切削抵抗は大となる。工作物材質又は工具の形

状角度により差異の生ずることもちろんである。

4.バイト各部の名称と角度

バイ トには第 7図に示すような角度がある。その名

称を示すと次の通 りである。

α 前ニゲ角 (Front clearance)

ら スクイ角 (Rake angle)

ε 横スクイ角 (Side rake angle)

グ 横ニゲ角 ((Side Clearance)

θ 取付角 (Side Cutting edge)

∫ 肖」り角 (Cutting angle)

そのおのおのの大きさは次の通 りである。

α…・5-10°   み・…3-25°    ε・…6-28°   ″…・5

vヽ 10°   ι・…30-90°

(1)前逃げ角は普通 2番 ともいい,工作物の材質に関係

なくほぼ一定と考えてよい。工作物に工具の刃先の

みが接触し,他 の部分は摩擦しないように逃がすた

めである。

(2)ス クイ角は図から了解できるようにスクイ角が大き

くなる程∫,すなわち削り角が鋭 くなり,切れ味は

よくなる。しかし反面切刃の寿命が短く,す ぐ摩耗

する。この角の変化が最も大きく-5° -0°―+5°―

+25° のように変化する。高速度鋼製の工具ならl「l

に大きくするがタンガロイのような超硬 工 具 の場

合,-5° -0°  と変化させ衝激に対する耐力を増加

させるのが普通である。

(3)横 スクイ角,削 り暦は刃物の進行方向と反対方向に

逃げてくれれば,それだけ切削抵抗も小さくなるは

ずである。第 7図で解るように (ス クイ角を点線で

示す)ε をみより少し大きく研 ぐとよい。

に)横 ニゲ角 (側二番)前面ニゲ角と同じようにバイ ト

側面の切刃のみが工作物に接触し,他の部分が工作

物と摩擦しないように逃がすための角度で,大体 8

-10° 位である。

(5)取付角,第 13図 に示すように切削抵抗に著しい影響

のある角度であり,30° -90°  の間で変化させる。

5.切層の生成と抵抗 (第 8図参照)
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切暦の生成を考えるとまず刃物が工作物に切 り込み

瞬間その部分が圧縮されて剪断応力以上の大きさにな

って,刃先前方に剪断力が働き,その剪断面から切暦

として取 り去られる。Krystofの 理論は材料を完全ソ

性体と考えて主応力方向 (図 に示すRの 反作用 Rノ 方

向)に対し45° の方向に剪断が行なわれるという最大応

力説をとなえたことを想えば,直 ぐ了解できることと

思う。第 8図でNは工具を押しもどそうとする力,7
を切暦とスクイ面との摩擦力,そ の合力をR,その反

作用を R′ とする。 その Rノ と45° の角をなす線が剪

断面となり切込み深さιlの とき切暦の厚さは ι2と な

るはずである (Krystofの 説)。 もしスクイ角が O° の

ときを考えると剪断面 (点線で示す)は R/ノ と45° の

角をなす線が剪断面となり同じ切込み深さで切暦の厚

さは ι′2と なる。そのときの剪断角はそれぞれφ, φ
′

となって φ>φ′, φ′の方が剪断面が長くなって切暦

の厚さは ι/2>ι2と なる。このことは切暦を生成する

に要する力が大なることを意味し,切削抵抗はそれだ

け増加することが理解できる。 剪断角φを求めるには

切込み深さ ″1と 切暦の厚さ ′2と を測定し,次式から

算出することができる。

ねnφ =  =瑞
α=ス クイ角

γ。=′ 1/′2(切削比)

切暦の生成には次の四つの形式がある。(第 9図参照)。

工作物の材質,ス クイ角の大小,切削速度の大小等
により,第 9図に示すような切暦の生成機構がある。

<流れ型>
刃先から斜め上方に向って発生する滑 りが連続的に

発生するので切暦は流れるように見える。スクィ角が

比較的大きく材料が粘いときに生ずる。

<せん断型>
斜め上方に向って発生する滑 りの間隔がやや長い場

合である。ある時間圧縮されてから滑 りを発生するの

である。すなわち刃先がαかららに進む間にαらε′は,

αノゎεグ′の形に圧縮されてから みε面に沿って滑 りを生

ずる。素材が粘いにもかかわらずスクイ角が小さいと

きに多い。

<ム シレ型>
刃先より前方に大きな裂け目を発生しつつ切削され

る場合で切暦がスクイ面に粘着してその面に沿って流

れることができずそのため斜め上方に滑 り難くなり,

その結果刃先前方に裂け目を発生する。この裂け目は

切削面よりやや下方に向うのが特徴で刃先がらまで進

行するにつれ裂け目は益々下方に向って喰い込むが更

らに深 く進行するよりは斜め上方に滑る方が容易な状

態になって始めて みθ面に沿って滑 りを起すのである

素材が粘いとき,切込みが深ぃとき又スクイ角がイヽ

さいときに発生しやすい。

<亀裂型>
刃先αよりαグ方向に向って瞬間的に亀裂を生ずる

αかららに来るまで斜め上方に点線のように滑 りを起

し, み点で みθ方向に第二日の亀裂を発生して切暦と

なる。鋳鉄のような脆い材料を大きいスクイ角の刃物

で比較的低速で切削するような場合である。次に以上

のことをまとめて表にすると次のようになる。

「               大 ムシレ型,せん断型,流 れ型

加工物の変形能 小
| 1大

スクイ角

切暦厚 さ

切肖I速度 J｀            1大
切削抵抗の変動 /1

仕上面アラサ 不良|              1良

(注)ス クイ角が小から大きくなるに従いム

シレ型から流れ型になることを意味して

いる。

<抵抗>
切削抵抗に関して多 くの実験結果があるが,そ の一

例 として簡単で解 り易い Kronenbergの 式をあげると

次の通 りである。

4=轟
Ks……比切削抵抗 kg/mm2(P1/9)

9… …切暦面積 mm2(′ × s)

CKs・ ……工作物の材質及びスクイ角で定まる定数

ζKs… …工作物の材質で定まる定数図

せん断

f
立

」_当 :

流 れ型

ム シ レ型 亀裂型
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第  11  図

第12図 はスクイ角の大小によって切削抵抗が変化する

状態を示す。図中のアは切削速度を表わし,切削速度

は表面の速度すなわち

V=モ
需器

で算出する

ζ`=切削速度 m/min

D=工作物の直経 mm
N=工作物 1分間の回転数

第13図 は刃物の取付角 (第 7図参照)に よって切削抵

抗が変化する状態を示す。切削抵抗は切暦の中にはぼ
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取付角 ●

steel.70～ 80 kg/mm2

y=16m/min c=4× 1

第   13  図

比例 して増加し,切暦の厚さに対しては比例より少な

い害1合で増加することから理解できる。

いま第14図 のα,bを比較して見よう。 α,み とも切

込み深さは ιとして図に示すように取付角 (ι )を 30°

と 60° にしたときの′及 夕を求めると次の通 り (Sin

をとると)。

sh30°=チ  dn60° =÷
ι′=′/Sin30° =′/0.5=10″ 5=2′

′=′/Sin60・ ≒ι/0.86=100ι /86=1.2′

となって,取付角 60° の方が切暦の巾は小さい。切削

抵抗はほぼ切暦の巾に比例して増加するので,取付角

30° の方が切削抵抗は大きくなる。 それに伴ない他の

P2及び P3も 又小さくなる。 次に同じ角度のバイ ト

を使用して刃物台に取付けたときの高低によってスク

イ角,前逃げ角がどのように増減するかを調べよう。

第15図 αは正常な場合で刃先の位置は,中心の高さに

取付けたときのスクイ角をα,前逃げ角をβであると
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に)機械,工具及び加工物の振動

(動 構成刃先の成生に帰因すると考える

る。(1)の送 リマークにっいての理論的ア

種類,刃先の形状,送 りの大小等できま

ら求めることができる。

lal 刃先に丸味のあるとき

する。みはγの高さだけ高く取付けたときの二つの角

の増減を示す。すなわちスクイ角はγだけ増し前逃け

角は rだけ減少している。又εはらと反対にγだけ低

く取付けたときの二つ角の増減を示し,ス クイ角は減

少し前逃け角は増加している。

いずれにしても刃物の刃先の角度が適正であって切

れ味がよく,したがって仕上面も美麗になるのである

からこのことについては充分注意しなければならぬ。

α′,み′,ε′は孔グリの場合,刃先の取付高さの高低

によってスクイ角,前逃げ角の増減を示す。読者は図

から理解できることと思う。

6。 仕上面のアラサ

仕上面アラサは凹凸の高さによって定義される。仕

上面に凹凸を生ずる原因としては,次のことが考えら

オtる 。

(1)工具の送 りの大小による送 リマーク

(2)切 暦のできかた

(3)工具の摩耗

β―γ

図

″=Stanβ tttanγ

第16図 により理解できることと思う。すなわちSが小

さい程又γが大きい程仕上面はよくなる。このことか

ら最近は送 りを小さくし,高速切削ができる工作機械

が出現している。この式には切込み深さ切肖」速度の関

係が含まれていないが,当然この二つの係数が入って

来なければならないはずである。工作物に振動がある

と,工具がこれに共鳴しビビリの現象を生じ,かえっ

て仕上面がキタナクなる (第 17図 )。

図第

第

こ とが で き

ラサは作業の

り,次の式か

″≒電升
(b)直線切刃 のとき

6θ

S=送 りmm/rev

γ=刃先丸味半径 mm



構成刃先の成長,脱落実際の切込み

所定の切込み

α∵~‐・‐~30° ～-35°

α2~… ………+30°

第  18 図

構生刃先はァルミニゥムのように軟い材料を比較的
スクイ角の小さい刃物で,低速で切肖」するような場合
よく現れる。発生にっぃてはぃろいろうiが あるが,切
暦の微粒子が高圧高温の下で刃物の分子に圧着され固
く積み重さなって切刃の一部をなす。この切刃を構成

霧言 iユ増∬t程百こ島:L象言t嚢等星i3計臭壁

一

成長により常に切込み深さが変化し,

仕上寸法に誤差を生ずる原因となる。

(2)分裂脱落により振動の原因にな り,

切刃のチッピングを促進する。(3)反 面

実際の切刃を保護する役目を す るか

ら刃物が損傷する率が少なく,に )構成

刃先の発生によリスクイ角が増大する

ので切削抵抗は減少する。 このような

功罪があるが,どちらか とい うと悪い

面の影響が大きいので構成刃先をさけて切削を行 うよ

うにする。 その対策としては 切削速度を 120m/min

以上にすることと, スクイ角を 30° 位に大きくする

ことである。 しかしながら刃物の寿命を長 くすることi

に主眼をおいて,第 18図 に示す角度にして切削するこ

とが考えられている。 SWC Bitoと い う。形削盤,平

削 り盤等で使用するバイ トは旋盤で使用するバク トと

違って第19図 のような形状でなくてはならない。スク

イ角,逃角は大差がない。バイ トは切削抵抗のためA
を支点として由げられようとする。もし刃先が Bにあ

るとすればAを中心としてRで孤を描いたと同様にな

り, BC仕上画から CBノ だけバィ トが喰込むことに

なる。叉刃先が C点にあるときAを 中心として R′ で

孤を描いたこととな り,仕上面BCか ら逃げる。

したがってバィ トの切込み深さは変化しない (Bに

あるときは切込み深さが深 くなる傾向がある)の で,

仕上面は比較的キ ンイになる。図のように火造 りする

のはなかなか大変であるので刃先がAC線上になるよ

うなバイ トホルダーを使用するのが普通である。

一以下次号一

(東工大機械仕上工場主任)
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研究資料の配布 (配布範囲については検討中)

<研究活動>                      本誌「技術教育」読者との連けい 。登録

0研究活動の重点                   会員の本誌への投稿優先 (サ ークルでの検討を経て

,① す ぐれた実践の発掘とその成果の普及        いれば,い っそう望ましい)

全国各地のす ぐれた実践をはりおこし,整理 0集    ・プロツクごとの連けい担当者の設置

約して,全国の教師の共有財産とする。         全国会員またはサークルとの連けいのため,委 員の

、② 授業過程の分析を,子 どもの発達との関連におい  なかから,つ ぎのブロック担当者を定めた。

てすすめる。                     東北 0北海道一一向山玉雄

常に子どもたちの未来の可能性をみつめ,授業過   関東地区  一一小池一清,村上博子

程における教師の役割,教育内容・方法の妥当性,    甲信越地区 一一佐藤禎一

教材・教具の役割など,子どもの発達との関連から   中部地区  一一植村千枝

客観的にとらえるよう努力する。            近畿地区  一一池上正道,岩越友子

l③ 教科の理論を確立する。               中国・四国 一一村田昭治

' 実践の理論的集約として,普通教育 (こ とに義務   九州地区  ―一草山貞胤

教育段階)に おける技術教育の目的と方法を,教科   °真けんな実践研究や地区研究情況についての報告を

求め,本誌に登載する (編集部との関連)構造全体のなかで明らかにする。

(④ 教育研究活動の組織化

各地における自主的研究サークルを見出し,こ れ   本年度委員 (O印 は常任委員)

○池上正道 (東京・新宿区・四谷二中)と連けいして,共同研究成果をたかめる。

○池田種生 (教育評論家)

○稲本 茂 (国学院大学 )・0中核的・ 基本的研究課題

岩越友子 (東京・町田市・三中)上記の研究活動をすすめ,組織していくために,中
○植村千枝 (東京 ◆武蔵野市・三中)核的・基本的研究として,あらためてつぎのような諸

事項の研究が必要である。                岡 喜三 (東京 。文京区 。一中)

、① 自然科学と技術のかかわ りについて        ○清原道寿 (東京工業大学)

t② 子どもの認識の発展についての理論         草山貞胤 (ネ申奈川・愛川小)

,③  プロジェクトの意味の究明             小池一清 (東京・日黒区 0八中)

t④ その他 (技術と技術教育の発達史一歴史的視点,   ○後藤豊治 (国学院大学 )

教科構造論,実践の形態と段階の確認・集約など)  ○佐藤禎一 (東京 。武蔵野市・五中)

中村邦男 (東京 。世田谷区・玉川中)

0研究会のすすめ方                  中村知子 (東京 `北区・堀船中)

実践的研究 (公開方式)一―毎月 1回 (第 2土曜)  ○水越庸夫 (千葉 。市川工高)

基本的研究 (中核研究)一―隔月の予定       ○向山玉雄 (東京・葛飾区・堀切中)

合宿研究 (集約研究)一一年 1回 (1-3月 の間)  ○村田昭治 (東京 0杉並 。西宮中)

△研究大会―東京または周辺において開催予定     村上博子 (東京 。江戸川区・葛西中)

△女子の研究はこの他に も企 画 される (追報の予   横山忠太郎 (東京 。杉並区 。高南中)

定)

地方委員

<組織活動>                     従来のメンバーに新しい地区から数名追加の予定。

・ もちろん,研究活動と表裏一体にすすめる。      ただいま委嘱照会中である (追報の予定 )

。おもな方法
ニュース (最低年 2回発刊,会員配布)

62



<部局の構成>
△研究部

〔責〕 向山玉雄 〔副〕 村田昭治,植村千枝

(専任部員)岡 喜三,小池一清,横山忠太郎,

山貞胤,岩越友子,中村知子,中村邦男

▽組織部

〔責〕 佐藤禎一 〔副〕 γ也上正道,村上博子

▽編集部

〔責〕 稲本 茂 〔副〕 水越庸夫

▽財務部

〔責〕 清原道寿 〔副〕 ツ也田種生

・委員長 後藤豊治 (事務局担当)

産業教育研究連盟規約

第 1 条 (名 称)本 連盟は産業教育研究連盟 と称

する。

第 2 条 (目 的)本 連盟は学校及び産業現場にお

ける産業教育に関する研究とその発展普

及を図り,民主的にして平和的な教育に

寄与することを目的とする。

条 (事業)本 連盟は前条の目的を達するた

めに次の事業を行なう。

1 産業教育に関する研究調査

2 協議会研究講習会等の開催

3 実験学校の指導,地方への講師派遣

4 会員の研究実践の促進連絡

5 機関誌図書その他の編集および刊行

6 他団体との連携協力

7 その他必要な事業

条 (会費)本 連盟の趣旨に賛同し,所定の

会費をそえて加盟を申込みたる個人をも

つて会員とする。

第 3

第 4

第 5 条 (総会)毎 年 1回総会を開き,前年度の

諸報告を行ない,次年度の活動方針を審

議する。また必要に応じて臨時総会を開

くことができる。

第  6 条 (本部)本 連盟につぎの部局をおく。

1 研究部  2編集部  3組織部

4財政部

第 7 条 (支部)本 連盟は地方に支部をおく。

支部の設立はその地方の会員の発意によ

るものとし,委員会の承認を経る。

第 8 条 (役 員)本 連盟につぎの役員をおく。

1委員 (若千名) 2常任委員 (若千

名) 3顧問 (若干名)

第  9 条 (役員)役 員の選出および任期はつぎの

通 りとする。

1 委員は総会において会員中より選出

し,任期を 1年 とする。ただし再選を妨

げない。委員中より委員長 を 互 選 す

る。常任委員は委員中より選出する。

2 顧間は委員会で委嘱する。

第 10 条 (役 員)役 員の任務はつぎの通 り とす

る。

1 委員は委員会を構成し本部の業務に

ついて審議 し執行する。

2 常任委員は常任委員会を構成 し,本

部の日常業務を執行する。

3 顧間は必要に応じて重要事項の審議

に参与する

第 11 条 (経費)本 連盟の経費は会費,事業収入 ,

寄付金,そ の他でまかなう。

第 12 条 (規約変更)本規約の変更は総会の承認を

要する。

^全

_÷二重電 J

<入  会>
入会希望の方は,年会費200円 をそえて,下記に申

込まオtたい。

東京都目黒区上目黒 6の 1617 産業教育研究連盟事

矛ふ拝計 〔「日, (712)8048〕

会員は最 低年 2回のニュース配布,本誌「技術教

育」への投稿優先 (投稿のばあい会員番号を明記され

たい), 希望により研究資料の配布,な どうけられま

す。

会員を中心のサークルがあれば,申込みによって研

究資料をサークルの人数分送付します。

<投  稿>

会員はすくなくとも,こ の教育についての問題をか

かえておられると思います。まとまった実践報告だけ

でなく,地方の研究情況報告,サークルだより,新ら

しい教具の工夫,問題点についての質問一一誌上回答

研究や雑誌への要望,実践所感やエピソー ドなど,気

がねなく投稿を希望します。前述のように,サークル

で問題にされ,検討されていることなら,い っそうけ

っこうです。

あ て 先 は

東京都渋谷区若木町 9,国学院大学教育学研究室内

編集部あて

また|ま ,前記の連盟事務局あて

草



技 術 教 育 11月 号 予 告  <10月 20日 発売>
特集 :テス トをめぐる諸問題

39年度の入試の概括と実践的検討……研 究 部  ェンジン学習のプログラム研究 ………平田徳 男

安全教育とテスト……………………清原道寿  ソ連邦の後期中等教育における

男女共通学習とテス ト ………………………未 定  職業・技術教育 (2)…………………///森  勉

塩 重な 躊 蹴 菅理.ギ逗 ヽ製諦督蟹lyIII量生菫[
1…………座 談 会―……………………………………1  _花 巻大会のこ

1 技術検定の問題点をさく
゛
る        !  <塗 料の知識>(5)

1 出席者  和国典子 中本保子 植村千枝他  :  作業工程について… ……………………水越 庸 夫

<実践的研究>
技術教育における

教材のとらえ方と指導法 …… ………黒 沼 良作

はなんなのかを明確にしておくことが,こ れからの実

践研究にとって,重要な意義をもつものと信じ,本号

を編集しました。お役にたててくださることを期待し

ます。

◇まず,岡邦雄先生に「技術の発達と技術教育 の発

達」と題して稿を寄せていただきました。これは,大

会の3日 目に記念講演としてお話しいただいたことの

要旨を,ま とめていただいたものです。技術教育にお

いて技術史的認識がうんぬんされている折から,示唆

にとむものと思います。

また,今回と次回の2回にわたり,奥山勝治先生に

「切削加工技術の基礎」と題して,切削加工技術につ

いての基礎的知識について書いていただくことにしま

した。これがらの加工学習の指導に大いに役だてて欲

しいと存じます。<実践的研究>と しては,「機構学

習と教具の活用」について小池先生に,ま た「測定器

の使用法」と題して竹田先生 (岩手大付属中)に ,そ

れぞれの実践をまとめて発表していただきました。御

意見をおよせください。

◇本誌では,常時,<実践記録>や <実践研究>およ

び<教材・教具解説>に関する原稿をつのっておりま

す。お気軽に下記連盟連絡所あておよせくださいo採

用分については,掲載誌と薄謝を差しあげます。

<教材・教具解説>
機構説明器の製作…… …………… ……岡 田武敏
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◇街ゆくひとびとの服装にも,め っきり秋の色が濃く

なってまいりました。秋の彼岸もすぎれば,も う残暑

に苦しめられる′心配もまずないでしよう。ことに,こ

としの夏の暑さは記録的だっただけに,涼風のたつ秋

の訪れがまちのぞまれましたが,東京地方は9月 に入

ると急に涼しくなり,そのためか,原因不明の下痢を

おこしたひとがかなりあったようです。季節の変 りめ

は,と かくからだの調子がくるいがちです。みなさん

がたにも, とくに御自愛のうえ,実践に意欲的にとり

くんでくだきることを期待します。

◇さて,本号は,「授業研究はどこまですすんでいる

か」というテーマで特集をくんでみました。今夏の研

究大会は,岩手県の花巻温泉で開かれましたが,全国

のみなさえ′がたの御協力をえて,多大の成果をおさめ

て,無事その幕を閉じることができました。研究大会

の主題は「授業をどう組織するか」ときまり,その線

にそって,全体会,分科会がもたれ,活発な研究討議

がたたかわされたわけですが,そ こでは,どのような

ことが問題とされ,それにたいしてどのような研究討

議がおこなわれたのか,今後にのこされた実践的課題
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